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　 　　 　 安全に お 使い い た だ く た め に 必ず お 読み く だ さ い安全に お 使い い た だ く た め に 必ず お 読み く だ さ い

●● 本書の 一部ま た は、本書の 一部ま た は、全部を 無断で 複製、全部を 無断で 複製、複写、複写、転載、転載、改変す る こ と は法律で 禁じ ら れて い ま す 。改変す る こ と は法律で 禁じ ら れて い ま す 。

●● 本書の 内容お よ び 製品の 仕様、本書の 内容お よ び 製品の 仕様、意匠等に つ い て は、意匠等に つ い て は、改良の た め に 予告なく 変更す る こ と が あ り ま す 。改良の た め に 予告なく 変更す る こ と が あ り ま す 。

●● 本書の 内容に つ い て は、本書の 内容に つ い て は、万全を 記し て 作成い た し ま し た が、万全を 記し て 作成い た し ま し た が、万一ご 不審な点や誤り 、万一ご 不審な点や誤り 、  記載漏れなど お 気記載漏れなど お 気

付き の 点がご ざ い ま し た ら 、付き の 点がご ざ い ま し た ら 、ご 連絡下さ い ま すよ う お 願い 致し ま す 。ご 連絡下さ い ま すよ う お 願い 致し ま す 。

●● 本書に 記載さ れて い る 各種名称、本書に 記載さ れて い る 各種名称、会社名、会社名、商品名など は一般に 各社の 商標ま た は登録商標で す。商品名など は一般に 各社の 商標ま た は登録商標で す。

！

火災の 原因に な り ま す火災の 原因に な り ま す

◆◆ 正し い 電源電圧で お 使い く だ さ い 。正し い 電源電圧で お 使い く だ さ い 。

◆◆ 湿気や 埃、湿気や 埃、 油煙、油煙、 湯気が 多い 所に は置か ない で く だ さ い 。湯気が 多い 所に は置か ない で く だ さ い 。

◆◆ 暖房器具の 近く や 直射日光が あ た る 場所など 、暖房器具の 近く や 直射日光が あ た る 場所など 、高温の 場所で 使用し た り 放置し ない高温の 場所で 使用し た り 放置し ない

で く だ さ い 。で く だ さ い 。

◆◆ た こ 足コ ン セ ン ト や 配線器具の 定格を 超え る 使い 方はし ない で く だ さ い 。た こ 足コ ン セ ン ト や 配線器具の 定格を 超え る 使い 方はし ない で く だ さ い 。

◆◆ 電源ケ ー ブ ル に 加工や 熱を 加え た り 、電源ケ ー ブ ル に 加工や 熱を 加え た り 、重い も の を 載せ る など で 傷を つ け ない で く だ重い も の を 載せ る など で 傷を つ け ない で く だ

さ い 。さ い 。

◆◆ 内部に 異物を 入れない で く だ さ い 。内部に 異物を 入れない で く だ さ い 。 ( (水厳禁水厳禁))

◆◆ 本体及び 付属品を 改造し ない で く だ さ い 。本体及び 付属品を 改造し ない で く だ さ い 。

◆◆ 排気口の あ る 機種は、排気口の あ る 機種は、 排気口を 塞い で 使用し ない で く だ さ い 。排気口を 塞い で 使用し ない で く だ さ い 。

感電や 怪我の 原因に な り ま す感電や 怪我の 原因に な り ま す

◆◆ 正し い 電源電圧で お 使い く だ さ い 。正し い 電源電圧で お 使い く だ さ い 。

◆◆ 電源ケ ー ブ ル に 加工や 熱を 加え た り 、電源ケ ー ブ ル に 加工や 熱を 加え た り 、重い も の を 載せ る など で 傷を つ け ない で く だ重い も の を 載せ る など で 傷を つ け ない で く だ

さ い 。さ い 。

◆◆ 内部に 異物を 入れない く だ さ い 。内部に 異物を 入れない く だ さ い 。

◆◆ 本体及び 付属品を 改造し ない で く だ さ い 。本体及び 付属品を 改造し ない で く だ さ い 。

◆◆ 濡れた 手で コ ン セ ン ト に さ わ ら ない で く だ さ い 。濡れた 手で コ ン セ ン ト に さ わ ら ない で く だ さ い 。

◆◆ 雷発生時は、雷発生時は、 本製品に 触れた り 周辺機器の 接続を し た り し ない で く だ さ い 。本製品に 触れた り 周辺機器の 接続を し た り し ない で く だ さ い 。

◆◆ 設置、設置、 移動の 時は電源プ ラ グ を 抜き 、移動の 時は電源プ ラ グ を 抜き 、 周辺機器の 接続を 切り 離し て く だ さ い 。周辺機器の 接続を 切り 離し て く だ さ い 。

万一、万一、発熱を 感じ た り 、発熱を 感じ た り 、煙が 出て い た り 、煙が 出て い た り 、変なに お い が する など の 異常を 確認し た 場合は、変なに お い が する など の 異常を 確認し た 場合は、

た だ ち に 電源を 外し 使用を 中止し て お 買い あ げ の 販売店に ご 連絡下さ い 。た だ ち に 電源を 外し 使用を 中止し て お 買い あ げ の 販売店に ご 連絡下さ い 。

故障や エ ラ ー の 原因に な り ま す故障や エ ラ ー の 原因に な り ま す

◆◆ 本体及び 付属品を 改造し ない で く だ さ い 。本体及び 付属品を 改造し ない で く だ さ い 。

◆◆ 排気口の あ る 機種は、排気口の あ る 機種は、 排気口を 塞い で 使用し ない で く だ さ い 。排気口を 塞い で 使用し ない で く だ さ い 。
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序　 章序　 章　 は じ め に　 は じ め に

序－１ 　 梱包内容の 確認序－１ 　 梱包内容の 確認

Enet-485/FAEnet-485/FA に は以下の 品目が 含ま れま す 。に は以下の 品目が 含ま れま す 。 　 品目数量を ご 確認下さ い 。　 品目数量を ご 確認下さ い 。

不足が あ る 場合は、不足が あ る 場合は、 弊社営業部ま で ご 連絡下さ い 。弊社営業部ま で ご 連絡下さ い 。

序－２ 　 本機の 特徴序－２ 　 本機の 特徴

◆◆ Enet-485/FAEnet-485/FA はは､RoHS､RoHS 指令対応の指令対応の RS485RS485//RS422RS422、、 TCPTCP//IPIP プ ロ ト コ ル コ ンプ ロ ト コ ル コ ン

バ ー タ で す 。バ ー タ で す 。

RoHSRoHS 指令と は指令と は

20032003 年年 11 月、月、 EU (EU (欧州連合欧州連合) ) は電子電機機器に 含ま れる 特定有害物質は電子電機機器に 含ま れる 特定有害物質  ※※    のの

使用を 制限す る 制定を 可決い た し ま し た 。使用を 制限す る 制定を 可決い た し ま し た 。

同指令は同指令は 20062006 年年 77 月月 11 日よ り 施行さ れ、日よ り 施行さ れ、 そ れ以降特定有害物質を 含む 対象そ れ以降特定有害物質を 含む 対象

製品は原則と し て 同地域で は販売す る こ と が で き ま せ ん 。製品は原則と し て 同地域で は販売す る こ と が で き ま せ ん 。

※※ 特定有害物質特定有害物質 66 品種品種

「 鉛「 鉛・・水銀水銀・・カ ド ミ ウ ムカ ド ミ ウ ム・・六価ク ロ ム六価ク ロ ム・・PBB (PBB (多臭素化ビ フ ェ ニ ー ル多臭素化ビ フ ェ ニ ー ル ) ) ・・

  PBDE (  PBDE (多臭素化ビ フ ェ ニ ル エ ー テ ル多臭素化ビ フ ェ ニ ル エ ー テ ル ) ) 」」

◆◆ RS485RS485//RS422RS422 機器は、機器は、 Enet-485/FAEnet-485/FA を 介し てを 介し て UNIXUNIX マ シ ン 等と ネ ッ ト ワ ーマ シ ン 等と ネ ッ ト ワ ー

ク 通信す る 事が 出来ま す 。ク 通信す る 事が 出来ま す 。

◆◆ 本機の シ リ ア ル 側イ ン タ ー フ ェ イ ス は、本機の シ リ ア ル 側イ ン タ ー フ ェ イ ス は、内部内部 ( (上蓋を 外し て 設定変更可能上蓋を 外し て 設定変更可能) ) に あ るに あ る

デ ィ ッ プ ス イ ッ チ の 設定に よ り 、デ ィ ッ プ ス イ ッ チ の 設定に よ り 、 RS422RS422 とと RS485 (4RS485 (4 線式線式 //22 線式バ ス ラ イ ン線式バ ス ラ イ ン ) ) のの

選択が 可能で す 。選択が 可能で す 。

終端抵抗、終端抵抗、 バ イ ア ス 抵抗の 選択も 上記ス イ ッ チ で 行い ま す 。バ イ ア ス 抵抗の 選択も 上記ス イ ッ チ で 行い ま す 。

伝送ラ イ ン に は静電対策、伝送ラ イ ン に は静電対策、 フ ェ イ ル セ ー フ 回路が 組み込ま れて い ま す 。フ ェ イ ル セ ー フ 回路が 組み込ま れて い ま す 。

ケ ー ブ ル の 最大総延長距離はケ ー ブ ル の 最大総延長距離は 1.2Km1.2Km で す 。で す 。

RS485RS485 バ ス ラ イ ン 接続で の 最大接続台数はバ ス ラ イ ン 接続で の 最大接続台数は 3232 台で す 。台で す 。

◆◆ Enet-485/FAEnet-485/FA 本体本体 11 台台

◆◆ デ ィ ッ プ ス イ ッ チ 保護フ ィ ル ムデ ィ ッ プ ス イ ッ チ 保護フ ィ ル ム 22 枚枚

デ ィ ッ プ ス イ ッ チ を 湿気や 塵か ら 保護す る た め の フ ィ ル ム で す 。デ ィ ッ プ ス イ ッ チ を 湿気や 塵か ら 保護す る た め の フ ィ ル ム で す 。

通信設定の 変更を 行う 時に 使用し ま す 。通信設定の 変更を 行う 時に 使用し ま す 。

◆◆ Enet-485/FAEnet-485/FA ユ ー ザ ー ズ マ ニ ュ ア ルユ ー ザ ー ズ マ ニ ュ ア ル 本誌本誌 11 冊冊

※※ 設定に 必要な通信ソ フ ト設定に 必要な通信ソ フ ト 【【 TERM WINTERM WIN】】 は弊社は弊社HPHPよ り ダ ウ ン ロ ー ド し て く だよ り ダ ウ ン ロ ー ド し て く だ

さ い 。さ い 。

詳し い 使い 方は、詳し い 使い 方は、 同時に ダ ウ ン ロ ー ド さ れる 専用マ ニ ュ ア ル を ご 参照く だ さ い 。同時に ダ ウ ン ロ ー ド さ れる 専用マ ニ ュ ア ル を ご 参照く だ さ い 。

http : //www.d ata-link. co. jp /http : //www.d ata-link. co. jp /
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◆◆ RS485RS485//RS422RS422 側に 外部か ら の ノ イ ズ 混入を 防ぐ 、側に 外部か ら の ノ イ ズ 混入を 防ぐ 、 高速応答性高速応答性に 優れる シ リ コ ンに 優れる シ リ コ ン

サ ー ジ ア ブ ソ ー バ を 装着し て い ま す 。サ ー ジ ア ブ ソ ー バ を 装着し て い ま す 。

◆◆ RS485RS485//RS422RS422 側は、側は、 電源部、電源部、 RS232CRS232C 部よ り 絶縁さ れて い ま す 。部よ り 絶縁さ れて い ま す 。

◆◆ イ ー サ ネ ッ ト 側は、イ ー サ ネ ッ ト 側は、 TCPTCP//IPIP、、 UDPUDP、、 ARPARP、、 TELNETTELNET※※ 11 を 内部に 標準で 搭載し て いを 内部に 標準で 搭載し て い

ま す 。ま す 。 ネ ッ ト ワ ー ク 通信は、ネ ッ ト ワ ー ク 通信は、 TCPTCP//IPｿｹｯﾄIPｿｹｯﾄあ る い はあ る い は UDPUDP 等を 用い て等を 用い て Enet-485/Enet-485/

FAFA と 通信を 行い ま す 。と 通信を 行い ま す 。

◆◆ TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン の 開設／終了は、コ ネ ク シ ョ ン の 開設／終了は、 Enet-485/FAEnet-485/FA 側／ホ ス ト 側の ど ち側／ホ ス ト 側の ど ち

ら か ら も 可能で す 。ら か ら も 可能で す 。

◆◆ 通信条件、通信条件、イ ー サ ネ ッ ト 関係の ア ド レ ス 等は、イ ー サ ネ ッ ト 関係の ア ド レ ス 等は、プ ロ グ ラ ム モ ー ド で 対話式に 設定プ ロ グ ラ ム モ ー ド で 対話式に 設定

が 可能で す 。が 可能で す 。 こ れら の 条件設定は、こ れら の 条件設定は、 フ ラ ッ シ ュフ ラ ッ シ ュ ROM (ROM (電気的消去、電気的消去、 編集可能編集可能) ) にに

記憶さ せ ま す 。記憶さ せ ま す 。 　　 設定は 、設定は 、 イ ー サ ネ ッ ト を 介し たイ ー サ ネ ッ ト を 介し た Telnet Log inTe lnet Log in に よ る 方法とに よ る 方法と

RS232CRS232C//RS422 (RS485) RS422 (RS485) 変換器＋パ ソ コ ン ＋タ ー ミ ナ ル ソ フ ト を 使用し た 方法変換器＋パ ソ コ ン ＋タ ー ミ ナ ル ソ フ ト を 使用し た 方法

が 可能で す 。が 可能で す 。

※※ 11：： ネッ ト ワ ーク 端末よ りネッ ト ワ ーク 端末よ り Enet-485/FAEnet-485/FA に 対し てに 対し て TELNET LOGINTELNET LOGIN を 行う 事でを 行う 事で

Enet-485/FAEnet-485/FA の設定値変更／の設定値変更／Enet-485/FAEnet-485/FA の再起動が可能で す。の再起動が可能で す。

ご 注意ご 注意 Enet-485/FAEnet-485/FA は内部の デ ィ ッ プ ス イ ッ チ では内部の デ ィ ッ プ ス イ ッ チ で RS485RS485//RS422RS422、、 44 線式線式 //22

線式の 切替を 行っ て い ま す 。線式の 切替を 行っ て い ま す 。ご 使用の 前に 、ご 使用の 前に 、必ず デ ッ ィ プ ス イ ッ チ の 状態と必ず デ ッ ィ プ ス イ ッ チ の 状態と

接続の 関係を ご 確認下さ い 。接続の 関係を ご 確認下さ い 。
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10/100Ba se

RS485
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RS485相手機器

Enet-485/FA

RS485

RS485相手機器
RS422

イ ー サ ネ ッ ト

他の Enetシ リ ー ズ
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ハ ブ

10/100Ba se
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RS485/RS422

Enet-485/FA



序　 章　 はじ め に序　 章　 はじ め に

44

序－３ 　 こ の マ ニ ュ ア ル の 読み 方序－３ 　 こ の マ ニ ュ ア ル の 読み 方

初め て初め て Enet-485/FAEnet-485/FAを ご 使用に なる 場合は、を ご 使用に なる 場合は、こ の マ ニ ュ ア ル を 次の 順に 読みながこ の マ ニ ュ ア ル を 次の 順に 読みなが

ら 実行し て 下さ い 。ら 実行し て 下さ い 。

Enet-485/FAEnet-485/FA は使用に 先立ち 、は使用に 先立ち 、 １ 台１ 台に 設定を 行っ て か ら で ない と 動作し ま せ１ 台１ 台に 設定を 行っ て か ら で ない と 動作し ま せ

ん の で 、ん の で 、 必ず 下記の 手順を 実行し て 下さ い 。必ず 下記の 手順を 実行し て 下さ い 。

[第2章 RS485/RS422の設定と 接続]を 参照にし てシリ ア ル側の物理的な接続

を 確認し ま す。

[第3章 伝送仕様について] [第4章 コ マ ン ド と リ ザルト ] を よ く お読み頂い

た上でシス テ ム構成で必要な設定を 行いま す。

[第1章 通信を 行う 前の準備]を 参照にし てEnet-485/FAに動作条件を 設定

し ま す。

[第6章 使用例] を 参照にし て実際の通信を 行いま す。 RS485/RS422機器

を 接続時には [第7章 物理的仕様] の中にケーブ ル接続の例があり ま すので

接続機器に 合わせたケーブ ルを ご 利用下さ い。
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序－４ 　 各部の 名称と 働き序－４ 　 各部の 名称と 働き  (LE D (LE D とと SW )SW )

Et heNET TXD- RXD+TXD+ RXD- FG RS485

Enet-485/FA
Et her net /RS485

PROGPOWER CONNECT PACKET PROG

PACKET(LED)

CONNECT(LED)

POWER(LED)

PROG

TCP、 UDPパ ケ ッ ト 送受信時に 緑で 点滅

TCP / IP開設、 UDP、 緑で 点灯

電源投入と と も に 赤に 点灯し ま す

電源投入時、 押下し て い る と 、

通信条件固定の プ ロ グ ラ ム モ ー ド か ら

起動す る

EtherNET

RJ45コ ネ ク タ

RS422/RS485

5ピ ン 端子台 止め ネ ジ M3

PROG(LED)
プ ロ グ ラ ム モ ー ド 起動時に 赤で 点灯

橙色

(LINK検出時点灯)

緑色

(パ ケ ッ ト 送信時点滅)

ACケ ー ブ ル

FG端子
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◆◆ TCPTCP//IPIP チ ャ ン ネ ルチ ャ ン ネ ル

イ ー サ ネ ッ ト に 接続さ れる チ ャ ン ネ ル も し く はコ ネ ク タ 部の 総称イ ー サ ネ ッ ト に 接続さ れる チ ャ ン ネ ル も し く はコ ネ ク タ 部の 総称

◆◆ シ リ ア ル チ ャ ン ネ ルシ リ ア ル チ ャ ン ネ ル

RS485RS485//RS422RS422 機器に 接続さ れる チ ャ ン ネ ル も し く はコ ネ ク タ 部の 総称機器に 接続さ れる チ ャ ン ネ ル も し く はコ ネ ク タ 部の 総称

◆◆ 自機自機

Enet-485/FAEnet-485/FA と 端末機器を 一体と し た ネ ッ ト ワ ー ク 上の 識別単位と 端末機器を 一体と し た ネ ッ ト ワ ー ク 上の 識別単位

◆◆ 相手機器相手機器

Enet-485/FAEnet-485/FA とと TCPTCP//IPIPソ ケ ッ ト 通信に よ っ て 、ソ ケ ッ ト 通信に よ っ て 、 イ ー サ ネ ッ ト を 介し て ネ ッ トイ ー サ ネ ッ ト を 介し て ネ ッ ト

ワ ー ク 通信す る サ ー バ を 含む 通信相手機器の 総称ワ ー ク 通信す る サ ー バ を 含む 通信相手機器の 総称

◆◆ 端末機器端末機器

シ リ ア ル チ ャ ン ネ ルシ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に 接続さ れる 端末機器の 総称に 接続さ れる 端末機器の 総称

◆◆ フ ラ ッ シ ュフ ラ ッ シ ュ R O MR O M

電気的消去、電気的消去、 編集可能な編集可能な ROMROM。。

パ ソ コ ン 等で メ モ リ ス イ ッ チ 等に 使用さ れて い るパ ソ コ ン 等で メ モ リ ス イ ッ チ 等に 使用さ れて い る ICIC の 名称。の 名称。

◆◆ TERM WINTERM WIN

弊社弊社 HPHP よ り ダ ウ ン ロ ー ド し たよ り ダ ウ ン ロ ー ド し た TERM WINTERM WIN はパ ソ コ ン を 使用し てはパ ソ コ ン を 使用し て Enet-485/Enet-485/

FAFA の プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 実行す る 為に 使用し ま す 。の プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 実行す る 為に 使用し ま す 。 　 ま た 、　 ま た 、 通信テ ス ト に も 使通信テ ス ト に も 使

用し ま す 。用し ま す 。

キ ー 入力がキ ー 入力が RS232CRS232C に 出力さ れ、に 出力さ れ、 RS232CRS232C か ら の 入力は画面に 表示さ れま す 。か ら の 入力は画面に 表示さ れま す 。

※※ 11 RS232CRS232C//RS422 (485) RS422 (485) の 変換機が 必要で す の で 、の 変換機が 必要で す の で 、 必要な場合はお 客様ご 自必要な場合はお 客様ご 自

身で 別途ご 手配身で 別途ご 手配 ( (有料有料) ) く だ さ い 。く だ さ い 。  ( (弊社製品例弊社製品例：： RSCV-TRSCV-T，， RSCV-T/VRSCV-T/V等等))

◆◆ プ ロ グ ラ ム モ ー ドプ ロ グ ラ ム モ ー ド

プ ロ グ ラ ム モ ー ド と は 、プ ロ グ ラ ム モ ー ド と は 、 各種条件を 設定す る 際の各種条件を 設定す る 際の Enet-485/FAEnet-485/FA の 状態を 言の 状態を 言

い ま す 。い ま す 。ネ ッ ト ワ ー ク 関係の ア ド レ ス や シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル の 通信条件等は、ネ ッ ト ワ ー ク 関係の ア ド レ ス や シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル の 通信条件等は、利利

用に 先立ち 一度プ ロ グ ラ ム モ ー ド で 設定を 行う 必要が あ り ま す 、用に 先立ち 一度プ ロ グ ラ ム モ ー ド で 設定を 行う 必要が あ り ま す 、不揮発性メ モ リ不揮発性メ モ リ

に 記憶さ れる 為、に 記憶さ れる 為、そ の 後は電源を 入れる だ け で 設定さ れた 条件で 動作し ま す 。そ の 後は電源を 入れる だ け で 設定さ れた 条件で 動作し ま す 。　　

プ ロ グ ラ ム モ ー ド の 実行に は以下のプ ロ グ ラ ム モ ー ド の 実行に は以下の 22 通り の 方法が あ り ま す 。通り の 方法が あ り ま す 。

1)1) Enet-485/FAEnet-485/FA の シ リ ア ル ポ ー ト を 使用し て 、の シ リ ア ル ポ ー ト を 使用し て 、 RS232CRS232C ポ ー ト を 持つ パポ ー ト を 持つ パ

ソ コ ン ＋変換機※ソ コ ン ＋変換機※ 11 ＋タ ー ミ ナ ル ソ フ ト で 設定を 行う 方法。＋タ ー ミ ナ ル ソ フ ト で 設定を 行う 方法。

22）） Enet-485/FAEnet-485/FA の イ ー サ ネ ッ ト ポ ー ト を 使用し て 、の イ ー サ ネ ッ ト ポ ー ト を 使用し て 、 TELNETTELNET が 起動可能が 起動可能

な端末よ りな端末よ り 設定を 行う 方法。設定を 行う 方法。

◆◆ LFCR

キ ャ リ ッ ジ リ タ ー ンキ ャ リ ッ ジ リ タ ー ン   CR  (0Dh)  (0Dh) 、、 ラ イ ン フ ィ ー ドラ イ ン フ ィ ー ド   LF  (0Ah)  (0Ah) のの 22 バ イ ト 。バ イ ト 。

コ マ ン ド 、コ マ ン ド 、リ ザ ル ト の 文字列の 説明等で こ の 文字が あ る 場合、リ ザ ル ト の 文字列の 説明等で こ の 文字が あ る 場合、  LFCR   のの 22バ イ ト がバ イ ト が

付加さ れて い ま す 。付加さ れて い ま す 。

序－５ 　 本書で 使わ れ る 用語序－５ 　 本書で 使わ れ る 用語
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１ －２ 　 通信条件の 設定を 行う１ －２ 　 通信条件の 設定を 行う  ( ( プ ロ グ ラ ム モ ー ドプ ロ グ ラ ム モ ー ド ))

11--22--1  1   プ ロ グ ラ ム モ ー ド と はプ ロ グ ラ ム モ ー ド と は

メ 　 モメ 　 モ シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル を 使用す る 場合で 端末機器がシ リ ア ル チ ャ ン ネ ル を 使用す る 場合で 端末機器が WindowsWindows の 環境下に あの 環境下に あ

るる 場合は、場合は、 TERM WINTERM WIN が 使用で き ま す 。が 使用で き ま す 。 端末機器に端末機器に W in d o w sW in d o w s がが

イ ン ス ト ー ル さ れ て い れ ば 、イ ン ス ト ー ル さ れ て い れ ば 、 W in d o w sW in d o w s のの HyperterminalHyperterminal 等で も プ ロ グ等で も プ ロ グ

ラ ム モ ー ド は実行可能で す 。ラ ム モ ー ド は実行可能で す 。 　 出荷時の 通信条件は以下の 通り で す 。　 出荷時の 通信条件は以下の 通り で す 。

BPS=9600BPS=9600、、 デ ー タ 長デ ー タ 長 =8=8 ビ ッ ト 、ビ ッ ト 、 STOP= 2STOP= 2、、 パ リ テ ィパ リ テ ィ == 無し無し

    第１ 章第１ 章        通信を 行う 前の 準備通信を 行う 前の 準備

１ －１ 　 電源の 投入１ －１ 　 電源の 投入

AC100VAC100Vに コ ン セ ン ト を 差し 込みフ ロ ン ト の 電源に コ ン セ ン ト を 差し 込みフ ロ ン ト の 電源SWSW をを ONONに す る と 電源投入と なりに す る と 電源投入と なり

ま す 。ま す 。 　　 POWERPOWER のの LEDLED が 赤で 点灯し ま す 。が 赤で 点灯し ま す 。 　　 ま た 、ま た 、 PROGPROG とと PACKETPACKETのの LEDLED が 緑が 緑

で 点滅し ま す 。で 点滅し ま す 。

Enet-485/FAEnet-485/FA は、は、 各種通信条件、各種通信条件、 相手機器の ア ド レ ス 等を フ ラ ッ シ ュ相手機器の ア ド レ ス 等を フ ラ ッ シ ュ ROMROM に 記に 記

録し て 、録し て 、 そ の 設定条件で 動作し ま す 。そ の 設定条件で 動作し ま す 。 従っ て 、従っ て 、 ご 利用前に 、ご 利用前に 、 各種条件を フ ラ ッ シ ュ各種条件を フ ラ ッ シ ュ

ROMROMに 予め 設定し て お く 必要が 有り ま す 。に 予め 設定し て お く 必要が 有り ま す 。プ ロ グ ラ ム モ ー ド と は、プ ロ グ ラ ム モ ー ド と は、フ ラ ッ シ ュフ ラ ッ シ ュ ROMROM

へ の 編集、へ の 編集、書き 込み作業を 行う モ ー ド で す 。書き 込み作業を 行う モ ー ド で す 。　 フ ラ ッ シ ュ　 フ ラ ッ シ ュ ROMROM は、は、電源を 切っ て も電源を 切っ て も

そ の 内容が 消去さ れる こ と はあ り ま せ ん 。そ の 内容が 消去さ れる こ と はあ り ま せ ん 。 再度、再度、 電源投入し た 後、電源投入し た 後、 設定さ れた 内容設定さ れた 内容

で 動作し ま す 。で 動作し ま す 。 フ ラ ッ シ ュフ ラ ッ シ ュ ROMROM へ の 書き 込み繰り 返し 寿命は、へ の 書き 込み繰り 返し 寿命は、 約約 1010 万回で す 。万回で す 。 ププ

ロ グ ラ ム モ ー ド 終了時に 、ロ グ ラ ム モ ー ド 終了時に 、 一括し て 書き 込みを 行い ま す の で 、一括し て 書き 込みを 行い ま す の で 、 通常の 使用で は充分通常の 使用で は充分

の 回数で す 。の 回数で す 。 　 フ ラ ッ シ ュ　 フ ラ ッ シ ュ ROMROM へ の 書き 込みは以下の ２ つ の 方法が 可能で す 。へ の 書き 込みは以下の ２ つ の 方法が 可能で す 。

◆◆ Enet-485/FAEnet-485/FA の シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル を 使用し て タ ー ミ ナ ル 機能を 持つ 端末の シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル を 使用し て タ ー ミ ナ ル 機能を 持つ 端末

機器機器 ( (パ ソ コ ン 等パ ソ コ ン 等) ) を 使用す る 方法。を 使用す る 方法。

※※ RS232C/RS422 (485) RS232C/RS422 (485) の 変更機器が 必要で す の で 、の 変更機器が 必要で す の で 、必要な場合は別途ご 手配必要な場合は別途ご 手配 ( (有料有料))

く だ さ い 。く だ さ い 。  ( (弊社製品例弊社製品例：： RSCV-TRSCV-T，， RSCV-T/VRSCV-T/V 等等))

◆◆ Enet-485/FAEnet-485/FA の イ ー サ ネ ッ ト ポ ー ト を 使用し ての イ ー サ ネ ッ ト ポ ー ト を 使用し て TELNETTELNET が 使用可能な端末が 使用可能な端末

機器か ら 書き 込みを 行う 方法。機器か ら 書き 込みを 行う 方法。

※※ ど ち ら の 方法も プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 対話的に 編集す る 事が 可能で す 。ど ち ら の 方法も プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 対話的に 編集す る 事が 可能で す 。

PROGと PACKETの LEDは消灯し ま す

プ ロ グ ラ ム モ ー ド で 、 各種設定を

行ない ま す

正常な場合 異常な場合

弊社ユ －ザ サ ポ ー ト 課へ ご 連絡下

さ い

左記以外の 状態の 時
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11--22--22　 デ ィ ッ プ ス イ ッ チ 変更時の 保護フ ィ ル ム　 デ ィ ッ プ ス イ ッ チ 変更時の 保護フ ィ ル ム

本機に は、本機に は、 通信設定の た め の デ ィ ッ プ ス イ ッ チ が あ り ま す 。通信設定の た め の デ ィ ッ プ ス イ ッ チ が あ り ま す 。 こ の ス イ ッ チ 表面は、こ の ス イ ッ チ 表面は、

透明の フ ィ ル ム で 湿気及び 塵か ら 保護さ れて い ま す 。透明の フ ィ ル ム で 湿気及び 塵か ら 保護さ れて い ま す 。

通信設定を 変更す る 場合は、通信設定を 変更す る 場合は、 以下の 手順で 行っ て く だ さ い 。以下の 手順で 行っ て く だ さ い 。

①① ケ ー ス 両サ イ ド の ビ ス をケ ー ス 両サ イ ド の ビ ス を 44 本取り 、本取り 、 上ケ ー ス を 開け る 。上ケ ー ス を 開け る 。

②② デ ィ ッ プ ス イ ッ チ の 位置は図デ ィ ッ プ ス イ ッ チ の 位置は図 11 の 通り で す 。の 通り で す 。

③③ 表面の 保護フ ィ ル ム を ピ ン セ ッ ト 等で 剥が す 。表面の 保護フ ィ ル ム を ピ ン セ ッ ト 等で 剥が す 。

④④ デ ィ ッ プ ス イ ッ チ を 変更し て 通信設定を 行う 。デ ィ ッ プ ス イ ッ チ を 変更し て 通信設定を 行う 。

⑤⑤ 標準添付さ れて い る 保護フ ィ ル ム標準添付さ れて い る 保護フ ィ ル ム  ( (図図2) 2) を 、を 、指の 油など が 付か ない よ う に 、指の 油など が 付か ない よ う に 、ピ ンピ ン

セ ッ ト 等で デ ィ ッ プ ス イ ッ チ 表面に 貼り 付け る 。セ ッ ト 等で デ ィ ッ プ ス イ ッ チ 表面に 貼り 付け る 。

※※ 本機の デ イ ッ プ ス イ ッ チ は本機の デ イ ッ プ ス イ ッ チ は DIP8PDIP8P で す 。で す 。

添付の 保護フ ィ ル ム は予備を 含め て添付の 保護フ ィ ル ム は予備を 含め て DIP8PDIP8P 用が用が 22 枚入っ て い ま す 。枚入っ て い ま す 。

8P用

8P用

図2： 添付の 交換用保護フ ィ ル ム

【 電源】

図1： PCBの デ ィ ッ プ ス イ ッ チ の 配置

5ピ ン 端子台

1 2 3 4 5 6 7 8

ON 3G

【 基板】
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◆◆ シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル を 使用す る 場合シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル を 使用す る 場合

下図の よ う に 結線し て く だ さ い 。下図の よ う に 結線し て く だ さ い 。 Enet-485/FAEnet-485/FA のの デ ィ ッ プ ス イ ッ チ を 以下のデ ィ ッ プ ス イ ッ チ を 以下の

よ う に 設定し て く だ さ い 。よ う に 設定し て く だ さ い 。

12341234 はは OFFOFF、、 56785678 はは ON  (RS422 4ON  (RS422 4 線式の 動作で 行い ま す 。線式の 動作で 行い ま す 。))

11--22--33　 パ ソ コ ン と 本機を 接続す る　 パ ソ コ ン と 本機を 接続す る

◆◆ TELNETTELNET を 使用す る 場合を 使用す る 場合

※出荷時は 全て O N の 設定で す 。

ON

OFF

1 2 3 4 5 6 7 8

R S2 3 2 C /R S 4 2 2 変 換

コ ネ ク タ （ ユ － ザ 様 手 配 ）

RSCV-T
も し く は
RSCV-T/V

パ ソ コ ン

TERM WIN

1

4

3

2

TXD+

TXD-

RXD+

RXD-

1

4

3

2

TXD+

TXD-

RXD+

RXD-

Enet-485/FA

Enet-485/FA

イ ー サ ネ ッ ト

TELNETが 実行可能な 端末機器

Enet-485/FA

Enet-485/FA
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◆◆ 入り 方入り 方

詳細は、詳細は、 11--33--11，， 11--33--22，， 11--33--33 を 参照し て 下さ い 。を 参照し て 下さ い 。

正し く プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入る と 、正し く プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入る と 、 パ ソ コ ン 画面ま た はパ ソ コ ン 画面ま た は TELNETTELNET端末に は、端末に は、

*** PROGRAM MODE *** *** PROGRAM MODE *** LFCR   が送信さ れプ ロ グ ラ ム モ ー ド へ 入っ た 事を 知ら せが送信さ れプ ロ グ ラ ム モ ー ド へ 入っ た 事を 知ら せ

ま す 。ま す 。 こ の 時、こ の 時、 PROG LEDPROG LED が 赤く 点灯し ま す 。が 赤く 点灯し ま す 。 こ の 状態が プ ロ グ ラ ム モ ー ド で 、こ の 状態が プ ロ グ ラ ム モ ー ド で 、

終了の 操作を 行っ て 通常状態に 戻る ま で 続き ま す 。終了の 操作を 行っ て 通常状態に 戻る ま で 続き ま す 。

１ －３ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド へ の 入り 方、１ －３ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド へ の 入り 方、 終了方法終了方法

ご 注意ご 注意 変更内容を フ ラ ッ シ ュ変更内容を フ ラ ッ シ ュ ROMROM に 書き 込む に はに 書き 込む に は約２ 秒約２ 秒か か り ま す 。か か り ま す 。     こ の 間にこ の 間に

電源を 落と し ま す と 設定内容が 壊れ る 可能性が あ り ま す 。電源を 落と し ま す と 設定内容が 壊れ る 可能性が あ り ま す 。

プ ロ グ ラ ム モ ー ド 終了後に 電源を 落と す 場合は、プ ロ グ ラ ム モ ー ド 終了後に 電源を 落と す 場合は、プ ロ グ ラ ム モ ー ド 終了メ ップ ロ グ ラ ム モ ー ド 終了メ ッ

セ ー ジ 確認後、セ ー ジ 確認後、 必ず必ず ２ 秒以上２ 秒以上時間を 置い て か ら 電源を 落と し て く だ さ い 。時間を 置い て か ら 電源を 落と し て く だ さ い 。

TELNETTELNETに よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド でに よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド で RebootReboot以外の 場合は、以外の 場合は、設定内容更新後、設定内容更新後、

必ず必ず ２ 秒以上２ 秒以上時間を 置い て か ら 電源を 落と し て く だ さ い 。時間を 置い て か ら 電源を 落と し て く だ さ い 。

◆◆ 終了方法終了方法

END END LFCR   を 送出し 、を 送出し 、 プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 終了し ま す 。プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 終了し ま す 。

Enet-485/FAEnet-485/FA は、は、 END END LFCR   を 受信す る と 以下の よ う に 動作し ま す 。を 受信す る と 以下の よ う に 動作し ま す 。

1.1. *** PROGRAM END *** *** PROGRAM END *** LFCR   を 返送し て プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 終了し ま す 。を 返送し て プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 終了し ま す 。

2.2. (a) PROG SW (1(a) PROG SW (1--33--1)1)、、 コ マ ン ドコ マ ン ド  (1 (1--33--2) 2) に よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド の 場合に よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド の 場合

変更内容を フ ラ ッ シ ュ変更内容を フ ラ ッ シ ュ ROMROM に 書き 込みま す 。に 書き 込みま す 。

尚、尚、シ リ ア ル ポ ー ト の 通信条件を 変更し た 場合は、シ リ ア ル ポ ー ト の 通信条件を 変更し た 場合は、フ ラ ッ シ ュフ ラ ッ シ ュ ROMROM へ の 書へ の 書

き 込み完了後、き 込み完了後、 通信条件が 変更さ れま す 。通信条件が 変更さ れま す 。

(b) TELNET (1(b) TELNET (1--33--3) 3) に よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド の 場合に よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド の 場合

上記メ ッ セ ー ジ を 送出後に さ ら に 動作の 選択要求が 送信さ れま す 。上記メ ッ セ ー ジ を 送出後に さ ら に 動作の 選択要求が 送信さ れま す 。 　　

詳細は詳細は [1 [1--33--33　　 TELNETTELNETに よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ドに よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド ] ] を 参照し て 下さ い 。を 参照し て 下さ い 。
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11--33--33　　 TELN ETTELN ET に よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ドに よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド

ご 注意ご 注意 Enet-485/FAEnet-485/FA のの IPIP ア ド レ ス はデ フ ォ ル ト でア ド レ ス はデ フ ォ ル ト で 192.168.0.10192.168.0.10 と なっ て い まと なっ て い ま

す 。す 。

Enet-485/FAEnet-485/FA を 接続す る ネ ッ ト ワ ー ク が 上記ア ド レ ス の ま ま 使用し てを 接続す る ネ ッ ト ワ ー ク が 上記ア ド レ ス の ま ま 使用し て

も 問題も 問題が ない 事を 確認し て 下さ い 。が ない 事を 確認し て 下さ い 。 　 以下の 様な場合に はそ の ま ま の　 以下の 様な場合に はそ の ま ま の IPIPアア

ド レ スド レ ス でで TELNETTELNET通信を 行う と 問題が 発生す る 可能性が あ り ま す 。通信を 行う と 問題が 発生す る 可能性が あ り ま す 。 　　

▼▼接続す る ネ ッ ト ワ ー ク の ア ド レ ス 空間が 上記デ フ ォ ル ト と 異なる 場合。接続す る ネ ッ ト ワ ー ク の ア ド レ ス 空間が 上記デ フ ォ ル ト と 異なる 場合。

▼▼既に デ フ ォ ル ト の ア ド レ ス が 他の 機器で 使用さ れて い る 場合。既に デ フ ォ ル ト の ア ド レ ス が 他の 機器で 使用さ れて い る 場合。

こ の よ う な場合は、こ の よ う な場合は、 一度、一度、 前述前述 11--33--22 の 方法に て 使用可能なの 方法に て 使用可能な IPIP アア ドド レ スレ ス

を 設定し た 後に 行う か 、を 設定し た 後に 行う か 、影響の ない セ グ メ ン ト 内で影響の ない セ グ メ ン ト 内で TELNETTELNETに よ る 設に よ る 設定変更定変更

を 行い ま す 。を 行い ま す 。   ((例例：： Enet-485/FAEnet-485/FA と 端末のと 端末の 22 台の みを イ ー サ ネ ッ ト 接台の みを イ ー サ ネ ッ ト 接

続す る 。続す る 。))

イ ー サ ネ ッ ト を 介し てイ ー サ ネ ッ ト を 介し て Enet-485/FAEnet-485/FA とと TELNETTELNET 通信可能な端末よ り プ ロ グ ラ ム通信可能な端末よ り プ ロ グ ラ ム

モ ー ド に 入り ま す 。モ ー ド に 入り ま す 。 　　 TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン 開設中や デ ー タ 通信中で も プ ロ グ ラ ムコ ネ ク シ ョ ン 開設中や デ ー タ 通信中で も プ ロ グ ラ ム

モ ー ド へ 入る 事が 可能で す 。モ ー ド へ 入る 事が 可能で す 。

パ ソ コ ン を タ ー ミ ナ ル と し て 準備し た ら 、パ ソ コ ン を タ ー ミ ナ ル と し て 準備し た ら 、 PROG SWPROG SW を 押し なが らを 押し なが ら Enet-485/FAEnet-485/FA

の 電源を 投入し て 下さ い 。の 電源を 投入し て 下さ い 。

こ の 時の 、こ の 時の 、 プ ロ グ ラ ム モ ー ド で の 通信条件は固定で す 。プ ロ グ ラ ム モ ー ド で の 通信条件は固定で す 。

通信速度通信速度：： 9600bps9600bps デ ー タ 長デ ー タ 長：： 88 ビ ッ トビ ッ ト

ス ト ッ プ ビ ッ トス ト ッ プ ビ ッ ト ：： 22 ビ ッ トビ ッ ト パ リ テ ィパ リ テ ィ ：： 無し無し

端末機器の 通信条件を 上記に 合わ せ て 使用し て 下さ い 。端末機器の 通信条件を 上記に 合わ せ て 使用し て 下さ い 。

こ の 方法は、こ の 方法は、 次の 様な場合に 有効で す 。次の 様な場合に 有効で す 。

▼コ マ ン ド 無効の 設定を 行っ た 後で 、▼コ マ ン ド 無効の 設定を 行っ た 後で 、 変更の 必要が 発生し た 。変更の 必要が 発生し た 。

▼通信条件の 設定を 忘れて し ま っ た 。▼通信条件の 設定を 忘れて し ま っ た 。

11--33--11　　 PRO GPRO G 　　 SWSW に よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ドに よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド

TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン 開設中など の 状態で はプ ロ グ ラ ム モ ー ド へ は入れま せ ん 。コ ネ ク シ ョ ン 開設中など の 状態で はプ ロ グ ラ ム モ ー ド へ は入れま せ ん 。

シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へシ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ @PROG @PROG LFCR   コ マ ン ド を 送出す る 事で プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入コ マ ン ド を 送出す る 事で プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入

り ま す 。り ま す 。 コ マ ン ド の 認識お よ び プ ロ グ ラ ム モ ー ド 時の 通信条件は、コ マ ン ド の 認識お よ び プ ロ グ ラ ム モ ー ド 時の 通信条件は、 現在設定さ れて現在設定さ れて

い る 通信条件と なり ま す 。い る 通信条件と なり ま す 。

11--33--22　 コ マ ン ド に よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド　 コ マ ン ド に よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド
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デ フ ォ ル ト の パ ス ワ ー ド はデ フ ォ ル ト の パ ス ワ ー ド は Enet-485FAEnet-485FA で す 。で す 。（ パ ス ワ ー ド は表示さ れま せ ん ）（ パ ス ワ ー ド は表示さ れま せ ん ）

正し い パ ス ワ ー ド が 入力さ れる と正し い パ ス ワ ー ド が 入力さ れる と *** PROGRAM MODE *** *** PROGRAM MODE *** LFCR   が 表示さ れプ ロ グが 表示さ れプ ロ グ

ラ ム モ ー ド に 入り ま す 。ラ ム モ ー ド に 入り ま す 。 　　 誤っ た パ ス ワ ー ド を 入力し た 場合は 、誤っ た パ ス ワ ー ド を 入力し た 場合は 、 以下の 様な メ ッ以下の 様な メ ッ

セ ー ジ が 表示さ れパ ス ワ ー ド の 再入力と なり ま す 。セ ー ジ が 表示さ れパ ス ワ ー ド の 再入力と なり ま す 。

TELNETTELNET接続さ れて 右の よ う な画面と なり ま す 。接続さ れて 右の よ う な画面と なり ま す 。

以下に以下に WindowsPCWindowsPCで ので の TELNET Log inTELNET Log inの 例を あの 例を あ

げ ま す 。げ ま す 。　　 DOSDOSプ ロ ン プ ト よ り 以下の コ マ ン ドプ ロ ン プ ト よ り 以下の コ マ ン ド

を 入力し ま す 。を 入力し ま す 。

C:¥WINDOWS> telnet 192.168.0.10C:¥WINDOWS> telnet 192.168.0.10

Password :Password :にに Enet-485/FAEnet-485/FA で 設定で 設定 ( (後述プ ロ後述プ ロ

グ ラ ム モ ー ド 設定項目参照グ ラ ム モ ー ド 設定項目参照) ) さ れた パ ス ワ ー ドさ れた パ ス ワ ー ド

を 入力し エ ン タ ー キ ー を 押し ま す 。を 入力し エ ン タ ー キ ー を 押し ま す 。

Log in incorrectLog in incorrect

Password :Password :

プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入っ た 後の 設定変更等の 操作は、プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入っ た 後の 設定変更等の 操作は、 前述前述 11--33--22，， 11--33--33 と 同様でと 同様で

す 。す 。 後述後述 [1 [1--44 プ ロ グ ラ ム モ ー ド 状態で の 設定方法プ ロ グ ラ ム モ ー ド 状態で の 設定方法] [1] [1--55 設定項目の 解説設定項目の 解説] ] を 参照しを 参照し

て 下さ い 。て 下さ い 。
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◆◆ TELNETTELNETに よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド の 終了に よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド の 終了

TELNETTELNET に よ り プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 終了す る 場合は 、に よ り プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 終了す る 場合は 、 他の 方法と 同様に他の 方法と 同様に ENDEND

(END) (END) LFCR   を 入力し ま す 。を 入力し ま す 。　 す る と　 す る と *** PROGRAM END *** *** PROGRAM END *** LFCR   が 表示さ れプ ロが 表示さ れプ ロ

グ ラ ム モ ー ド が 終了し た 事を 通知し ま す 。グ ラ ム モ ー ド が 終了し た 事を 通知し ま す 。

し か しし か し TELNETTELNETに よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド で は、に よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド で は、設定変更を 行っ た 値はこ の 時点では設定変更を 行っ た 値はこ の 時点では

書き 込ま れずに 、書き 込ま れずに 、 ENDEND メ ッ セー ジの 後に 以下の様なメ ッ セ ージが表示さ れま す。メ ッ セー ジの 後に 以下の様なメ ッ セ ージが表示さ れま す。

そ れぞ れの メ ッ セ ー ジ の 意味は以下の と お り で す 。そ れぞ れの メ ッ セ ー ジ の 意味は以下の と お り で す 。

ご 注意ご 注意 11～～33の 番号の 処理を 実行し た 場合、の 番号の 処理を 実行し た 場合、プ ロ グ ラ ム モ ー ド 内で 設定変更し た 値プ ロ グ ラ ム モ ー ド 内で 設定変更し た 値

が 書き 変わ っ た り 、が 書き 変わ っ た り 、 Enet-485/FAEnet-485/FA が 再起動し ま す 。が 再起動し ま す 。 こ の 場合に は、こ の 場合に は、

TCPTCP//IPIPコ ネ ク シ ョ ン 中の デ ー タ 通信用ポ ー ト の 状態が 維持出来なく なり まコ ネ ク シ ョ ン 中の デ ー タ 通信用ポ ー ト の 状態が 維持出来なく なり ま

す 。す 。 ( (イ ー サ ネ ッ ト チ ャ ン ネ ル 、イ ー サ ネ ッ ト チ ャ ン ネ ル 、シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル 共にシ リ ア ル チ ャ ン ネ ル 共に ) ) よ っ て 、よ っ て 、現在コ ネ現在コ ネ

ク シ ョ ン 中の 場合、ク シ ョ ン 中の 場合、 強制終了さ れま す 。強制終了さ れま す 。

ま た 、ま た 、 再起動が 行わ れた 場合は再起動が 行わ れた 場合は Enet-485/FAEnet-485/FA の 電源再投入と 同じ 動の 電源再投入と 同じ 動

作と なり ま す 。作と なり ま す 。 11 ～～33 を 選択す る 場合は、を 選択す る 場合は、現在の デ ー タ 通信状態が 破棄さ れ現在の デ ー タ 通信状態が 破棄さ れ

る 事を ご 承知の 上で 、る 事を ご 承知の 上で 、 注意し て 行っ て 下さ い 。注意し て 行っ て 下さ い 。

※※ UpdateUpdate処理が行なわれる と 、処理が行なわれる と 、Update Completed Update Completed LFCR   のメ ッ セージが表示さ れま す。のメ ッ セージが表示さ れま す。

※※ RebootReboot処理が行なわれる と 、処理が行なわれる と 、Reboot Completed Reboot Completed LFCR   のメ ッ セージが表示さ れま す。のメ ッ セージが表示さ れま す。

※※ TELNETTELNETセッ ショ ン を 終了の際に 、セッ ショ ン を 終了の際に 、Disconnected Disconnected LFCR   のメ ッ セージが表示さ れま す。のメ ッ セージが表示さ れま す。

1:Update and Reboot1:Update and Reboot 設定変更値を 更新し て設定変更値を 更新し て Enet-485/FAEnet-485/FA を 再起動しを 再起動し

TELNETTELNET セ ッ シ ョ ン を 終わ る 。セ ッ シ ョ ン を 終わ る 。

2:Quit and Reboot2:Quit and Reboot 設定変更を 破棄し て設定変更を 破棄し て Enet-485/FAEnet-485/FA を 再起動しを 再起動し

TELNETTELNET セ ッ シ ョ ン を 終わ る 。セ ッ シ ョ ン を 終わ る 。

3:Update and Quit3:Update and Quit 設定変更を 行い設定変更を 行い TELNETTELNET セ ッ シ ョ ン を 終わ る 。セ ッ シ ョ ン を 終わ る 。

4:Quit4:Quit 設定変更を 破棄し て設定変更を 破棄し て TELNETTELNETセ ッ シ ョ ン を 終わ る 。セ ッ シ ョ ン を 終わ る 。

Select number:Select number:

Select numberSelect number の 所に 行い た い 処理の 番号を 入力し エ ン タ ー キ ー を 押し ま す 。の 所に 行い た い 処理の 番号を 入力し エ ン タ ー キ ー を 押し ま す 。

11 ～～ 22 を 選択時点でを 選択時点で TCPTCP//IPIP デ ー タ 通信コ ネ ク シ ョ ン が 開か れて い る 場合に 下記デ ー タ 通信コ ネ ク シ ョ ン が 開か れて い る 場合に 下記

メ ッ セ ー ジ が 表示さ れま す 。メ ッ セ ー ジ が 表示さ れま す 。 デ ー タ 通信コ ネ ク シ ョ ン が 開か れて い ない 場合は、デ ー タ 通信コ ネ ク シ ョ ン が 開か れて い ない 場合は、

選択さ れた 処理が 行わ れま す 。選択さ れた 処理が 行わ れま す 。

Warning : Under communication runningWarning : Under communication running

1:Ok  2:Cancel1:Ok  2:Cancel　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Select number:Select number:

Select numberSelect number の 所に 行い た い 処理の 番号を 入力し エ ン タ ー キ ー を 押し ま す 。の 所に 行い た い 処理の 番号を 入力し エ ン タ ー キ ー を 押し ま す 。

11 を 入力の 場合は、を 入力の 場合は、 デ ー タ 通信の 有無に 関わ ら ず 、デ ー タ 通信の 有無に 関わ ら ず 、 前述で 選択さ れた前述で 選択さ れた 11 ～～ 33 の 処の 処

理を 行い ま す 。理を 行い ま す 。 22 を 選択の 場合は、を 選択の 場合は、 再度再度11 ～～44 の 選択メ ッ セ ー ジ が 表示さ れま す 。の 選択メ ッ セ ー ジ が 表示さ れま す 。
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１ －４ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド 状態で の 設定方法１ －４ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド 状態で の 設定方法

◆◆ 設定変更の 方法は　 ○○設定変更の 方法は　 ○○ == ○○○○○○  ( (エ ン タ ー キ ーエ ン タ ー キ ー ) ) が 基本で す 。が 基本で す 。

画面表示し て い る 書式と 同じ よ う に キ ー 入力し ま す 。画面表示し て い る 書式と 同じ よ う に キ ー 入力し ま す 。

エ ン タ ー キ ー は、エ ン タ ー キ ー は、 端末の端末の EnterEnter キ ー を 押す こ と を 表し て い ま す 。キ ー を 押す こ と を 表し て い ま す 。

ASCIIASCII コ ー ド の 英大文字コ ー ド の 英大文字・・ 英小文字英小文字・・ 数字数字・・ 記号を 使用し ま す 。記号を 使用し ま す 。

例）例） 通信速度の 変更例　通信速度の 変更例　 19200bps19200bps に 変更す る 。に 変更す る 。

B=19200B=19200  ( (エ ン タ ー キ ーエ ン タ ー キ ー ) ) ま た は　ま た は　 b= 19200b= 19200  ( (エ ン タ ー キ ーエ ン タ ー キ ー ))

 ( (プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 終了す る ま で 通信条件は変わ り ま せ ん 。プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 終了す る ま で 通信条件は変わ り ま せ ん 。))

◆◆ も し 誤っ た 書式や 設定で き ない 値を 入力し た 場合は？を 返し ま す 。も し 誤っ た 書式や 設定で き ない 値を 入力し た 場合は？を 返し ま す 。

◆◆ エ ン タ ー キ ーエ ン タ ー キ ー  ( (直前に 文字を 打た ず に直前に 文字を 打た ず に EnterEnter キ ー の みキ ー の み) ) を 押す と 、を 押す と 、 現在の 設定値現在の 設定値

ペ ー ジ ま た は次の 設定値ペ ー ジ を 表示し ま す 。ペ ー ジ ま た は次の 設定値ペ ー ジ を 表示し ま す 。

事前に 変更入力が あ っ た 場合事前に 変更入力が あ っ た 場合 →→ 変更入力さ れた 項目の ペ ー ジ を 表示変更入力さ れた 項目の ペ ー ジ を 表示

事前に 変更入力が 無い 場合事前に 変更入力が 無い 場合 →→ 現在表示の 次の ペ ー ジ を 表示現在表示の 次の ペ ー ジ を 表示

◆◆ 設定画面の ペ ー ジ は全部で設定画面の ペ ー ジ は全部で 33 ペ ー ジ あ り ま す 。ペ ー ジ あ り ま す 。

表示ペ ー ジ を 変え る に は、表示ペ ー ジ を 変え る に は、前述の エ ン タ ー キ ー に よ る 方法の 他に ペ ー ジ 番号指定前述の エ ン タ ー キ ー に よ る 方法の 他に ペ ー ジ 番号指定

に よ る 方法が あ り ま す 。に よ る 方法が あ り ま す 。

例例)) 22  ( (エ ン タ ー キ ーエ ン タ ー キ ー ) ) ＝＝ (2 (2 ペ ー ジ 目を 表示す るペ ー ジ 目を 表示す る ))

11--44--11　 基本的な 操作方法　 基本的な 操作方法

11--33--44　 出荷時の 設定へ 戻す 方法　 出荷時の 設定へ 戻す 方法

◆◆ IPIP設定など を 忘れて し ま い プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入れなく なっ た 場合は、設定など を 忘れて し ま い プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入れなく なっ た 場合は、以下の 方以下の 方

法で 出荷時の 設定に 戻す こ と が で き ま す 。法で 出荷時の 設定に 戻す こ と が で き ま す 。

①① PRG SWPRG SWを 押し ながら 電源を 投入し て プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入り ま す。を 押し ながら 電源を 投入し て プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入り ま す。 (PROG (PROG

のの LEDLED が 赤で 点灯し た 状態が 赤で 点灯し た 状態))

②② PRG SWPRG SW を 再び 押し ま す 。を 再び 押し ま す 。 ( (押し 続け ま す押し 続け ま す ) PRG SW) PRG SW を 押し 続け る とを 押し 続け る と PAKECTPAKECT

のの LEDLED が オ レ ン ジ で 点灯し ま す 。が オ レ ン ジ で 点灯し ま す 。

更に更に PRG SWPRG SW を 押し 続け る とを 押し 続け る と PROG,CONNECTPROG,CONNECT及び及び PACKET PACKET のの LEDLED が 緑が 緑

の 点灯と なり ま す 。の 点灯と なり ま す 。 　 こ れを 確認し た ら 、　 こ れを 確認し た ら 、 PRG SWPRG SW を 放し ま す 。を 放し ま す 。

③③ PROG,CONNECTPROG,CONNECT及び及び PACKET PACKET のの LEDLED が 緑の 点滅と なり 、が 緑の 点滅と なり 、 出荷時の 状態で出荷時の 状態で

初期化さ れま す 。初期化さ れま す 。

④④ IP=192.168.0.10IP=192.168.0.10 と なり ま す の で 、と なり ま す の で 、 TELNETTELNETで こ ので こ の IPIPに 対し て ロ グ イ ン 可能に 対し て ロ グ イ ン 可能

と なり ま す 。と なり ま す 。
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*** PROGRAM MODE *** +CR+LF *** PROGRAM MODE *** +CR+LF の 表示後、の 表示後、エ ン タ ー キ ー を 押す とエ ン タ ー キ ー を 押す と 11ペ ー ジ 目が 表ペ ー ジ 目が 表

示さ れま す 。示さ れま す 。

11 ～～ 33 ペ ー ジ の 内容は以下で す 。ペ ー ジ の 内容は以下で す 。

11--44--22　 表示画面　 表示画面

　　 *** PROGRAM 1/3 ****** PROGRAM 1/3 ***

　　 Enet-485/FA   Ver1.0Enet-485/FA   Ver1.0 2014/04/28  ROM VERSION2014/04/28  ROM VERSION

　　 B=9600B=9600 BPS[300/600/1200/2400/4800/9600/19200/38400/76800/BPS[300/600/1200/2400/4800/9600/19200/38400/76800/

153600/14400/28800/57600/115200/230400]153600/14400/28800/57600/115200/230400]

　　 D=8D=8  DATA[7/8] DATA[7/8]

　　 S=2S=2  STOP[1/2] STOP[1/2]

　　 P=NP=N PARITY[N/E/O]PARITY[N/E/O]

　　 CR=DCR=D DELIMITER CR CODE[E/D]DELIMITER CR CODE[E/D]

　　 LF=DLF=D DELIMITER LF CODE[E/D]DELIMITER LF CODE[E/D]

　　 ETX=DETX=D DELIMITER ETX CODE[E/D]DELIMITER ETX CODE[E/D]

　　 DEL=DEL= DELIMITER CODE(Hex)DELIMITER CODE(Hex)

　　 TIM= 0.00TIM= 0.00 TIMEOUT(sec)TIMEOUT(sec)

　　 COM=@COM=@ COMMAND PROMPT(Max4Byte)COMMAND PROMPT(Max4Byte)

　　 ECHO=DECHO=D ECHO[E/D]ECHO[E/D]

　　 RMSG=DRMSG=D MESSAGE OUT TO RS232C[E/D]MESSAGE OUT TO RS232C[E/D]

　　 OKMSG=DOKMSG=D PROGRAM MODE OK MESSAGE OUT[E/D]PROGRAM MODE OK MESSAGE OUT[E/D]

　　 STIM=0.5STIM=0.5 SWITCH TIME[0-9]SWITCH TIME[0-9]

◆◆ 11 ペ ー ジ 目ペ ー ジ 目
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◆◆ 22 ペ ー ジ 目ペ ー ジ 目

　　 *** PROGRAM 3/3 ****** PROGRAM 3/3 ***

　　 HOST IP ADDRESSHOST IP ADDRESS DEST PORT HOST ETHERNET ADDRESSDEST PORT HOST ETHERNET ADDRESS

    　　 1I=0.0.0.01I=0.0.0.0   1P=0000  1P=0000   1M=00:00:00:00:00:00  1M=00:00:00:00:00:00

  　　  2I= 0.0.0.0 2I= 0.0.0.0   2P=0000  2P=0000   2M=00:00:00:00:00:00  2M=00:00:00:00:00:00

  　　  3I= 0.0.0.0 3I= 0.0.0.0   3P=0000  3P=0000   3M=00:00:00:00:00:00  3M=00:00:00:00:00:00

    　　 4I=0.0.0.04I=0.0.0.0   4P=0000  4P=0000   4M=00:00:00:00:00:00  4M=00:00:00:00:00:00

  　　  5I= 0.0.0.0 5I= 0.0.0.0   5P=0000  5P=0000   5M=00:00:00:00:00:00  5M=00:00:00:00:00:00

  　　  6I= 0.0.0.0 6I= 0.0.0.0   6P=0000  6P=0000   6M=00:00:00:00:00:00  6M=00:00:00:00:00:00

　　   7I= 0.0.0.0  7I= 0.0.0.0   7P=0000  7P=0000   7M=00:00:00:00:00:00  7M=00:00:00:00:00:00

  　　  8I= 0.0.0.0 8I= 0.0.0.0   8P=0000  8P=0000   8M=00:00:00:00:00:00  8M=00:00:00:00:00:00

　　   9I= 0.0.0.0  9I= 0.0.0.0   9P=0000  9P=0000   9M=00:00:00:00:00:00  9M=00:00:00:00:00:00

　　  10I=0.0.0.0 10I=0.0.0.0 10P=000010P=0000 10M=00:00:00:00:00:0010M=00:00:00:00:00:00

  　　 11I=0.0.0.011I=0.0.0.0 11P=000011P=0000 11M=00:00:00:00:00:0011M=00:00:00:00:00:00

  　　 12I=0.0.0.012I=0.0.0.0 12P=000012P=0000 12M=00:00:00:00:00:0012M=00:00:00:00:00:00

　　  13I=0.0.0.0 13I=0.0.0.0 13P=000013P=0000  13M=00:00:00:00:00:00 13M=00:00:00:00:00:00

　　  14I=0.0.0.0 14I=0.0.0.0 14P=000014P=0000 14M=00:00:00:00:00:0014M=00:00:00:00:00:00

  　　 15I=0.0.0.015I=0.0.0.0 15P=000015P=0000 15M=00:00:00:00:00:0015M=00:00:00:00:00:00

  　　 16I=0.0.0.016I=0.0.0.0 16P=000016P=0000  16M=00:00:00:00:00:00 16M=00:00:00:00:00:00

  　　 17I=0.0.0.017I=0.0.0.0 17P=000017P=0000 17M=00:00:00:00:00:0017M=00:00:00:00:00:00

　　  18I=0.0.0.0 18I=0.0.0.0 18P=000018P=0000 18M=00:00:00:00:00:0018M=00:00:00:00:00:00

　　 *** PROGRAM 2/3 ****** PROGRAM 2/3 ***

　　 MAC=00:C0:84:00:00:00MAC=00:C0:84:00:00:00 ETHERNET ADDRESSETHERNET ADDRESS

　　 IP=192.168.0.10IP=192.168.0.10 IP ADDRESSIP ADDRESS

　　 PORT=0000PORT=0000 SOURCE PORT NUMBERSOURCE PORT NUMBER

　　 NETM=0.0.0.0NETM=0.0.0.0 NETMASKNETMASK

　　 DEFG=0.0.0.0DEFG=0.0.0.0 DEFAULT GATEWAYDEFAULT GATEWAY

　　 BRDA=255.255.255.255BRDA=255.255.255.255 BROADCAST ADDRESSBROADCAST ADDRESS

　　 WAIT=120WAIT=120  TIME WAIT(sec) TIME WAIT(sec)

　　 USER=USER= USER NAMEUSER NAME

　　 PASS=Enet-485FAPASS=Enet-485FA TELNET PASS WORDTELNET PASS WORD

　　 OBSP=0000OBSP=0000 OBSERVATION UDP PORT NUMBEROBSERVATION UDP PORT NUMBER

　　 PW= 0TPW= 0T POWER ON CONNECTPOWER ON CONNECT

　　 PWCT=   10PWCT=   10 POWER ON CONNECT RETRY COUNTER[0:INFINITY]POWER ON CONNECT RETRY COUNTER[0:INFINITY]

　　 PWTM=   60PWTM=   60 POWER ON CONNECT RETRY TIMER[30-1200 Sec]POWER ON CONNECT RETRY TIMER[30-1200 Sec]

　　 DCT=   0DCT=   0 DISCONNECTED RETRY COUNTER[999:INFINITY]DISCONNECTED RETRY COUNTER[999:INFINITY]

　　 DTM=  60DTM=  60 DISCONNECTED RETRY TIMER[30-1200 Sec]DISCONNECTED RETRY TIMER[30-1200 Sec]

　　 TRY=NTRY=N RETRY COUNTER[N/S]RETRY COUNTER[N/S]

　　 WTM=    0WTM=    0 KEEP WATCH TIMER[0-60 Min]KEEP WATCH TIMER[0-60 Min]

　　 M=DM=D MULTI PORT[E/D]MULTI PORT[E/D]

　　 HEAD=DHEAD=D UDP TABLE HEADER[E/D]UDP TABLE HEADER[E/D]

　　 MCK=EMCK=E RECV TCP/IP MAC CHECK[E/D]RECV TCP/IP MAC CHECK[E/D]

◆◆ 33 ペ ー ジ 目ペ ー ジ 目
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１ －５ 　 設定項目の 解説１ －５ 　 設定項目の 解説 ( ( 項目の 意味、項目の 意味、 設定範囲、設定範囲、 デ フ ォ ル ト 値デ フ ォ ル ト 値))

◆◆ RO M  VERSIONRO M  VERSION

ソ フ ト バ ー ジ ョ ン を 表示し ま す 。ソ フ ト バ ー ジ ョ ン を 表示し ま す 。

◆◆ シ リ ア ル 通信速度シ リ ア ル 通信速度 デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 96009600

B= nnnn B= nnnn LFCR nnnn bpsnnnn bps と し ま す 。と し ま す 。

値は値は 300,600,1200,2400,4800,9600,19200,38400,76800,153600300,600,1200,2400,4800,9600,19200,38400,76800,153600

14400,28800,57600,115200,23040014400,28800,57600,115200,230400 の 何れか で す 。の 何れか で す 。

◆◆ デ ー タ ビ ッ ト 長デ ー タ ビ ッ ト 長 デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 88

D=8 D=8 LFCR デ ー タ ビ ッ ト 長をデ ー タ ビ ッ ト 長を 88 ビ ッ ト と し ま す 。ビ ッ ト と し ま す 。

D=7 D=7 LFCR デ ー タ ビ ッ ト 長をデ ー タ ビ ッ ト 長を 77 ビ ッ ト と し ま す 。ビ ッ ト と し ま す 。

◆◆ ス ト ッ プ ビ ッ ト 長ス ト ッ プ ビ ッ ト 長 デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 22

S=2 S=2 LFCR ス ト ッ プ ビ ッ ト 長をス ト ッ プ ビ ッ ト 長を 22 ビ ッ ト と し ま す 。ビ ッ ト と し ま す 。

S=1 S=1 LFCR ス ト ッ プ ビ ッ ト 長をス ト ッ プ ビ ッ ト 長を 11 ビ ッ ト と し ま す 。ビ ッ ト と し ま す 。

◆◆ パ リ テ ィパ リ テ ィ デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 NN

P=N P=N LFCR パ リ テ ィ ビ ッ ト 無し と し ま す 。パ リ テ ィ ビ ッ ト 無し と し ま す 。

P=E P=E LFCR パ リ テ ィ を 偶数パ リ テ ィ を 偶数 (EVEN)  (EVEN) と し ま す 。と し ま す 。

P=O P=O LFCR パリ テ ィ を 奇数パリ テ ィ を 奇数 (ODD)  (ODD) と し ま す 。と し ま す 。
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◆◆ 端末機器か ら の デ リ ミ タ コ ー ド の 指定端末機器か ら の デ リ ミ タ コ ー ド の 指定 デ フ ォ ル ト 　 指定無しデ フ ォ ル ト 　 指定無し

DEL= hhhh DEL= hhhh LFCR デ リ ミ タ コ ー ドデ リ ミ タ コ ー ド hhhhhhhh と し ま す 。と し ま す 。

hhhhhhhh は、は、 00h00h か らか ら FFhFFh のの 1616 進数で す 。進数で す 。

hh hh LFCR   で 指定の 場合は、で 指定の 場合は、 hhhh　 の　 の 11 バ イ ト デ リ ミ タ と なり ま す 。バ イ ト デ リ ミ タ と なり ま す 。

hhhh hhhh LFCR   で 指定の 場合は、で 指定の 場合は、 hhhhhhhh のの 22 バ イ ト デ リ ミ タ と なり ま す 。バ イ ト デ リ ミ タ と なり ま す 。

例例)) (CR=D,LF=D,DEL=0D0A) (CR=D,LF=D,DEL=0D0A) の 場合の 場合 CR (0Dhex)  CR (0Dhex) に 続い てに 続い て  LF (0Ahex)  LF (0Ahex) を 受信すを 受信す

る とる と デ リ ミ タ と なり ま す 。デ リ ミ タ と なり ま す 。

前述の前述の CR= ,LF= ,ETX= ,CR= ,LF= ,ETX= , の デ リ ミ タ 指定を Ｅ と し た 場合、の デ リ ミ タ 指定を Ｅ と し た 場合、DEL=DEL= で 同様ので 同様の コ ー ド をコ ー ド を

指定の 場合、指定の 場合、 ２ バ イ ト デ リ ミ タ と なら ない 場合が あ り ま す 。２ バ イ ト デ リ ミ タ と なら ない 場合が あ り ま す 。

例例)) CR=E  DEL=0D12CR=E  DEL=0D12 の 場合の 場合 CR (0Dhex)  CR (0Dhex) 受信で デ リ ミ タ 扱い と なり ま す 。受信で デ リ ミ タ 扱い と なり ま す 。

DEL=  DEL=  LFCR   で 指定無し と なり ま す 。で 指定無し と なり ま す 。

※※ デ リ ミ タ コ ー ド は、デ リ ミ タ コ ー ド は、端末機器か ら バ イ ト 単位で 受信し た デ ー タ 列を端末機器か ら バ イ ト 単位で 受信し た デ ー タ 列を 11パ ケ ッ ト のパ ケ ッ ト の

単位と し て 相手機器に 送信す る 為の 区切り と し て 使用さ れま す 。単位と し て 相手機器に 送信す る 為の 区切り と し て 使用さ れま す 。

詳細は詳細は [3 [3--88--11　　 RS485RS485//RS422RS422 機器→機器→ Enet-485/FAEnet-485/FA →イ ー サ ネ ッ ト 機器へ の→イ ー サ ネ ッ ト 機器へ の

デ ー タ 伝送デ ー タ 伝送] ] を 参照し て 下さ い 。を 参照し て 下さ い 。

◆◆ 端末機器か ら の デ リ ミ タ 指定端末機器か ら の デ リ ミ タ 指定 デ フ ォ ル ト 　 各項と もデ フ ォ ル ト 　 各項と も DD

CR=D CR=D LFCR CR (0Dh) CR (0Dh) はデ リ ミ タ で は無い と し ま す 。はデ リ ミ タ で は無い と し ま す 。

CR=E CR=E LFCR デ リ ミ タ をデ リ ミ タ を CR (0Dh) CR (0Dh) と し ま す 。と し ま す 。

LF=D  LF=D  LFCR LF (0Ah) LF (0Ah) はデ リ ミ タ で は無い と し ま す 。はデ リ ミ タ で は無い と し ま す 。

LF= E LF= E LFCR デ リ ミ タ をデ リ ミ タ を LF (0Ah) LF (0Ah) と し ま す 。と し ま す 。

ETX=D ETX=D LFCR ETX (03h) ETX (03h) はデ リ ミ タ で は 無い と し ま す 。はデ リ ミ タ で は 無い と し ま す 。

ETX= E ETX= E LFCR デ リ ミ タ をデ リ ミ タ を ETX (03h) ETX (03h) と し ま す 。と し ま す 。

※※ デ リ ミ タ コ ー ド は、デ リ ミ タ コ ー ド は、端末機器か ら バ イ ト 単位で 受信し た デ ー タ 列を端末機器か ら バ イ ト 単位で 受信し た デ ー タ 列を 11パ ケ ッ ト のパ ケ ッ ト の

単位と し て 相手機器に 送信す る 為の 区切り と し て 使用さ れま す 。単位と し て 相手機器に 送信す る 為の 区切り と し て 使用さ れま す 。

詳細は詳細は [3 [3--88--11　　 RS485RS485//RS422RS422 機器→機器→ Enet-485/FAEnet-485/FA →イ ー サ ネ ッ ト 機器へ の→イ ー サ ネ ッ ト 機器へ の

デ ー タ 伝送デ ー タ 伝送] ] を 参照し て 下さ い 。を 参照し て 下さ い 。
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※※ 通信速度に 対応し た 最大／最小タ イ ム ア ウ ト 値を 超え る 値を 設定し た 場合、通信速度に 対応し た 最大／最小タ イ ム ア ウ ト 値を 超え る 値を 設定し た 場合、 設設

定さ れた 通信速度に 対応し た 最大／最小タ イ ム ア ウ ト 値が自動的に 選択さ れま す。定さ れた 通信速度に 対応し た 最大／最小タ イ ム ア ウ ト 値が自動的に 選択さ れま す。

例例)) 通信速度通信速度 9600bps9600bps Tim=90.0Tim=90.0 を 入力し て もを 入力し て も Tim=61.40Tim=61.40 と なり ま す 。と なり ま す 。

通信速度通信速度 600bps600bps Tim=0.01Tim=0.01 と 入力し て もと 入力し て も Tim=0.02Tim=0.02 と なり ま す 。と なり ま す 。

※※ 詳細は詳細は [3 [3--88--11　　 RS485RS485//RS422RS422 機器機器  →→ Enet-485/FAEnet-485/FA →イ ー サ ネ ッ ト 機器へ の→イ ー サ ネ ッ ト 機器へ の

デ ー タ 伝送デ ー タ 伝送] ] タ イ ム ア ウ ト の 指定を 参照し て 下さ い 。タ イ ム ア ウ ト の 指定を 参照し て 下さ い 。

◆◆ 端末機器か ら の タ イ ム ア ウ ト 値端末機器か ら の タ イ ム ア ウ ト 値 デ フ ォ ル ト 　 タ イ ム ア ウ ト 無しデ フ ォ ル ト 　 タ イ ム ア ウ ト 無し

TIM=nn.nn TIM=nn.nn LFCR タ イ ム ア ウ ト 値をタ イ ム ア ウ ト 値を nn.nnnn.nn に し ま す 。に し ま す 。

nn.nnnn.nnは数値で す 。は数値で す 。 ( (単位秒単位秒))

TIM=1 TIM=1 LFCR  ,TIM= .02  ,TIM= .02 LFCR   の 様な入力も 可能で す 。の 様な入力も 可能で す 。

TIM=  TIM=  LFCR   で 、で 、 タ イ ム ア ウ ト 指定無し と なり ま す 。タ イ ム ア ウ ト 指定無し と なり ま す 。

タ イ ム ア ウ ト の 設定値は、タ イ ム ア ウ ト の 設定値は、選択シ リ ア ル 通信速度に よ り 制限が あ り ま す 。選択シ リ ア ル 通信速度に よ り 制限が あ り ま す 。以下の以下の

表を 参考に し て 設定し て く だ さ い 。表を 参考に し て 設定し て く だ さ い 。

設定可能最大 設定可能最小
タ イ ム ア ウ ト 値 タ イ ム ア ウ ト 値

300 TIM＝99.99 TIM＝0.04

600 TIM＝99.99 TIM＝0.02

1200～4800 TIM＝99.99 TIM＝0.01

9600 TIM＝61.40 同上

19200 TIM＝30.70 同上

38400 TIM＝15.35 同上

76800 TIM＝07.70 同上

153600 TIM＝03.80 同上

14400 TIM＝40.80 同上

28800 TIM＝20.10 同上

57600 TIM＝10.00 同上

115200 TIM＝05.20 同上

通信速度

◆◆ コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字の 指定及び コ マ ン ド 無効の 指定コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字の 指定及び コ マ ン ド 無効の 指定　 デ フ ォ ル ト 　 ＠　 デ フ ォ ル ト 　 ＠

COM=aaaa COM=aaaa LFCR コ マ ン ド プ ロ ン プ ト をコ マ ン ド プ ロ ン プ ト を aaaaaaaa の 文字列と し ま す 。の 文字列と し ま す 。

aaaaaaaa は、は、 11 か らか ら 44 個の 文字列で す 。個の 文字列で す 。

コ マ ン ド の 先頭に こ の 文字列が 必要と なり ま す 。コ マ ン ド の 先頭に こ の 文字列が 必要と なり ま す 。

リ ザ ル ト の 先頭に こ の 文字列が 付き ま す 。リ ザ ル ト の 先頭に こ の 文字列が 付き ま す 。

コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字を 変更す る 際に 指定し て 下さ い 。コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字を 変更す る 際に 指定し て 下さ い 。

COM=  COM=  LFCR   で コ マ ン ド す べ て が 無効と なり ま す 。で コ マ ン ド す べ て が 無効と なり ま す 。 ( (リ ザ ル ト も 無しリ ザ ル ト も 無し ))
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◆◆ 開設時以外で の シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル エ コ ー バ ッ ク 指定開設時以外で の シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル エ コ ー バ ッ ク 指定  　　 デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト  D D

ECHO=E ECHO=E LFCR シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に エ コ ー バ ッ ク し ま す 。シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に エ コ ー バ ッ ク し ま す 。

ECHO=D ECHO=D LFCR エ コ ー バ ッ ク 無し と し ま す 。エ コ ー バ ッ ク 無し と し ま す 。

※※ ECHO=EECHO=Eと 設定し た 場合で 、と 設定し た 場合で 、シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に 受信し た デ ー タ が イ ー サ ネ ッシ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に 受信し た デ ー タ が イ ー サ ネ ッ

ト 相手機器へ 送信出来ない 場合ト 相手機器へ 送信出来ない 場合 ( (未開設未開設) ) 、、シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に 受信し た デ ー タシ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に 受信し た デ ー タ

を そ の ま まを そ の ま ま ECHOECHO し て 送信し ま す 。し て 送信し ま す 。

こ の 時、こ の 時、 Enet-485/FAEnet-485/FA の シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に 接続さ れた 機器がの シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に 接続さ れた 機器が RS485RS485 のの

22 線式の 場合、線式の 場合、シ リ ア ル 機器か ら の 送信とシ リ ア ル 機器か ら の 送信と ECHOECHO デ ー タ が 衝突す る 可能性が あ りデ ー タ が 衝突す る 可能性が あ り

ま す 。ま す 。

接続機器が接続機器が RS485RS485 のの 22 線式の 場合は線式の 場合は ECHOECHO ＝＝ DD と し て く だ さ い 。と し て く だ さ い 。

◆◆ ソ フ ト フ ロ ー の 指定ソ フ ト フ ロ ー の 指定 デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 DD

XON=D XON=D LFCR ソ フ ト フ ロ ー 無効と し ま す 。ソ フ ト フ ロ ー 無効と し ま す 。

XON=E XON=E LFCR ソ フ ト フ ロ ー 有効と し ま す 。ソ フ ト フ ロ ー 有効と し ま す 。

◆◆ シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ の メ ッ セ ー ジ の 出力シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ の メ ッ セ ー ジ の 出力 デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト ：： DD

　　 RMSG=E RMSG=E LFCR シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ メ ッ セ ー ジ を 出力し ま す 。シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ メ ッ セ ー ジ を 出力し ま す 。

RMSG=D RMSG=D LFCR シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ メ ッ セ ー ジ を 出力し ま せ ん 。シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ メ ッ セ ー ジ を 出力し ま せ ん 。

※※ RMSG=ERMSG=Eと 設定し た 場合、と 設定し た 場合、シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル 側に メ ッ セ ー ジシ リ ア ル チ ャ ン ネ ル 側に メ ッ セ ー ジ  ( (コ ネ ク シ ョ ン 開コ ネ ク シ ョ ン 開

設の メ ッ セ ー ジ 等設の メ ッ セ ー ジ 等) ) が 送信さ れま す 。が 送信さ れま す 。

こ の 時、こ の 時、 Enet-485/FAEnet-485/FA の シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に 接続さ れた 機器がの シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に 接続さ れた 機器が RS485RS485 のの

22 線式の 場合、線式の 場合、 シ リ ア ル 機器か ら の デ ー タ 送信とシ リ ア ル 機器か ら の デ ー タ 送信と Enet-485/FAEnet-485/FA か ら の メ ッか ら の メ ッ

セ ー ジ 送信が 衝突す る 可能性が あ り ま す 。セ ー ジ 送信が 衝突す る 可能性が あ り ま す 。

接続機器が接続機器が RS485RS485 のの 22 線式の 場合は線式の 場合は RMSGRMSG ＝＝ DD と し て く だ さ い 。と し て く だ さ い 。

◆◆ 設定成功リ ザ ル ト の 返送有り 無し 指定設定成功リ ザ ル ト の 返送有り 無し 指定　　 デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト ：： DD

OKMSG=D OKMSG=D LFCR 設定成功時の リ ザ ル ト 無設定成功時の リ ザ ル ト 無

OKMSG=E OKMSG=E LFCR 設定成功時、設定成功時、 リ ザ ル ト と し てリ ザ ル ト と し て 「「 OKOK LFCR 」」 を 返送し ま す 。を 返送し ま す 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ス ク リ プ ト の よ う なプ ロ グ ラ ム で 設定を 行う 際にス ク リ プ ト の よ う なプ ロ グ ラ ム で 設定を 行う 際に

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 設定成功の 確認など に 利用可能で す 。設定成功の 確認など に 利用可能で す 。

◆◆ 送受信切り 替え 時の 保持期間の 設定送受信切り 替え 時の 保持期間の 設定　 　　 　 デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト :0.5:0.5

STIM=n STIM=n LFCR

送信か ら 受信へ の 切替え 時間は、送信か ら 受信へ の 切替え 時間は、設定の 通信速度を 元に 最短で 切替え る 自動設定の 通信速度を 元に 最短で 切替え る 自動

設定が さ れま す 。設定が さ れま す 。 ( (手動設定不可手動設定不可))
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表示設定値表示設定値n.n (msec) n.n (msec) は、は、設定さ れた 通信条件で の 最短切替時間を 表し ま す。設定さ れた 通信条件で の 最短切替時間を 表し ま す。

従っ て従っ て Enet-485/FAEnet-485/FA か ら シ リ ア ル 側へ デ ー タ 送信後、か ら シ リ ア ル 側へ デ ー タ 送信後、 n.nn.n でで 表示さ れ表示さ れ

た 時間た 時間++α経過後に 相手シ リ ア ル 機器はデ ー タ を 送信する 様に 送受信切替をα経過後に 相手シ リ ア ル 機器はデ ー タ を 送信する 様に 送受信切替を

コ ン ト ロ ー ル す る 必要が あ り ま す 。コ ン ト ロ ー ル す る 必要が あ り ま す 。

注意注意：： α時間は、α時間は、ネ ッ ト ワ ー ク 環境に 依存し ま す 。ネ ッ ト ワ ー ク 環境に 依存し ま す 。通信相手以外か ら 送信さ れた パ通信相手以外か ら 送信さ れた パ

ケ ッ ト の 中で ブ ロ ー ド キ ャ ス ト 等ケ ッ ト の 中で ブ ロ ー ド キ ャ ス ト 等Enet-485/FAEnet-485/FAが 受信し て し ま う パ ケ ッが 受信し て し ま う パ ケ ッ

ト が 頻繁に 送信さ れて い るト が 頻繁に 送信さ れて い る 環境の 場合、環境の 場合、LANLAN受信割込処理の 多発に よ り 送受受信割込処理の 多発に よ り 送受

信切替時間が信切替時間が 遅延す る 可能性に つ い て 考慮が 必要で す 。遅延す る 可能性に つ い て 考慮が 必要で す 。

αα時間は、時間は、 概ね概ね 500500 μμ secsec 程度を 目安に シ ス テ ム を 構築し て 下さ い 。程度を 目安に シ ス テ ム を 構築し て 下さ い 。

◆◆ 自機イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス自機イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス

MAC=00:C0:84:hh:hh:hhMAC=00:C0:84:hh:hh:hh　　 こ の 項目は、こ の 項目は、 変更で き ま せ ん 。変更で き ま せ ん 。

hh:hh:hhhh:hh:hh 部分は、部分は、 個々の 装置に ユ ニ ー ク な番号で す 。個々の 装置に ユ ニ ー ク な番号で す 。

◆◆ 自機自機 I PI P ア ド レ スア ド レ ス 　　 　　 デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 192.168.0.10192.168.0.10

IP=ddd .ddd .ddd .ddd  IP=ddd .ddd .ddd .ddd  LFCR 自機自機 IPIP ア ド レ ス を 設定し ま す 。ア ド レ ス を 設定し ま す 。

IPIPア ド レ ス は、ア ド レ ス は、3232 ビ ッ ト 長ビ ッ ト 長 (4 (4 バ イ トバ イ ト ) ) で 示さ れま す 。で 示さ れま す 。88 ビ ッ トビ ッ ト  (1 (1バ イ トバ イ ト ) ) 単単

位を ド ッ ト で 区切り 、位を ド ッ ト で 区切り 、 各各 88 ビ ッ ト をビ ッ ト を 1010 進数で 表示し ま す 。進数で 表示し ま す 。

個々の個々の dddddd の 部分は、の 部分は、 00 ～～ 255255 で す 。で す 。

◆◆ ソ ー ス ポ ー ト ア ド レ スソ ー ス ポ ー ト ア ド レ ス デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 00000000

PORT=hhhh PORT=hhhh LFCR ソ ー ス ポ ー ト 番号を 設定し ま す 。ソ ー ス ポ ー ト 番号を 設定し ま す 。

番号は、番号は、 1616 ビ ッ ト 長ビ ッ ト 長 (2 (2 バ イ トバ イ ト ) ) で 示さ れま す 。で 示さ れま す 。 1616 進数で 指定し ま す 。進数で 指定し ま す 。

hhhhhhhh をを 0015 (Hex) 0015 (Hex) と 指定す る と 、と 指定す る と 、 Enet-485/FAEnet-485/FA は、は、 サ ー バサ ー バ FTPFTP モ ーモ ー

ド の みで 動作し ま す 。ド の みで 動作し ま す 。 詳細は、詳細は、  [5-5 [5-5　　 Enet-485/FAEnet-485/FA の サ ー バの サ ー バ FTPFTP の 使の 使

用例用例] ] を 参照下さ い 。を 参照下さ い 。

※※ ポ ー ト 番号はポ ー ト 番号は 00000000 の 状態は未設定と なり ま す 。の 状態は未設定と なり ま す 。

ご 注意ご 注意 Enet-485/FAEnet-485/FA のの PORTPORT の 設定はの 設定は､､す べ てす べ て Hex (16Hex (16 進数進数) ) で の 指定と なり まで の 指定と なり ま

すす ｡｡通信相手機器の ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム 等の通信相手機器の ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム 等の PORTPORT指定が指定が Dec (10Dec (10 進数進数))

の 場合が あ り ま す の での 場合が あ り ま す の で ､､ご 注意下さ いご 注意下さ い ｡｡

例例)) Enet-485/FAEnet-485/FA 側で側で PORTPORT をを 1000 (Hex) 1000 (Hex) と 指定し た 場合と 指定し た 場合､､通信相通信相

手機器で 設定す る手機器で 設定す る Enet-485/FAEnet-485/FA の ポ ー ト はの ポ ー ト は､10､10 進数で進数で 4096 (Dec)4096 (Dec)

と 指定し ま すと 指定し ま す ｡｡

ポ ー ト 番号のポ ー ト 番号の 00 ～～ 1024 (0400h) 1024 (0400h) ま で はま で は wellwell--known portknown portと し て 予約さと し て 予約さ

れてれて い ま す 。い ま す 。 通常の デ ー タ 通信に は別の 番号を 設定し て 下さ い 。通常の デ ー タ 通信に は別の 番号を 設定し て 下さ い 。
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★★  異なる ネ ッ ト ワ ー ク 間の 通信例異なる ネ ッ ト ワ ー ク 間の 通信例  ★★

◆◆ ネ ッ ト マ ス ク ア ド レ スネ ッ ト マ ス ク ア ド レ ス デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 0.0.0.00.0.0.0

NETM=ddd .ddd .ddd .ddd  NETM=ddd .ddd .ddd .ddd  LFCR

サ ブ ネ ッ ト の 場合の ネ ッ ト マ ス ク 値を 設定し ま す 。サ ブ ネ ッ ト の 場合の ネ ッ ト マ ス ク 値を 設定し ま す 。

設定値は、設定値は、 IPIP ア ド レ ス と 同様な書式で す 。ア ド レ ス と 同様な書式で す 。

下図下図 [ [異なる ネ ー ッ ト ワ ー ク 間の 通信異なる ネ ー ッ ト ワ ー ク 間の 通信] ] を 参照し て 下さ い 。を 参照し て 下さ い 。

◆◆ デ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ ア ド レ スデ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ ア ド レ ス デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 0.0.0.00.0.0.0

DEFG=ddd .ddd .ddd .ddd  DEFG=ddd .ddd .ddd .ddd  LFCR

サ ブ ネ ッ ト の 場合の デ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ 値を 設定し ま す 。サ ブ ネ ッ ト の 場合の デ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ 値を 設定し ま す 。

設定値は、設定値は、 IPIP ア ド レ ス と 同様な書式で す 。ア ド レ ス と 同様な書式で す 。

下図下図 [ [異なる ネ ー ッ ト ワ ー ク 間の 通信異なる ネ ー ッ ト ワ ー ク 間の 通信] ] を 参照し て 下さ い 。を 参照し て 下さ い 。

◆◆ ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ スブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 255.255.255.255255.255.255.255

BRDA=ddd.ddd .ddd .ddd BRDA=ddd.ddd .ddd .ddd LFCR

サ ブ ネ ッ ト の ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス 値を 設定し ま す 。サ ブ ネ ッ ト の ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス 値を 設定し ま す 。

設定値は、設定値は、 IPIP ア ド レ ス と 同様な書式で す 。ア ド レ ス と 同様な書式で す 。

こ の 値は、こ の 値は、 IPIP とと NETMNETM の 設定で 連動し て 変化し ま す 。の 設定で 連動し て 変化し ま す 。 特に 変更を 要す る 時特に 変更を 要す る 時

に こ の コ マ ン ド を 使用し ま す 。に こ の コ マ ン ド を 使用し ま す 。

下図下図 [ [異なる ネ ッ ト ワ ー ク 間の 通信異なる ネ ッ ト ワ ー ク 間の 通信] ] を 参照し て 下さ い 。を 参照し て 下さ い 。

ネ ッ ト ワ ー ク

相手機器 No.1 IP=192.168.20.12

ル ー タ ー No.2 IP=192.168.20.02

ル ー タ ー No.1 IP= 192.168.20.01

ル ー タ ー No.3 IP=192.168.50.01 相手機器 No.2 IP= 192.168.50.40

自機 Enet-485/FA
IP=192.168.50.30 NETM= 255.255.255.0 DEFG=192.168.50.1

BRDA=192.168.50.255 相手No.1=192.168.20.12 相手No.2=192.168.50.40

他ネ ッ ト へ

192.168.20.0

の サ ブ ネ ッ ト

192.168.50.0

の サ ブ ネ ッ ト

※太線が 通信さ れる ル ー ト
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◆◆ タ イ ム ウ ェ イ ト の 時間を 変更す るタ イ ム ウ ェ イ ト の 時間を 変更す る デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 120120

WAIT= nnn WAIT= nnn LFCR タ イ ム ウ ェ イ ト をタ イ ム ウ ェ イ ト を nnnnnn 秒と し ま す 。秒と し ま す 。

nnnnnn はは 11 ～～ 999999 秒で す 。秒で す 。

通常は、通常は、120120秒で す が 、秒で す が 、シ ス テ ム で こ の 値を 変更し て も 良い 場合に の み変更シ ス テ ム で こ の 値を 変更し て も 良い 場合に の み変更

し て 下さ い 。し て 下さ い 。

[2[2--22--5 5 コ ネ ク シ ョ ン の 終了コ ネ ク シ ョ ン の 終了] ] を 参照し て 下さ い 。を 参照し て 下さ い 。

◆◆ 拡張用の 設定拡張用の 設定 デ フ ォ ル ト 　 なしデ フ ォ ル ト 　 なし

USER=xxxxxxxx USER=xxxxxxxx LFCR

xxxxxxxxxxxxxxxx は、は、 最大最大 88 文字で す 。文字で す 。

通常設定の 必要はあ り ま せ ん 。通常設定の 必要はあ り ま せ ん 。

◆◆ TELN ET Log inTELN ET Log in 時の パ ス ワ ー ド を 指定す る時の パ ス ワ ー ド を 指定す る デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト   Enet-485FA  Enet-485FA

PASS= xxxxxxxx PASS= xxxxxxxx LFCR

XXXXXXXXXXXXXXXX は、は、 最大最大 88 文字で す 。文字で す 。

TELNETTELNETで 相手よ り ア ク セ ス が あ っ た 時、で 相手よ り ア ク セ ス が あ っ た 時、 PASS=PASS= で 指定さ れて い る 文字列で 指定さ れて い る 文字列

とと チ ェ ッ ク を 行い ま す 。チ ェ ッ ク を 行い ま す 。 一致し なけ れば一致し なけ れば TELNETTELNET通信は行い ま せ ん 。通信は行い ま せ ん 。

PASS=  PASS=  LFCR   で 指定無し と なり ま す 。で 指定無し と なり ま す 。

※※ PASSPASS 無し の 場合、無し の 場合、 TELNET Log inTELNET Log in に て セ キ ュ リ テ ィ なし で のに て セ キ ュ リ テ ィ なし で の Enet-485/Enet-485/

FAFA の 再起動が 可能と なっ て し ま い ま す 。の 再起動が 可能と なっ て し ま い ま す 。 安全の 為、安全の 為、 PASSPASS の 設定を 行うの 設定を 行う

事を お す す め し ま す 。事を お す す め し ま す 。

◆◆ EnetEnet 監視プ ロ グ ラ ム 用ポ ー ト 番号監視プ ロ グ ラ ム 用ポ ー ト 番号 デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト ：： 00000000

OBSP=hhhh+CR+LFOBSP=hhhh+CR+LF　　

拡張用の ポ ー ト 番号で す 。拡張用の ポ ー ト 番号で す 。

通常、通常、 設定の 必要はあ り ま せ ん 。設定の 必要はあ り ま せ ん 。
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◆◆ 電源投入後の 自動電源投入後の 自動 TC PTC P//IPIP 開設ま た は開設ま た は U DPU DP 通信状態移行通信状態移行 デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト ：： 0T0T

PW=nnx PW=nnx LFCR

テ ー ブ ルテ ー ブ ル nnnn 番に番に xx の プ ロ ト コ ル で 電源投入時に 自動開設し ま す 。の プ ロ ト コ ル で 電源投入時に 自動開設し ま す 。

　 　　 　 nnnn はは 11 ～～ 1818 の 設定済み相手機器テ ー ブ ル 番号で す 。の 設定済み相手機器テ ー ブ ル 番号で す 。

　 　　 　 xx に は、に は、 T (TCPT (TCP//IP) IP) ま た は、ま た は、 U (UDP) U (UDP) を 指定し ま す 。を 指定し ま す 。

　 　　 　 PW=0T PW=0T LFCR   も し く はも し く は PW=0U PW=0U LFCR   で 指定無し と なり ま す 。で 指定無し と なり ま す 。

　 　　 　 も し 開設出来ない 場合は、も し 開設出来ない 場合は、後述後述PWTM=nnnPWTM=nnn で 指定ので 指定の nnnnnn時間毎に 再実行し時間毎に 再実行し

ま す 。ま す 。 こ の 間こ の 間 CONNECTCONNECTが ゆっ く り 点滅し ま す 。が ゆっ く り 点滅し ま す 。 後述後述 PWCT=nnPWCT=nn で 指定ので 指定の

nnnn 回数リ ト ラ イ 後、回数リ ト ラ イ 後、 開設で き ない 場合は、開設で き ない 場合は、 こ の 処理を 中止し ま す 。こ の 処理を 中止し ま す 。 ま た 、ま た 、

こ の 動作中に 他の 登録相手機器こ の 動作中に 他の 登録相手機器 (PW=nnx (PW=nnxのの nnnn以外以外) ) か ら コ ネ ク シ ョ ン 開設か ら コ ネ ク シ ョ ン 開設

要求が あ っ た 場合、要求が あ っ た 場合、開設要求が あ っ た 相手機器と 開設動作を 優先し て 行い 、開設要求が あ っ た 相手機器と 開設動作を 優先し て 行い 、

自動開設の 動作は無効と なり ま す 。自動開設の 動作は無効と なり ま す 。

◆◆ 電源投入後の 自動電源投入後の 自動 TC P/IPTC P/IP 開設ま た は開設ま た は U DPU DP 通信状態移行通信状態移行    リ ト ラ イ 回数リ ト ラ イ 回数

デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト :10:10

DCT=nn DCT=nn LFCR 　　 nnnn はは 00 ～～ 999999 回の 指定が 可能で す 。回の 指定が 可能で す 。

　 　　 　 前述、前述、 PW=nnTPW=nnT を 指定時に 有効と なり ま す 。を 指定時に 有効と なり ま す 。

　 　　 　 TCPTCP//IPIP を 開設後、を 開設後、 TCPTCP//IPIP 切断要求パ ケ ッ ト切断要求パ ケ ッ ト finfin や 強制終了パ ケ ッ トや 強制終了パ ケ ッ ト RSTRST、、

ま た はこ の 機器よ りま た はこ の 機器よ り TCPTCP//IPIP切断を 行っ た 場合など で切断を 行っ た 場合など で TCPTCP//IPIPの コ ネ ク シ ョの コ ネ ク シ ョ

ン が 切断時に 指定さ れた 数値回数分再接続を 試みま す 。ン が 切断時に 指定さ れた 数値回数分再接続を 試みま す 。

　 　　 　 ZEROZERO を 指定の 場合は、を 指定の 場合は、 再接続は行い ま せ ん 。再接続は行い ま せ ん 。

　 　　 　 ま た 、ま た 、 999999 を 指定の 場合は、を 指定の 場合は、 再接続が 成功す る ま で 無限に 再接続を 試みま再接続が 成功す る ま で 無限に 再接続を 試みま

す 。す 。 よ っ てよ っ て 00 以外を 指定時に 、以外を 指定時に 、 相手と 通信可能状態で あ れば相手と 通信可能状態で あ れば TCPTCP//IPIPを 切断を 切断

後に す ぐ に 開設状態と なり ま す 。後に す ぐ に 開設状態と なり ま す 。

PWTM=nnnn PWTM=nnnn LFCR

前述、前述、 PW=nnxPW=nnx を 指定時に 有効と なり ま す 。を 指定時に 有効と なり ま す 。

開設が 出来ない 場合の リ ト ラ イ 間隔開設が 出来ない 場合の リ ト ラ イ 間隔 ( (単位単位：： 秒秒) ) の 指定と なり ま す 。の 指定と なり ま す 。

指定可能な数値は指定可能な数値は 3030 ～～ 1200 (1200 (秒秒) ) で す 。で す 。

◆◆ TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン 切断時の 自動再接続コ ネ ク シ ョ ン 切断時の 自動再接続    リ ト ラ イ 回数指定リ ト ラ イ 回数指定

デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト ：： 00

PWCT= nn PWCT= nn LFCR

前述、前述、 PW=nnxPW=nnx を 指定時に 有効と なり ま す 。を 指定時に 有効と なり ま す 。

開設が 出来ない 場合の リ ト ラ イ 回数の 指定と なり ま す 。開設が 出来ない 場合の リ ト ラ イ 回数の 指定と なり ま す 。

nnnn に リ ト ラ イ 回数を 指定し ま す 。に リ ト ラ イ 回数を 指定し ま す 。

nnnn に ゼ ロ を 指定の 場合、に ゼ ロ を 指定の 場合、 リ ト ラ イ を 無限に 繰り 返し ま す 。リ ト ラ イ を 無限に 繰り 返し ま す 。

◆◆ 電源投入後の 自動電源投入後の 自動 TC P/IPTC P/IP 開設ま た は開設ま た は U DPU DP 通信状態移行通信状態移行    リ ト ラ イ 間隔リ ト ラ イ 間隔

デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト :60:60

ｾ゙ ﾛｾ゙ ﾛ
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◆◆ TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン 切断時の 自動再接続コ ネ ク シ ョ ン 切断時の 自動再接続    リ ト ラ イ 間隔指定リ ト ラ イ 間隔指定

デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト ：： 00

DTM=nn DTM=nn LFCR 　 　　 　 nnnn はは 3030 ～～ 12001200 秒の 指定が 可能で す 。秒の 指定が 可能で す 。

前述、前述、 PW=nnTPW=nnT、、 DCT=2DCT=2 以上を 指定時に 有効と なり ま す 。以上を 指定時に 有効と なり ま す 。

再接続を 試行す る リ ト ラ イ 間隔の 指定と なり ま す 。再接続を 試行す る リ ト ラ イ 間隔の 指定と なり ま す 。

◆◆ TC PTC P//IPIP デ ー タ の 再送、デ ー タ の 再送、 終了要求パ ケ ッ ト終了要求パ ケ ッ ト FINF IN の 再送の 指定の 再送の 指定

デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト ：： NN

TRY=N TRY=N LFCR

Enet-485/FAEnet-485/FA は、は、 通信相手に通信相手に TCPTCP//IPIP デ ー タ パ ケ ッ ト を 送信後、デ ー タ パ ケ ッ ト を 送信後、 相手よ相手よ

り の 応答り の 応答 ACKACK パ ケ ッ ト を 待ち ま す 。パ ケ ッ ト を 待ち ま す 。 こ の 時相手よ り 応答が 無い 場合こ の 時相手よ り 応答が 無い 場合 ( (ケ ーケ ー

ブ ル 断、ブ ル 断、 相手機器ダ ウ ン相手機器ダ ウ ン ) ) デ ー タ パ ケ ッ ト の 再送を 行い ま す 。デ ー タ パ ケ ッ ト の 再送を 行い ま す 。 　　

再送は次の タ イ マ 間隔で 行わ れま す 。再送は次の タ イ マ 間隔で 行わ れま す 。

50msec50msec 後→後→ 11 秒後→秒後→ 22 秒後→秒後→ 44 秒後→秒後→ 88 秒後→秒後→ 1616 秒後→秒後→ 3232 秒後→秒後→

6464 秒後→秒後→ 7070 秒後→秒後→ 7070 秒後→秒後→ 7070 秒後→秒後→ 7070 秒後→秒後→ 7070 秒後→秒後→ 7070 秒応答秒応答

ウ エ ィ ト し た 後に 強制終了し ま す 。ウ エ ィ ト し た 後に 強制終了し ま す 。

　 　　 　 再送タ イ ム ア ウ ト ま で 約再送タ イ ム ア ウ ト ま で 約 99 分か か り ま す 。分か か り ま す 。

TRY= S TRY= S LFCR

50msec50msec 後→後→ 11 秒後→秒後→ 22 秒後→秒後→ 44 秒後→秒後→ 88 秒後→秒後→ 1616 秒後→秒後→ 3232 秒応答秒応答

ウ エ イ ト し た 後に 強制終了し ま す 。ウ エ イ ト し た 後に 強制終了し ま す 。

再送タ イ ム ア ウ ト ま で 約再送タ イ ム ア ウ ト ま で 約11分で す 。分で す 。　 ご 利用の 環境で 上記タ イ ム ア ウ ト 間隔　 ご 利用の 環境で 上記タ イ ム ア ウ ト 間隔

が 長い 場合、が 長い 場合、 こ ち ら を 選択す る 事が 出来ま す 。こ ち ら を 選択す る 事が 出来ま す 。

TRY=NE TRY=NE LFCR   ま た はま た は TRY= SE TRY= SE LFCR

デ ー タ の 再送が発生時毎にデ ー タ の 再送が発生時毎に RS485/RS422RS485/RS422へ 以下の メ ッ セ ー ジを 送信し ま す。へ 以下の メ ッ セ ー ジを 送信し ま す。

@WAITING@WAITING 　　 (@(@ はは COM=COM=　 で 設定し た コ マ ン ド 文字列で す 。　 で 設定し た コ マ ン ド 文字列で す 。))

RMSG=ERMSG=E　 時の み有効な機能で す 。　 時の み有効な機能で す 。

TRY=N     TRY=N     ま た はま た は TRY=S     TRY=S     で メ ッ セ ー ジ 送信は行なわ れなく なり ま す 。で メ ッ セ ー ジ 送信は行なわ れなく なり ま す 。
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◆◆ 無通信時の コ ネ ク シ ョ ン 強制終了タ イ マ ー の 指定無通信時の コ ネ ク シ ョ ン 強制終了タ イ マ ー の 指定 デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト ：： 00

WTM=nn WTM=nn LFCR nnnn はは 00 ～～ 6060 ま で のま で の 1010 進数で 指定。進数で 指定。 単位は分で す 。単位は分で す 。

00 指定時は、指定時は、 こ の 機能は無効と なり ま す 。こ の 機能は無効と なり ま す 。

11 ～～ 6060 を 指定の 場合、を 指定の 場合、 デ ー タ 通信コ ネ ク シ ョ ン 中の 無通信時間を 計測し まデ ー タ 通信コ ネ ク シ ョ ン 中の 無通信時間を 計測し ま

す 。す 。 通信相手よ り イ ー サ ネ ッ ト パ ケ ッ ト の 受信が 無く 、通信相手よ り イ ー サ ネ ッ ト パ ケ ッ ト の 受信が 無く 、 Enet-485/FAEnet-485/FA

か ら も 何の パ ケ ッ ト も 送信し て い ない 場合で 、か ら も 何の パ ケ ッ ト も 送信し て い ない 場合で 、設定時間を 経過す る と リ セ ッ設定時間を 経過す る と リ セ ッ

ト パ ケ ッ ト を 送出し て コ ネ ク シ ョ ン を 強制終了し ま す 。ト パ ケ ッ ト を 送出し て コ ネ ク シ ョ ン を 強制終了し ま す 。 なお 、なお 、 11 ～～ 6060 を 設を 設

定し て い て も 、定し て い て も 、 TELNET LOGIN TELNET LOGIN 時は無効と なり ま す 。時は無効と なり ま す 。

◆◆ マ ル チ ポ ー ト の 指定マ ル チ ポ ー ト の 指定 デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト ：： DD

M=D M=D LFCR

マ ル チ ポ ー ト モ ー ド で 動作し ま せ ん 。マ ル チ ポ ー ト モ ー ド で 動作し ま せ ん 。

M=E M=E LFCR

マ ル チ ポ ー ト モ ー ド で 動作し ま す 。マ ル チ ポ ー ト モ ー ド で 動作し ま す 。

　　 Enet-485/FAEnet-485/FA の ソ ー ス ポ ー ト をの ソ ー ス ポ ー ト を 22 つ 指定可能と な り ま す 。つ 指定可能と な り ま す 。

　　 指定し た指定し た 22つ の ソ ー ス ポ ー ト を そ れぞ れ受信用／送信用と す る 事が 可能と なつ の ソ ー ス ポ ー ト を そ れぞ れ受信用／送信用と す る 事が 可能と な

り ま す 。り ま す 。

使い 方の 詳細に つ い て は、使い 方の 詳細に つ い て は、P62 [P62 [第第66章　 使用例章　 使用例] [6] [6--22--44　 マ ル チ ポ ー ト で の　 マ ル チ ポ ー ト で の

使用使用] ] を ご 参照下さ い 。を ご 参照下さ い 。

◆◆ Ｕ Ｄ Ｐ 動作時の 受信デ ー タ 送信元テ ー ブ ル 表示指定Ｕ Ｄ Ｐ 動作時の 受信デ ー タ 送信元テ ー ブ ル 表示指定 デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト :D:D

HEAD=DHEAD=D

UDPUDP 動作時に 相手機器よ り 受信の デ ー タ に ヘ ッ ダ ー を 付け ま せ ん 。動作時に 相手機器よ り 受信の デ ー タ に ヘ ッ ダ ー を 付け ま せ ん 。

HEAD=EHEAD=E

UDPUDP 動作時に 相手機器か ら 受信し た デ ー タ の 前に 登録相手の テ ー ブ ル動作時に 相手機器か ら 受信し た デ ー タ の 前に 登録相手の テ ー ブ ル NoNo

ヘ ッ ダ ー を 付加し てヘ ッ ダ ー を 付加し て RS485RS485//RS422RS422 へ 出力し ま す 。へ 出力し ま す 。

　 　　 　 ヘ ッ ダ ー 例ヘ ッ ダ ー 例

　 　　 　 @nn: ABCDEFG --------->@nn: ABCDEFG ---------> @@ は前述は前述 COM=COM= で 指定の コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文で 指定の コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文

字列で す 。字列で す 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 nnnn は後述プ ロ グ ラ ム モ ー ドは後述プ ロ グ ラ ム モ ー ド 33//33 ペ ー ジ で 指定のペ ー ジ で 指定の

イ ー サ ネ ッ ト 通信相手登録の テ ー ブ ルイ ー サ ネ ッ ト 通信相手登録の テ ー ブ ル NoNoと なりと なり

ま す 。ま す 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0101 ～～ 1818 ま で の 数字文字列で す 。ま で の 数字文字列で す 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ABCDEFGABCDEFG は実際に 受信の デ ー タ と なり ま す 。は実際に 受信の デ ー タ と なり ま す 。

複数の 通信相手を 設定時に 複数の 相手よ り複数の 通信相手を 設定時に 複数の 相手よ り UDPUDP

デ ー タ を 受信の 場合、デ ー タ を 受信の 場合、 ど の 相手よ り 受信の デ ーど の 相手よ り 受信の デ ー

タ か 判別出来ない 場合に 使用し ま す 。タ か 判別出来ない 場合に 使用し ま す 。
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◆◆ 受信受信 TC P/IPTC P/IP パ ケ ッ ト の 送信元パ ケ ッ ト の 送信元 M ACM AC チ ェ ッ クチ ェ ッ ク デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト :E:E

MCK=EMCK=E

送信元送信元 MACMAC チ ェ ッ ク を し ま す 。チ ェ ッ ク を し ま す 。

MCK=DMCK=D

送信元送信元 MACMAC チ ェ ッ ク を し ま せ ん 。チ ェ ッ ク を し ま せ ん 。

※※ MCK=EMCK=E で ご 使用く だ さ い 。で ご 使用く だ さ い 。

◆◆ 相手相手 I PI P ア ド レ スア ド レ ス デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 0.0.0.00.0.0.0

nnI= ddd .ddd .ddd .ddd  nnI= ddd .ddd .ddd .ddd  LFCR

テ ー ブ ルテ ー ブ ル nnnn 番の 相手番の 相手 IPIP ア ド レ ス をア ド レ ス を ddd.ddd .ddd .dddddd.ddd .ddd .ddd と し ま す 。と し ま す 。

nnnn は、は、 11 ～～ 1818 の テ ー ブ ル 番号で す 。の テ ー ブ ル 番号で す 。

設定値は、設定値は、 IPIP ア ド レ ス と 同様な書式で す 。ア ド レ ス と 同様な書式で す 。

既に 設定さ れて い た既に 設定さ れて い た   テ ー ブ ルテ ー ブ ル nnnn 番の番の IPIP ア ド レ ス を 異なる 値に 設定し た 場ア ド レ ス を 異なる 値に 設定し た 場

合は、合は、 同じ テ ー ブ ル の 相手イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 消去し ま す 。同じ テ ー ブ ル の 相手イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 消去し ま す 。

◆◆ 相手ポ ー ト 番号相手ポ ー ト 番号 デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 00000000

nnP= hhhh nnP= hhhh LFCR テ ー ブ ルテ ー ブ ル nnnn 番の 相手ポ ー ト 番号を番の 相手ポ ー ト 番号を hhhhhhhh と し ま す 。と し ま す 。

nnnn は、は、 11 ～～ 1818 の テ ー ブ ル 番号で す 。の テ ー ブ ル 番号で す 。

設定値は、設定値は、 ソ ー ス ポ ー ト と 同様な書式で す 。ソ ー ス ポ ー ト と 同様な書式で す 。

※※ 00000000 を 設定の 場合、を 設定の 場合、 こ の テ ー ブ ル ナ ン バ ー は未設定と なり ま す 。こ の テ ー ブ ル ナ ン バ ー は未設定と なり ま す 。

相手機器と 通信を 行なう に は必ず 必要な設定で す 。相手機器と 通信を 行なう に は必ず 必要な設定で す 。

◆◆ 相手イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス相手イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス

nnM=hh:hh:hh:hh:hh:hhnnM=hh:hh:hh:hh:hh:hh

こ の 項目は、こ の 項目は、 設定す る 必要が 有り ま せ ん 。設定す る 必要が 有り ま せ ん 。

ARPARPに よ り 自動的に 取得し ま す 。に よ り 自動的に 取得し ま す 。開設失敗の 場合は、開設失敗の 場合は、自動的に 消去し ま す 。自動的に 消去し ま す 。

nnM=0 nnM=0 LFCR   で 消去す る 事が 出来ま す 。で 消去す る 事が 出来ま す 。 消去さ れた 場合は、消去さ れた 場合は、 再度再度 ARPARP か らか ら

の 手順と なり ま す 。の 手順と なり ま す 。

◆◆ 全て の 設定値を デ フ ォ ル ト と す る全て の 設定値を デ フ ォ ル ト と す る

DEFAULT DEFAULT LFCR

フ ラ ッ シ ュフ ラ ッ シ ュ RROMOM 内の 全て の 設定値が デ フ内の 全て の 設定値が デ フ ｫｫル ト 値と なり ま す 。ル ト 値と なり ま す 。

ご 注意ご 注意 今ま で の 設定内容が す べ て 消え て し ま い ま す 。今ま で の 設定内容が す べ て 消え て し ま い ま す 。重要な設定値は、重要な設定値は、他に メ モ を他に メ モ を

残し て か ら 実行し て 下さ い 。残し て か ら 実行し て 下さ い 。
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    第２ 章第２ 章      RS485RS485//RS422RS422 の 設定と 接続の 設定と 接続

Enet-485/FAEnet-485/FA の イ ン タ ー フ ェ イ ス はの イ ン タ ー フ ェ イ ス は RS422RS422 とと RS485 (4RS485 (4 線式／線式／ 22 線式バ ス ラ イ ン線式バ ス ラ イ ン ))

の い ず れか の 利用が 可能で す 。の い ず れか の 利用が 可能で す 。 こ の 切換と 終端抵抗、こ の 切換と 終端抵抗、 バ イ ア ス 抵抗の 接続は、バ イ ア ス 抵抗の 接続は、 ケ －ケ －

ス の 上蓋を 開け て 内部の デ ィ ッ プ ス イ ッ チ で 行い ま す 。ス の 上蓋を 開け て 内部の デ ィ ッ プ ス イ ッ チ で 行い ま す 。

※※ 結線、結線、 デ ィ ッ プ ス イ ッ チ 、デ ィ ッ プ ス イ ッ チ 、 Enet-485/FAEnet-485/FA の イ ン タ ー フ ェ イ ス 部回路図等のの イ ン タ ー フ ェ イ ス 部回路図等の

詳し い 解説が詳し い 解説が  [ [第第 88 章章] ] に あ り ま す の で 参照し て 下さ い 。に あ り ま す の で 参照し て 下さ い 。

1)1) RS422RS422

デ ィ ッ プ ス イ ッ チ は、デ ィ ッ プ ス イ ッ チ は、 12341234 はは OFFOFF、、 56785678 はは ONON で 使用し ま す 。で 使用し ま す 。

相手装置と は図の 様に 結線し ま す 。相手装置と は図の 様に 結線し ま す 。

RS422RS422 は全二重で の 送受信が 可能で す 。は全二重で の 送受信が 可能で す 。

デ ィ ッ プ ス イ ッ チ

1 2 3 4 5 6 7 8
ON

OFF

2)2) RS485 (2RS485 (2 線式バ ス ラ イ ン線式バ ス ラ イ ン ))

デ ィ ッ プ ス イ ッ チ は、デ ィ ッ プ ス イ ッ チ は、 12341234 はは ONON、、 56785678 は接続の 位置関係で 異なり ま す 。は接続の 位置関係で 異なり ま す 。

図に は図に は 33 種類の 状態を 示し て あ り ま す 。種類の 状態を 示し て あ り ま す 。

図で は図で は 33 台書か れて い ま す が 、台書か れて い ま す が 、 実際バ ス ラ イ ン に は、実際バ ス ラ イ ン に は、 Enet-485/FAEnet-485/FA がが 11 台か台か

22 台で し ょ う 。台で し ょ う 。 接続さ れる 他の接続さ れる 他の RS485RS485 機器の 終端抵抗や バ イ ア ス 抵抗を 考慮し機器の 終端抵抗や バ イ ア ス 抵抗を 考慮し

て 設定し て 下さ い 。て 設定し て 下さ い 。

ON

OFF

5 6 7 8 は O N

終端抵抗あ り

バ イ ア ス 抵抗あ り

1 2 3 4 5 6 7 8

5 6 7 8 は O FF

終端抵抗な し

バ イ ア ス 抵抗 な し

1 2 3 4 5 6 7 8

5 , 8 は O FF、 6 , 7 は O N

終端抵抗あ り

バ イ ア ス 抵抗な し

1 2 3 4 5 6 7 8

最大3 2 台

接続可能

終端に

あ る 場合の 接続す る

R S4 8 5 機器

中間に

あ る 場合の

も う 一方の 終端に

あ る 場合の

Enet-
485/FA

D ＋ D －TX D ＋ TX D － TX D ＋ TX D － TX D ＋ TX D －

Enet-
485/FA

Enet -
485/FA

TX D
TX D
R X D
R X D
F G

＋

＋
－

－

TX D
TX D
R X D
R X D
F G

＋

＋
－

－

接続す る R S4 2 2 機器Enet -485/FA
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3)3) RS485 (4RS485 (4 線式バ ス ラ イ ン線式バ ス ラ イ ン ))

デ ィ ッ プ ス イ ッ チ は、デ ィ ッ プ ス イ ッ チ は、 12341234 はは OFFOFF、、 56785678 は接続の 位置関係で 異なり ま す 。は接続の 位置関係で 異なり ま す 。

終端で 使用す る 場合は終端で 使用す る 場合は 56785678 はは ONON と し ま す 。と し ま す 。

図はマ ス タ と し て 終端で 使用す る 例で す 。図はマ ス タ と し て 終端で 使用す る 例で す 。

Enet-485/FAEnet-485/FA の 内部処理時間は最大で もの 内部処理時間は最大で も 10msec10msec 程度で す が 、程度で す が 、 ネ ッ ト ワ ー ク の 遅ネ ッ ト ワ ー ク の 遅

延等は環境に よ り 異なり ま す 。延等は環境に よ り 異なり ま す 。

こ れら の 時間を 考慮し た プ ロ ト コ ル と す る 必要が あ り ま す 。こ れら の 時間を 考慮し た プ ロ ト コ ル と す る 必要が あ り ま す 。

プ ロ グ ラ ム モ －ド の 設定は、プ ロ グ ラ ム モ －ド の 設定は、 ECHOECHO ＝＝ DD，， RMSGRMSG ＝＝ DD と し て く だ さ い 。と し て く だ さ い 。

RS485 2RS485 2 線式バ ス線式バ ス ラ イ ン 方式で 通信を 行う 場合、ラ イ ン 方式で 通信を 行う 場合、 ラ イ ン に 接続さ れた 各装置の 中でラ イ ン に 接続さ れた 各装置の 中で

同時に 送信を 行え る の は同時に 送信を 行え る の は 11 台の みで す 。台の みで す 。 送信以外の 装置は一斉に 同じ デ ー タ を 受信送信以外の 装置は一斉に 同じ デ ー タ を 受信

し ま す 。し ま す 。

こ れを 実現す る た め に ト ー ク ン を 用意す る 様に シ ス テ ム を 構築し て 下さ い 。こ れを 実現す る た め に ト ー ク ン を 用意す る 様に シ ス テ ム を 構築し て 下さ い 。 す なわす なわ

ち 、ち 、 ラ イ ン 中に 送信で き る 装置は同時に はた だラ イ ン 中に 送信で き る 装置は同時に はた だ 11 つ の みと し て 、つ の みと し て 、 送信が 完了す る と送信が 完了す る と

次の 装置へ ト ー ク ン を 渡す 様なプ ロ ト コ ル を 作成し ま す 。次の 装置へ ト ー ク ン を 渡す 様なプ ロ ト コ ル を 作成し ま す 。 こ の 様に す る こ と で 送信こ の 様に す る こ と で 送信

し て い る 装置を た だ 一つ と し 、し て い る 装置を た だ 一つ と し 、 送信の 衝突を 防止し ま す 。送信の 衝突を 防止し ま す 。

尚尚、、 22 台以上が 同時に 送信を 行っ た 場合に は、台以上が 同時に 送信を 行っ た 場合に は、 そ の 時の デ ー タ は 保証さ れま せ ん 。そ の 時の デ ー タ は 保証さ れま せ ん 。

((デ ー タ が 抜け るデ ー タ が 抜け る ))

イ ー サ ネ ッ ト 相手機器か らイ ー サ ネ ッ ト 相手機器か ら Enet-485/FAEnet-485/FA へ 送信さ れた デ ー タ パケ ッ ト を 受信し たへ 送信さ れた デ ー タ パケ ッ ト を 受信し た

Enet-485/FAEnet-485/FA は、は、 TCPTCP//IPIPプ ロ ト コ ル 選択時に は、プ ロ ト コ ル 選択時に は、 イ ー サ ネ ッ ト 相手機器へイ ー サ ネ ッ ト 相手機器へ ACKACK パパ

ケ ッ ト を 返送し て シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ 受信デ ー タ を 送信し ま すが、ケ ッ ト を 返送し て シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ 受信デ ー タ を 送信し ま すが、イ ー サ ネ ッ ト 相イ ー サ ネ ッ ト 相

手機器がデ ー タ パ ケ ッ ト の 送信処理を 行っ て か ら手機器がデ ー タ パ ケ ッ ト の 送信処理を 行っ て か ら Enet-485/FAEnet-485/FA の シ リ ア ル チ ャ ンの シ リ ア ル チ ャ ン

ネ ル か ら デ ー タ が送信開始さ れる ま で の 時間は、ネ ル か ら デ ー タ が送信開始さ れる ま で の 時間は、 Enet-485/FAEnet-485/FA 内内 Enet-485/FAEnet-485/FA

部処理時間＋ネ ッ ト ワ ー ク の ト ラ フ ィ ッ ク や遅延に 依存し ま す。部処理時間＋ネ ッ ト ワ ー ク の ト ラ フ ィ ッ ク や遅延に 依存し ま す。

5 6 7 8 は O N

終端抵抗あ り

バ イ ア ス 抵抗あ り

終端抵抗あ り の 設定

最大3 2 台

接続可能

(M ASTE R )

RS4 8 5 /RS4 2 2 機器

(SLAVE )

Enet-485/FA

TXD+ TXD- RXD+ RXD- TXD+ TXD- RXD+ RXD-

RS4 8 5 /RS4 2 2 機器

(SLAVE )

TXD+ TXD- RXD+ RXD-

ON

OFF

1 2 3 4 5 6 7 8
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    第３ 章第３ 章      伝送仕様に つ い て伝送仕様に つ い て

Enet-485/FAEnet-485/FA は、は、 自機宛の パ ケ ッ ト か 否か の 判定を 以下の よ う に 行い ま す 。自機宛の パ ケ ッ ト か 否か の 判定を 以下の よ う に 行い ま す 。

◆◆ イ ー サ ネ ッ ト ヘ ッ ダ 部イ ー サ ネ ッ ト ヘ ッ ダ 部

デ ス ト ネ ー シ ョ ン ア ド レ スデ ス ト ネ ー シ ョ ン ア ド レ ス  ( (送信先送信先 MACMAC ア ド レ スア ド レ ス ) ) と 自機と 自機 MACMAC ア ド レ ス の 一致ア ド レ ス の 一致

ソ ー ス ア ド レ スソ ー ス ア ド レ ス  ( (送信元送信元 MACMAC ア ド レ スア ド レ ス ) ) と 自機保持の 相手と 自機保持の 相手 MACMAC ア ド レ ス の 一致ア ド レ ス の 一致

◆◆ IPIP ヘ ッ ダ 部ヘ ッ ダ 部

デ ス ト ネ ー シ ョ ンデ ス ト ネ ー シ ョ ン IPIP ア ド レ スア ド レ ス  ( (送信先送信先 IP) IP) と 設定し た 自機と 設定し た 自機 IPIPア ド レ ス の 一致ア ド レ ス の 一致

ソ ー スソ ー ス IPIP ア ド レ スア ド レ ス  ( (送信元送信元 IPIP ア ド レ スア ド レ ス ) ) と 設定し た 相手と 設定し た 相手 IPIP ア ド レ ス の 一致ア ド レ ス の 一致

◆◆ TCPTCP ヘ ッ ダ 部ヘ ッ ダ 部

デ ス ト ネ ー シ ョ ン ポ ー トデ ス ト ネ ー シ ョ ン ポ ー ト No (No (送信先ポ ー ト送信先ポ ー ト No) No) と 設定し た 自機ポ ー トと 設定し た 自機ポ ー ト NoNo の 一致の 一致

ソ ー ス ポ ー トソ ー ス ポ ー ト No (No (送信元ポ ー ト送信元ポ ー ト No) No) と 設定し た 相手ポ ー トと 設定し た 相手ポ ー ト NoNo の 確認の 確認

受信し た ソ ー ス ポ ー ト受信し た ソ ー ス ポ ー ト NoNo と 設定し た 相手ポ ー トと 設定し た 相手ポ ー ト NoNo が 不一致の 場合、が 不一致の 場合、 一時的に一時的に

ソ ー ス ポ ー トソ ー ス ポ ー ト NoNo に 合わ せ て 通信を 行い ま す 。に 合わ せ て 通信を 行い ま す 。

ま た 、ま た 、 TCPTCP プ ロ ト コ ル のプ ロ ト コ ル の SEQ NoSEQ No、、 ACK NoACK No の チ ェ ッ ク を 行い ま す 。の チ ェ ッ ク を 行い ま す 。

送出パ ケ ッ ト は相手ア ド レ ス と 適切な送出パ ケ ッ ト は相手ア ド レ ス と 適切な SEQ,ACKSEQ,ACK を 作成し て 出力し ま す 。を 作成し て 出力し ま す 。

３ －１ 　 受信パ ケ ッ ト 識別３ －１ 　 受信パ ケ ッ ト 識別

◆◆ 矢印の よ う な関係に なっ て い る 必要が あ り ま す 。矢印の よ う な関係に なっ て い る 必要が あ り ま す 。

◆◆ Enet-485/FAEnet-485/FA の ポ ー ト ナ ン バ ー の 指定はの ポ ー ト ナ ン バ ー の 指定は Hex (16Hex (16 進数進数) ) で す 。で す 。 相手機器の相手機器の

ポ ー ト 指定をポ ー ト 指定を 1010 進で 行なう 場合進で 行なう 場合 ( (上記例の 場合上記例の 場合) ) は、は、 A10C= 41228 (Dec)A10C= 41228 (Dec)、、

B001= 45057 (Dec)B001= 45057 (Dec)と なり ま す 。と なり ま す 。

◆◆ Enet-485/FAEnet-485/FA の ポ ー ト ナ ン バ ー 指定で 、の ポ ー ト ナ ン バ ー 指定で 、 00000000 は未設定扱い と なり ま す 。は未設定扱い と なり ま す 。

必ず必ず 00000000 以外の 設定が 必要で す 。以外の 設定が 必要で す 。

こ の 章のこ の 章の  [3 [3--1] 1] か らか ら  [3 [3--88--4] 4] で は 、で は 、 RS422 (4RS422 (4 線式線式) ) で 使用す る 例を 解説し て い ま す 。で 使用す る 例を 解説し て い ま す 。

RS485RS485 で ご 使用の 場合はイ ン タ ー フ ェ イ ス の 扱い が 異なり ま す が 、で ご 使用の 場合はイ ン タ ー フ ェ イ ス の 扱い が 異なり ま す が 、イ ー サ ネ ッ ト 関係イ ー サ ネ ッ ト 関係

の 仕様は同等で す 。の 仕様は同等で す 。 RS485RS485 のの 22 線式で は、線式で は、 送受信の コ ン ト ロ ー ル が 必要と なり ま す 。送受信の コ ン ト ロ ー ル が 必要と なり ま す 。

例例)) IPIP ア ド レ ス 、ア ド レ ス 、 ポ ー ト 番号の 設定例ポ ー ト 番号の 設定例

下記の よ う な設定で 、下記の よ う な設定で 、 自機と 相手機器と の 間で コ ネ ク シ ョ ン の 開設が 出来ま す 。自機と 相手機器と の 間で コ ネ ク シ ョ ン の 開設が 出来ま す 。

MAC=XX:XX:XX:XX:XX:XX

イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス (装置固定)

IP=192.168.0.10

自機IPア ド レ ス

PORT=A10C(Hex)

自機ポ ー ト ア ド レ ス

MI=192.168.0.20

相手IPア ド レ ス

nP=B001

相手ポ ー ト ア ド レ ス

イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス

(装置固定)

IP= 192.168.0.20

自機IPア ド レ ス

B001

自機ポ ー ト ア ド レ ス

IP= 192.168.0.10

相手IPア ド レ ス

A10C(Hex)

相手ポ ー ト ア ド レ ス
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※※ Enet-485/FAEnet-485/FA が コ ネ ク シ ョ ン 開設中は、が コ ネ ク シ ョ ン 開設中は、 他の 通信相手機器か ら の 開設要求は他の 通信相手機器か ら の 開設要求は

受け受け 付け ま せ ん 。付け ま せ ん 。 こ の 時、こ の 時、 接続要求を 送出の 他の 相手に 対し て 、接続要求を 送出の 他の 相手に 対し て 、 コ ネ ク シ ョ ンコ ネ ク シ ョ ン

リリ フ ュ ー ズ ド を 送信し ま す 。フ ュ ー ズ ド を 送信し ま す 。

Enet-485/FAEnet-485/FA は通信相手機器は通信相手機器 ( (サ ー バサ ー バ ) ) 、、ル ー タ 等が 発行す るル ー タ 等が 発行す る ARPARP ブ ロ ー ド キ ャブ ロ ー ド キ ャ

ス ト に 応答し ま すス ト に 応答し ま す 。。次の 条件で次の 条件で ,ARP,ARP応答と し て 自機イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 送信し応答と し て 自機イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 送信し

ま す 。ま す 。

　　 ▼▼ ARPARP で 問い 合わ せ て い る タ ー ゲ ッ トで 問い 合わ せ て い る タ ー ゲ ッ ト IPIP と 自機と 自機 IPIP の 一致の 一致

　　 ▼▼ ARPARP 発行元発行元 IPIP と 登録さ れて い る 相手と 登録さ れて い る 相手 IPIP の 一致の 一致

こ れに よ りこ れに よ り ARPARP 発行元は、発行元は、 Enet-485/FAEnet-485/FA の イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 得る こ と が 出の イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 得る こ と が 出

来ま す。来ま す。 ま た 、ま た 、Enet-485/FAEnet-485/FAか ら コ ネ ク シ ョ ン を 開設する 際に 、か ら コ ネ ク シ ョ ン を 開設する 際に 、相手の イ ー サ ネ ッ相手の イ ー サ ネ ッ

ト ア ド レ ス を 取得し て い ない 場合は、ト ア ド レ ス を 取得し て い ない 場合は、 ARPARPブ ロ ー ド キ ャ ス ト を 発行し ま す。ブ ロ ー ド キ ャ ス ト を 発行し ま す。

応答し て き た 相手の イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 取得し ま す 。応答し て き た 相手の イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 取得し ま す 。 Enet-485/FAEnet-485/FA は、は、 取得取得

し た 相手イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を フ ラ ッ シ ュし た 相手イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を フ ラ ッ シ ュ ROMROMに 記録し て 、に 記録し て 、パ ケ ッ ト 応答が 可能パ ケ ッ ト 応答が 可能

と なり ま す 。と なり ま す 。フ ラ ッ シ ュフ ラ ッ シ ュ ROMROM に 記録さ れる 為、に 記録さ れる 為、次回か ら は、次回か ら は、ARPARP無し で 開設す る 事無し で 開設す る 事

が 出来ま す 。が 出来ま す 。

但し 、但し 、後述の サ ブ ネ ッ ト の 条件を 設定し た 場合は、後述の サ ブ ネ ッ ト の 条件を 設定し た 場合は、上記と 異なり ま す 。上記と 異なり ま す 。 [1 [1--55　 設定項　 設定項

目の 解説目の 解説] ] 中の中の NETMNETM等の 設定ぺ ー ジ補足の 異なる ネ ッ ト ワ ー ク 間の 通信を 参照し て等の 設定ぺ ー ジ補足の 異なる ネ ッ ト ワ ー ク 間の 通信を 参照し て

下さ い 。下さ い 。

３ －２ 　３ －２ 　 A R PA R P に 対す る 応答に 対す る 応答

◆◆ Enet-485/FAEnet-485/FA か ら の コ ネ ク シ ョ ン 開設か ら の コ ネ ク シ ョ ン 開設

Enet-485/FAEnet-485/FA か らか ら TCPTCP//IPIP の コ ネ ク シ ョ ン を 開設す る に は、の コ ネ ク シ ョ ン を 開設す る に は、 22 つ の 方法が あ りつ の 方法が あ り

ま す 。ま す 。

▼▼端末機器か ら シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ の端末機器か ら シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ の OPENOPEN コ マ ン ド 送信コ マ ン ド 送信

▼▼ Enet-485/FAEnet-485/FA の 電源投入時自動接続の 電源投入時自動接続 (PW= nnT (PW= nnT の 設定の 設定))

３ －３ 　３ －３ 　 TC PTC P//I PI P コ ネ ク シ ョ ン の 開設コ ネ ク シ ョ ン の 開設

※※ ど ち ら の 場合も 、ど ち ら の 場合も 、開設に 成功の 場合はメ ッ セ ー ジ 及び開設に 成功の 場合はメ ッ セ ー ジ 及び CONNECT LEDCONNECT LED緑点灯に よ緑点灯に よ

り 開設の 成功を 通知し て 、り 開設の 成功を 通知し て 、デ ー タ 通信状態と なり ま す 。デ ー タ 通信状態と なり ま す 。 ( (メ ッ セ －ジ はメ ッ セ －ジ は RMSGRMSG＝＝EE

の 設定時の み送出さ れま す 。の 設定時の み送出さ れま す 。))

◆◆ 相手機器か ら の コ ネ ク シ ョ ン 開設相手機器か ら の コ ネ ク シ ョ ン 開設

相手機器か ら相手機器か ら SYNSYN パ ケ ッ ト 受信し た 場合、パ ケ ッ ト 受信し た 場合、 開設手順を 実行し ま す 。開設手順を 実行し ま す 。

上記の コ ネ ク シ ョ ン 開設要求に よ り 、上記の コ ネ ク シ ョ ン 開設要求に よ り 、 Enet-485/FAEnet-485/FA は、は、 SYNSYN パ ケ ッ トパ ケ ッ ト  ( (開設要開設要

求パ ケ ッ ト求パ ケ ッ ト ) ) を 発行し て 開設要求手順を 実行し ま す 。を 発行し て 開設要求手順を 実行し ま す 。

こ の 際、こ の 際、相手イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 未取得の 場合は、相手イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 未取得の 場合は、ARPARPブ ロ ー ド キ ャ ス ト をブ ロ ー ド キ ャ ス ト を

発行し て 取得後に 、発行し て 取得後に 、 SYNSYN を 発行し ま す 。を 発行し ま す 。
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◆◆ Enet-485/FAEnet-485/FA か ら コ ネ ク シ ョ ン の 終了か ら コ ネ ク シ ョ ン の 終了

以下の 方法で以下の 方法で Enet-485/FAEnet-485/FA か らか ら TCPTCP//IPIP の コ ネ ク シ ョ ン を 終了し ま す 。の コ ネ ク シ ョ ン を 終了し ま す 。

▼▼端末機器か ら シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ の端末機器か ら シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ の QUITQUITコ マ ン ド 送信コ マ ン ド 送信

Enet-485/FAEnet-485/FA は、は、 FINFIN パ ケ ッ トパ ケ ッ ト  ( (終了要求パ ケ ッ ト終了要求パ ケ ッ ト ) ) を 発行し て 終了手順を 実を 発行し て 終了手順を 実

行し ま す 。行し ま す 。

正し く 終了手順が 行わ れた 後に 、正し く 終了手順が 行わ れた 後に 、 タ イ ム ウ ェ イ ト 状態と なり ま す 。タ イ ム ウ ェ イ ト 状態と なり ま す 。

タ イ ム ウ ェ イ ト は、タ イ ム ウ ェ イ ト は、 最後に 発行さ れた パ ケ ッ ト が 確実に 消滅す る ま で の 時間で 、最後に 発行さ れた パ ケ ッ ト が 確実に 消滅す る ま で の 時間で 、

ネ ッ ト ワ ー ク 回線の ハ ー ド 的要因で 規定さ れて い ま す 。ネ ッ ト ワ ー ク 回線の ハ ー ド 的要因で 規定さ れて い ま す 。　 こ の 間、　 こ の 間、同じ 相手に 対同じ 相手に 対

し てし て SYN (SYN (開設要求開設要求) ) を 発行す る 事は出来ま せ ん 。を 発行す る 事は出来ま せ ん 。

◆◆ 相手機器か ら の コ ネ ク シ ョ ン の 終了相手機器か ら の コ ネ ク シ ョ ン の 終了

相手機器か ら の相手機器か ら の FINFIN パ ケ ッ ト を 受信し た 場合も 終了手順を 実行し ま す 。パ ケ ッ ト を 受信し た 場合も 終了手順を 実行し ま す 。

ま た 、ま た 、相手機器よ り相手機器よ り RSTRSTパ ケ ッ トパ ケ ッ ト  ( (強制終了パ ケ ッ ト強制終了パ ケ ッ ト ) ) を 受信の 場合も コ ネ ク シ ョを 受信の 場合も コ ネ ク シ ョ

ン を 終了し ま す 。ン を 終了し ま す 。

※※ ど ち ら の 場合も 、ど ち ら の 場合も 、 終了時に メ ッ セ －ジ 及び 、終了時に メ ッ セ －ジ 及び 、 CONNECT LEDCONNECT LED 消灯に よ り 、消灯に よ り 、 コ ネ クコ ネ ク

シ ョ ン の 終了を 通知シ ョ ン の 終了を 通知し て 待機状態と なり ま す 。し て 待機状態と なり ま す 。 ( (メ ッ セ －ジ はメ ッ セ －ジ は RMSG=ERMSG=Eの 設定時の 設定時

の み送出さ れま す 。の み送出さ れま す 。))

※※ Enet-485/FAEnet-485/FA は、は、 デ ー タ 再送タ イ ム ア ウ ト 時やデ ー タ 再送タ イ ム ア ウ ト 時や FINFIN パ ケ ッ ト の 再送タ イ ム アパ ケ ッ ト の 再送タ イ ム ア

ウウ ト 時にト 時に RSTRSTパ ケ ッ ト を 送出し て 待機状態と なり ま す 。パ ケ ッ ト を 送出し て 待機状態と なり ま す 。

３ －４３ －４   TCP  TCP//I PI P コ ネ ク シ ョ ン の 終了コ ネ ク シ ョ ン の 終了

TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン が 開設中は、コ ネ ク シ ョ ン が 開設中は、 シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に 受信す る コ マ ン ド 以外はシ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に 受信す る コ マ ン ド 以外は

TCPTCP//IPIP デ ー タ パ ケ ッ ト と し て 送出さ れま す 。デ ー タ パ ケ ッ ト と し て 送出さ れま す 。

TCPTCP//IPIPか ら の デ ー タ パ ケ ッ ト 受信は、か ら の デ ー タ パ ケ ッ ト 受信は、そ のそ の デ ー タ 部分デ ー タ 部分を シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に 送出を シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に 送出

し ま す 。し ま す 。

デ ー タ の 伝送中に なん ら か の 理由で 相互の パ ケ ッ ト 交換に 異常が 発生し た 場合は 、デ ー タ の 伝送中に なん ら か の 理由で 相互の パ ケ ッ ト 交換に 異常が 発生し た 場合は 、

送信元は送信間隔を 変え て 再送を 行い ま す 。送信元は送信間隔を 変え て 再送を 行い ま す 。 　 再送回数の 既定値を 越え て も 正常に　 再送回数の 既定値を 越え て も 正常に

復帰し ない 場合は復帰し ない 場合は RSTRSTパ ケ ッ ト を 送り 強制終了と なり ま す 。パ ケ ッ ト を 送り 強制終了と なり ま す 。

３ －５３ －５     デ ー タ の 伝送デ ー タ の 伝送
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◆◆ 相手機器か ら相手機器か ら TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン の 開設／デ ー タ の 伝送／終了コ ネ ク シ ョ ン の 開設／デ ー タ の 伝送／終了

◆◆ Enet-485/FCEnet-485/FC か らか ら TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン の 開設／デ ー タ の 伝送／終了コ ネ ク シ ョ ン の 開設／デ ー タ の 伝送／終了

RS485/RS422機器 相手機器Enet-R-485/FA
RS485/RS422 イ ー サ ネ ッ ト

@OPENnn
開設要求コ マ ン ド

相手MAC未取得の 場合
ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ARP

ARP 応答

開設要求 SYN

SYN / ACK

ACK
開設メ ッ セ ー ジ

デ ー タ “ 1234567890”
デ ー タ “ 1234567890”

ACK

デ ー タ “ ABCDEFGHIJ”
デ ー タ “ ABCDEFGHIJ”

@QUITnn
ACK

FIN

ACK

ACK

FIN

@TIME△WAITnn

@CLOSE△COMPLETED タ イ ム ウ エ イ ト

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

@ESTABLISHEDnn LFCR

相手機器Enet-485/FA
イ ー サ ネ ッ ト

開設要求 SYN

SYN / ACK

ACK
開設メ ッ セ ー ジ

デ ー タ “ 1234567890” デ ー タ “ 1234567890”

ACK

デ ー タ “ ABCDEFGHIJ”

デ ー タ “ ABCDEFGHIJ”

ACK

FIN

ACK

FIN

@CLOSE△COMPLETED LFCR

@ESTABLISHEDnn LFCR

ACK

RS485/RS422機器
RS485/RS422



3434

第３ 章　 伝送仕様に つ い て第３ 章　 伝送仕様に つ い て

３ －６ 　３ －６ 　 U D PU D P

UDPUDP は、は、 TCPTCP//IPIP の よ う なプ ロ ト コ ルの よ う なプ ロ ト コ ル  ( (受信確認受信確認) ) が 無く 、が 無く 、 デ ー タ パ ケ ッ ト の み送受デ ー タ パ ケ ッ ト の み送受

信し ま す 。信し ま す 。 UDPUDP通信開設を 指定し た 時の シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル 受信デ ー タ は、通信開設を 指定し た 時の シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル 受信デ ー タ は、UDPUDPパパ

ケ ッ ト と し て 相手ア ド レ ス を 付加し て イ ー サ ネ ッ ト に 送出さ れま す 。ケ ッ ト と し て 相手ア ド レ ス を 付加し て イ ー サ ネ ッ ト に 送出さ れま す 。自機宛の自機宛の UDPUDP

パ ケ ッ ト はデ ー タ 部分を シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に 送出し ま す 。パ ケ ッ ト はデ ー タ 部分を シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に 送出し ま す 。 簡易的な 送受信の 為、簡易的な 送受信の 為、

相手が 正常に 受信し た か の チ ェ ッ ク は行い ま せ ん 。相手が 正常に 受信し た か の チ ェ ッ ク は行い ま せ ん 。UDPUDP通信を 使う 場合に はこ れら通信を 使う 場合に はこ れら

の 特徴を ふ ま え て シ ス テ ム 構築し て 下さ い 。の 特徴を ふ ま え て シ ス テ ム 構築し て 下さ い 。

例例))ア プ リ ケ ー シ ョ ン 側ア プ リ ケ ー シ ョ ン 側 ( (ユ ー ザ 様作成ユ ー ザ 様作成) ) に て デ ー タ を 受信し た ら デ ー タ と し てに て デ ー タ を 受信し た ら デ ー タ と し て

受信確認の Ａ Ｃ Ｋ 等を 返送す る 。受信確認の Ａ Ｃ Ｋ 等を 返送す る 。

ま た 、ま た 、 Enet-485/FAEnet-485/FA はデ フ ォ ル ト で ははデ フ ォ ル ト で は TCPTCP//IPIP 通信待機状態と な っ て い ま す の で通信待機状態と な っ て い ま す の で

UPDUPD 通信を 行う に は、通信を 行う に は、 コ マ ン ドコ マ ン ド  (@UDPnn (@UDPnn LFCR  )  ) に よ りに よ り UDPUDP 通信状態に す る か ま た通信状態に す る か ま た

はプ ロ グ ラ ム モ ー ド 中の 設定ではプ ロ グ ラ ム モ ー ド 中の 設定で PW=nnUPW=nnU指定を 行っ た 状態で 起動す る 必要が あ り ま指定を 行っ た 状態で 起動す る 必要が あ り ま

す 。す 。
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３ －７ 　 実際の デ ー タ 伝送に つ い て３ －７ 　 実際の デ ー タ 伝送に つ い て

TCPTCP//IPIP あ る い はあ る い は UDPUDP が 開設中の 時、が 開設中の 時、 端末機器は、端末機器は、 Enet-485/FAEnet-485/FA を 介し て 相手機を 介し て 相手機

器と の 間で デ ー タ 伝送が 可能な状態と なり ま す 。器と の 間で デ ー タ 伝送が 可能な状態と なり ま す 。

◆◆ RS485RS485//RS422RS422 機器か ら の デ ー タ は 、機器か ら の デ ー タ は 、 バ イ ト 単位でバ イ ト 単位で Enet-485/FAEnet-485/FA の シ リ ア ルの シ リ ア ル

チ ャ ン ネ ル が 受信し ま す 。チ ャ ン ネ ル が 受信し ま す 。 し か し 、し か し 、 Enet-485/FAEnet-485/FA か ら イ ー サ ネ ッ ト 機器へか ら イ ー サ ネ ッ ト 機器へ

TCPTCP//IP (UDP) IP (UDP) で デ ー タ を 送信す る に は、で デ ー タ を 送信す る に は、 パ ケ ッ ト 単位で 送出し ま す 。パ ケ ッ ト 単位で 送出し ま す 。

従っ て従っ て RS485RS485//RS422RS422機器よ り 受信の バ イ ト 単位の デ ー タ を パ ケ ッ ト と する機器よ り 受信の バ イ ト 単位の デ ー タ を パ ケ ッ ト と する  ( (ひ とひ と

ま と めま と め ) ) 方法を方法を Enet-485/FAEnet-485/FA に 指定す る 必要が あ り ま す 。に 指定す る 必要が あ り ま す 。

パ ケ ッ ト の 区切り と し てパ ケ ッ ト の 区切り と し て 33 種類の 方法が 指定可能で す 。種類の 方法が 指定可能で す 。

こ れら はプ ロ グ ラ ム モ ー ド で 設定し ま す 。こ れら はプ ロ グ ラ ム モ ー ド で 設定し ま す 。

設定の 詳し い 方法は設定の 詳し い 方法は [1-5 [1-5　 設定項目の 解説　 設定項目の 解説] ] を 参照し て 下さ い 。を 参照し て 下さ い 。

◆◆ デ リ ミ タ コ ー ド の 指定デ リ ミ タ コ ー ド の 指定

デ ー タ 中に デ リ ミ タ コ ー ド に 指定し た コ ー ド を 検出し た 場合は、デ ー タ 中に デ リ ミ タ コ ー ド に 指定し た コ ー ド を 検出し た 場合は、そ れま で に 受信そ れま で に 受信

し た デ ー タ 列し た デ ー タ 列 ( (デ リ ミ タ コ ー ド を 含むデ リ ミ タ コ ー ド を 含む ) ) をを 11 パ ケ ッ ト と し て 伝送し ま す 。パ ケ ッ ト と し て 伝送し ま す 。

デ リ ミ タ コ ー ド の 指定は、デ リ ミ タ コ ー ド の 指定は、 CR (0Dh) CR (0Dh) 、、 LF (0Ah) LF (0Ah) 、、 ETX (03h) ETX (03h) 及び及び DEL=DEL= で 指定すで 指定す

る コ ー ドる コ ー ド  (00h (00h ～～ FFh) FFh) で す 。で す 。

例例))デ リ ミ タ をデ リ ミ タ を LF (0Ah) LF (0Ah) と し た 場合と し た 場合 (LF=E) (LF=E)

33--77--11　　 RS485RS485//RS422RS422 機器→機器→ Enet-485/FAEnet-485/FA →→

イ ー サ ネ ッ ト 機器へ の デ ー タ 伝送イ ー サ ネ ッ ト 機器へ の デ ー タ 伝送

LF

LF

LF

LF

相手機器Enet-485/FA
イ ー サ ネ ッ ト

RS485/RS422機器
RS485/RS422

ABCDEF GHIJ

12345
ABCDEF

GHIJ12345
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◆◆ タ イ ム ア ウ ト の 指定タ イ ム ア ウ ト の 指定

タ イ ム ア ウ ト 値が 指定し て あ る 場合は、タ イ ム ア ウ ト 値が 指定し て あ る 場合は、シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ の 受信が 一定時間シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ の 受信が 一定時間

以上途絶え る と 、以上途絶え る と 、 そ れま で に 受信の デ ー タ 列をそ れま で に 受信の デ ー タ 列を 11 パ ケ ッ ト と し て 伝送し ま す 。パ ケ ッ ト と し て 伝送し ま す 。

例例))タ イ ム ア ウ ト 値をタ イ ム ア ウ ト 値を 0.500.50 と し た 場合と し た 場合 (TIM=0.50) (TIM=0.50)

※※ こ の 指定は、こ の 指定は、シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ の 受信デ ー タ が バイ ナ リ デ ー タ で 可変長の よシ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ の 受信デ ー タ が バイ ナ リ デ ー タ で 可変長の よ

う な場合に 有効な指定と なり ま す 。う な場合に 有効な指定と なり ま す 。

◆◆ シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ の 受信長が 規定を 越え る 場合シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ の 受信長が 規定を 越え る 場合

TCPTCP//IPIPで は、で は、 11 パ ケ ッ ト で 伝送出来る 最大長が 規定さ れて い ま す 。パ ケ ッ ト で 伝送出来る 最大長が 規定さ れて い ま す 。 そ の 値は、そ の 値は、通通

常常 14601460 バ イ ト で す 。バ イ ト で す 。

Enet-485/FAEnet-485/FA の シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ の 受信長が こ の 値に なる と 、の シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ の 受信長が こ の 値に なる と 、 デ リ ミ タ 、デ リ ミ タ 、

タ イ ム ア ウ ト の 設定に 関わ ら ず 、タ イ ム ア ウ ト の 設定に 関わ ら ず 、 11 パ ケ ッ ト と し て 伝送し ま す 。パ ケ ッ ト と し て 伝送し ま す 。

◆◆ 相手機器か ら の 受信制限に つ い て相手機器か ら の 受信制限に つ い て

相手機器の 受信処理が 遅れが 有る 場合は、相手機器の 受信処理が 遅れが 有る 場合は、TCPTCP//IPIPパケ ッ ト に 制限す る 情報が 入りパケ ッ ト に 制限す る 情報が 入り

ま す 。ま す 。 こ の 場合、こ の 場合、 Enet-485/FAEnet-485/FA は、は、 シ リ ア ル 受信バ ッ フ ァ に デ ー タ を 蓄積しシ リ ア ル 受信バ ッ フ ァ に デ ー タ を 蓄積し

ま す 。ま す 。

[[33--99　 シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル の フ ロ ー 制御　 シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル の フ ロ ー 制御] ] も 参照し て 下さ い 。も 参照し て 下さ い 。

ご 注意ご 注意 デ リ ミ タ 設定、デ リ ミ タ 設定、 タ イ ム ア ウ ト 設定、タ イ ム ア ウ ト 設定、 最大パ ケ ッ ト 長最大パ ケ ッ ト 長 14601460 バ イ ト の 条件は、バ イ ト の 条件は、

OROR で 機能し ま す 。で 機能し ま す 。

ABCDEF GHIJLF

12345 LF

12345 LF

ABCDEF GHIJLF
0.5sec受信なし

0.5sec受信なし

相手機器Enet-485/FA
イ ー サ ネ ッ ト

RS485/RS422機器
RS485/RS422
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◆◆ フ ロ ー 制御フ ロ ー 制御

　　 フ ロ ー 制御でフ ロ ー 制御で RS485RS485//RS422RS422 機器へ の 送信が 停止の 場合、機器へ の 送信が 停止の 場合、 Enet-485/FAEnet-485/FA は、は、

シ リ ア ル チ ャ ン ネシ リ ア ル チ ャ ン ネ ル 送信バ ッ フ ァ に デ ー タ を 蓄積し ま す 。ル 送信バ ッ フ ァ に デ ー タ を 蓄積し ま す 。バッ フ ァ フ ル と なる とバッ フ ァ フ ル と なる と

TCPTCP//IPIPパ ケ ッ ト にパ ケ ッ ト に 制限情報を 出力し ま す 。制限情報を 出力し ま す 。も し 、も し 、シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル の 送信停止シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル の 送信停止

状態が 続き 、状態が 続き 、かか つ 相手機器か ら の 受信が 多い と 、つ 相手機器か ら の 受信が 多い と 、TCPTCP//IPIPの 再送オ ー バ が 発生し ての 再送オ ー バ が 発生し て

コ ネ ク シ ョ ン がコ ネ ク シ ョ ン が 切断さ れる 事が あ り ま す 。切断さ れる 事が あ り ま す 。

　　 [3[3--99　 シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル の フ ロ ー 制御　 シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル の フ ロ ー 制御] ] も 参照し て 下さ い 。も 参照し て 下さ い 。

◆◆ 通常の 伝送通常の 伝送

　　 TCPTCP//IPIPの デ ー タ パ ケ ッ ト を 受信し た 場合は、の デ ー タ パ ケ ッ ト を 受信し た 場合は、そ の デ ー タ 部分を シ リ ア ル チ ャ ン ネそ の デ ー タ 部分を シ リ ア ル チ ャ ン ネ

　　 ル に 送出し ま す 。ル に 送出し ま す 。　 デ リ ミ タ　 デ リ ミ タ・・ タ イ ム ア ウ ト に 関係なく 、タ イ ム ア ウ ト に 関係なく 、TCPTCP//IPIPパ ケ ッ ト の デ ーパ ケ ッ ト の デ ー

　　 タ 部分の みが 送出さ れま す 。タ 部分の みが 送出さ れま す 。

例例))

33--77--22　 イ ー サ ネ ッ ト 機器→　 イ ー サ ネ ッ ト 機器→ Enet-485/ACEnet-485/AC →→

RS485RS485//RS422RS422 機器へ の デ ー タ 伝送機器へ の デ ー タ 伝送

シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に 受信す る デ ー タ 列が 、シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に 受信す る デ ー タ 列が 、 コ マ ン ド と 一致す る 場合は、コ マ ン ド と 一致す る 場合は、 そ れま でそ れま で

の 受信デ ー タ を 無効と し て そ の コ マ ン ド の 指示す る 処理を 行い ま す 。の 受信デ ー タ を 無効と し て そ の コ マ ン ド の 指示す る 処理を 行い ま す 。

そ の 状態に 応じ て リ ザ ル ト を 返し ま す 。そ の 状態に 応じ て リ ザ ル ト を 返し ま す 。終了コ マ ン ド終了コ マ ン ド  (@QUIT (@QUIT LFCR  )  ) の 場合は、の 場合は、正規正規

のの TCPTCP//IPIP 終了手順で コ ネ ク シ ョ ン を 終了し ま す 。終了手順で コ ネ ク シ ョ ン を 終了し ま す 。

ICMPICMPエ ラ ー パ ケ ッ ト を 受信し た 場合は、エ ラ ー パ ケ ッ ト を 受信し た 場合は、そ の タ イ プそ の タ イ プ・・ コ ー ド の メ ッ セ ー ジ を 送信しコ ー ド の メ ッ セ ー ジ を 送信し

ま す 。ま す 。 (RMSG=D (RMSG=Dの 設定時は出力さ れま せ ん 。の 設定時は出力さ れま せ ん 。))

33--77--33　 開設中の コ マ ン ド 及び リ ザ ル ト　 開設中の コ マ ン ド 及び リ ザ ル ト

12345

ABCDEF GHIJLF

LF

HEADER 12345 CRCLF

HEADER ABCDEF GHIJ CRCLF

相手機器Enet-485/FA
イ ー サ ネ ッ ト

RS485/RS422機器
RS485/RS422
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◆◆ プ ロ グ ラ ム モ ー ド 内で 以下の よ う な設定が 行わ れて い る 場合の 例プ ロ グ ラ ム モ ー ド 内で 以下の よ う な設定が 行わ れて い る 場合の 例

LF= ELF= E

TIM=0.50TIM=0.50

COM=@COM=@

RMSG=ERMSG=E

IP=192.168.0.10IP=192.168.0.10

PORT=A10CPORT=A10C

12I= 192.168.0.2012I= 192.168.0.20

12P=B00112P=B001　 　 　 相手機器の　 　 　 相手機器の IP,PORTIP,PORTが 対応し て い る 事が 対応し て い る 事

33--77--4  TC P4  TC P//IPIP コ ネ ク シ ョ ン 開設、コ ネ ク シ ョ ン 開設、 デ ー タ 伝送、デ ー タ 伝送、 コ ネ ク シ ョ ン 終了ま で の 例コ ネ ク シ ョ ン 終了ま で の 例

@OPENnn

ACK

1460バイ ト の デ ー タ

ACK

ABCDEFGHIJ

ACK

FIN

ACK

ACK

FIN

@TIME△WAITnn

@CLOSE△COMPLETED
2分経過

LFCR

LFCR

LFCR

SYN

SYN / ACK

@ESTABLISHEDnn LFCR

123 456LF
123 LF

ACK

を 含ま ないLF

456

ACK

ABCDEFGHIJ

を 含ま ないLF

1460バイ ト の デ ー タ

@QUITnn LFCR

0.5秒間

開設コ マ ン ド

開設手順

開設成立

ま で を

相手機器へ

タ イ ム ア ウ ト で

相手機器へ

相手機器か ら

端末機器へ

終了コ マ ン ド

終了手順

タ イ ム ウ ェ イ ト

と な る

タ イ ム ウ ェ イ ト

終了

LF

相手機器Enet-485/FA

イ ー サ ネ ッ ト

RS485/RS422機器

RS485/RS422
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Enet-485/FAEnet-485/FA は 、は 、 シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に 入力シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に 入力 10K10K バ イ ト 、バ イ ト 、 出力出力 10K10K バ イ ト のバ イ ト の

バ ッ ァ を 持ち ま す 。バ ッ ァ を 持ち ま す 。

デ ー タ 線の みと なっ て い る 為、デ ー タ 線の みと なっ て い る 為、 制御線に よ る ハ ー ド フ ロ ー 制御は行え ま せ ん 。制御線に よ る ハ ー ド フ ロ ー 制御は行え ま せ ん 。

シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル の 通信速度がシ リ ア ル チ ャ ン ネ ル の 通信速度が115200bps115200bps以上で 双方向か ら 大量デ ー タ の 連続通以上で 双方向か ら 大量デ ー タ の 連続通

信を 行っ た 場合、信を 行っ た 場合、 デ ー タ が 失わ れる 可能性が あ り ま す 。デ ー タ が 失わ れる 可能性が あ り ま す 。

尚、尚、 XONXON//XOFFXOFF の よ る ソ フ ト フ ロ ー 制御はプ ロ グ ラ ム モ ー ド 設定に よ り 行え ま す 。の よ る ソ フ ト フ ロ ー 制御はプ ロ グ ラ ム モ ー ド 設定に よ り 行え ま す 。

設定方法は、設定方法は、 [1 [1--55　 設定項目の 解説　 設定項目の 解説] ] を 参照し て 下さ い 。を 参照し て 下さ い 。

３ －８ 　 シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル の フ ロ ー 制御３ －８ 　 シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル の フ ロ ー 制御

1)1) 設定無効設定無効 (XON=D)  (XON=D) の 場合の 場合

XON (11h) XON (11h) 、、 XOFF (13h) XOFF (13h) コ ー ド は、コ ー ド は、 デ ー タ と し て 扱わ れま す 。デ ー タ と し て 扱わ れま す 。

Enet-485/FAEnet-485/FA が 制御の た め にが 制御の た め に XONXON、、 XOFFXOFF コ ー ド を 出力す る こ と も 有り ま せコ ー ド を 出力す る こ と も 有り ま せ

ん 。ん 。イ ー サ ネ ッ ト へ の 送信が 停止さ れた 後も 入力が 続き 、イ ー サ ネ ッ ト へ の 送信が 停止さ れた 後も 入力が 続き 、入力バ ッ フ ァ が フ ル と入力バ ッ フ ァ が フ ル と

なっ た 場合は古い デ ー タ に 上書き さ れま す 。なっ た 場合は古い デ ー タ に 上書き さ れま す 。

2)2) 設定有効設定有効 (XON=E)  (XON=E) の 場合の 場合

　▼　▼ Enet-485/FAEnet-485/FA か ら 端末機器へ デ ー タ 送信の 場合の 制御か ら 端末機器へ デ ー タ 送信の 場合の 制御

端末機器か ら端末機器か ら XOFF (13h) XOFF (13h) コ ー ド を 受信す る と 、コ ー ド を 受信す る と 、 デ ー タ 送信を 停止し ま す 。デ ー タ 送信を 停止し ま す 。

端末機器か ら端末機器か ら XON (11h) XON (11h) コ ー ド を 受信す る と 、コ ー ド を 受信す る と 、 デ ー タ 送信を 再開し ま す 。デ ー タ 送信を 再開し ま す 。

　▼　▼ イ ー サ ネ ッ ト へ の 送信が 停止さ れ、イ ー サ ネ ッ ト へ の 送信が 停止さ れ、 入力バ ッ フ ァ に 蓄積し た 場合入力バ ッ フ ァ に 蓄積し た 場合

入力バ ッ フ ァ の 残り が入力バ ッ フ ァ の 残り が 2K2K バ イ ト 程に なる とバ イ ト 程に なる と XOFF (13h) XOFF (13h) コ ー ド を 送出し てコ ー ド を 送出し て

端末機器に 送信停止を 知ら せ ま す 。端末機器に 送信停止を 知ら せ ま す 。イ ー サ ネ ッ ト へ の 送信が 再開さ れ、イ ー サ ネ ッ ト へ の 送信が 再開さ れ、入力入力

バ ッ フ ァ の 残り がバ ッ フ ァ の 残り が 4K4K バ イ ト 程に なる とバ イ ト 程に なる と XON (11h) XON (11h) コ ー ド を 送出し て 端末コ ー ド を 送出し て 端末

機器へ 再開可能を 知ら せ ま す 。機器へ 再開可能を 知ら せ ま す 。

33--88--11　　 XONXON //XO FFXO FF フ ロ ー 制御フ ロ ー 制御
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    第４ 章第４ 章      コ マ ン ド と リ ザ ル トコ マ ン ド と リ ザ ル ト

４ －１ 　 コ マ ン ド と リ ザ ル ト の フ ォ ー マ ッ ト４ －１ 　 コ マ ン ド と リ ザ ル ト の フ ォ ー マ ッ ト

コ マ ン ド は次の フ ォ ー マ ッ ト で す 。コ マ ン ド は次の フ ォ ー マ ッ ト で す 。

コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字列コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字列 ++ コ マ ン ド 文字列コ マ ン ド 文字列 (+ (+ テ ー ブ ル 番号テ ー ブ ル 番号) ) LFCR

例例)) @OPEN12 @OPEN12 LFCR  ( (テ ー ブ ルテ ー ブ ル 1212 番と番と TCPTCP//IPIP 開設す る開設す る ))

◆◆ コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字列コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字列

プ ロ グ ラ ム モ ー ド のプ ロ グ ラ ム モ ー ド の COM=COM= で 設定変更可能な文字列で す 。で 設定変更可能な文字列で す 。

デ フ ォ ル ト は、デ フ ォ ル ト は、 ＠＠(40h)1(40h)1 文字で す 。文字で す 。

デ ー タ と の 識別の 為に 付加し ま す 。デ ー タ と の 識別の 為に 付加し ま す 。

◆◆ コ マ ン ド 文字列コ マ ン ド 文字列

Enet-485/FAEnet-485/FA に 指示を 与え る コ マ ン ド で す 。に 指示を 与え る コ マ ン ド で す 。

◆◆ テ ー ブ ル 番号テ ー ブ ル 番号

フ ラ ッ シ ュフ ラ ッ シ ュ ROMROM に 設定出来るに 設定出来る 1818個の う ち 、個の う ち 、対象と なる 相手機器の テ ー ブ ル 番号対象と なる 相手機器の テ ー ブ ル 番号

を 指定し ま す 。を 指定し ま す 。

一部の コ マ ン ド に 必要で す 。一部の コ マ ン ド に 必要で す 。

番号は番号は 11 ～～ 1818 の 数値で す 。の 数値で す 。  ( (11 ～～ 99 番で は番で は 0101 等で も 可等で も 可))

◆◆ LFCR

コ マ ン ド の デ リ ミ タ で す 。コ マ ン ド の デ リ ミ タ で す 。

CR  ( (キ ャ リ ッ ジ リ タ ー ンキ ャ リ ッ ジ リ タ ー ン ：： 0Dh) 0Dh) とと   LF  ( (ラ イ ン フ ィ ー ドラ イ ン フ ィ ー ド ：： 0Ah) 0Ah) を 必ず 最後に 付けを 必ず 最後に 付け

ま す 。ま す 。

44--11--11　 コ マ ン ド フ ォ ー マ ッ ト　 コ マ ン ド フ ォ ー マ ッ ト

リ ザ ル ト は、リ ザ ル ト は、 次の フ ォ ー マ ッ ト で す 。次の フ ォ ー マ ッ ト で す 。

コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字列＋リ ザ ル ト 文字列コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字列＋リ ザ ル ト 文字列 ( (＋テ ー ブ ル 番号＋テ ー ブ ル 番号) ) LFCR

例例)) @TIME@TIME △△ WAIT12 WAIT12 LFCR

((テ ー ブ ルテ ー ブ ル 1212 番の 相手機器と タ イ ム ウ ェ イ ト に なっ た番の 相手機器と タ イ ム ウ ェ イ ト に なっ た ))

※※    △はス ペ －ス△はス ペ －ス

◆◆ コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字列コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字列

プ ロ グ ラ ム モ ー ド のプ ロ グ ラ ム モ ー ド の COM=COM= で 設定変更可能な文字列で す 。で 設定変更可能な文字列で す 。

デ フ ォ ル ト は、デ フ ォ ル ト は、 ＠＠ (40h) 1 (40h) 1 文字で す 。文字で す 。

デ ー タ と の 識別の 為に 付加し ま す 。デ ー タ と の 識別の 為に 付加し ま す 。

44--11--22　 リ ザ ル ト フ ォ ー マ ッ ト　 リ ザ ル ト フ ォ ー マ ッ ト
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※※ コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字は、コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字は、 @@ で 表し て い ま す 。で 表し て い ま す 。

テ ー ブ ル 番号付き は、テ ー ブ ル 番号付き は、 番号部分を番号部分を nnnn で 表し て い ま す 。で 表し て い ま す 。

４ －２ 　 コ マ ン ド 、４ －２ 　 コ マ ン ド 、 リ ザ ル ト 一覧リ ザ ル ト 一覧

44--22--11　 コ マ ン ド 一覧　 コ マ ン ド 一覧

◆◆ コ マ ン ド 無効コ マ ン ド 無効

プ ロ グ ラ ム モ ー ド でプ ロ グ ラ ム モ ー ド で COM=  COM=  LFCR   と す る と コ マ ン ド 無効と なり ま す 。と す る と コ マ ン ド 無効と なり ま す 。

こ の 場合、こ の 場合、 全て の コ マ ン ド が 無効と なり 、全て の コ マ ン ド が 無効と なり 、 デ ー タ と し て 扱わ れま す 。デ ー タ と し て 扱わ れま す 。

コ マ ン ド で の コ ネ ク シ ョ ン の 開設、コ マ ン ド で の コ ネ ク シ ョ ン の 開設、 終了も 出来なく なり ま す 。終了も 出来なく なり ま す 。

自動開設ま た は制御線に よ る 開設以外は相手か ら の 開設要求待ち と なり ま す 。自動開設ま た は制御線に よ る 開設以外は相手か ら の 開設要求待ち と なり ま す 。

◆◆ リ ザ ル ト 無効リ ザ ル ト 無効

プ ロ グ ラ ム モ ー ド でプ ロ グ ラ ム モ ー ド で RMSG=D RMSG=D LFCR   と す る と リ ザ ル ト がと す る と リ ザ ル ト が RS485RS485//RS422RS422 機器へ 送機器へ 送

出さ れなく なり ま す 。出さ れなく なり ま す 。

44--11--33　 コ マ ン ド 、　 コ マ ン ド 、 リ ザ ル ト 無効リ ザ ル ト 無効

◆◆ リ ザ ル ト 文字列リ ザ ル ト 文字列

コ マ ン ド 実行の 結果、コ マ ン ド 実行の 結果、 発生し た 状況を 返し ま す 。発生し た 状況を 返し ま す 。

◆◆ テ ー ブ ル 番号テ ー ブ ル 番号

対象と なる 相手の テ ー ブ ル 番号と なり ま す 。対象と なる 相手の テ ー ブ ル 番号と なり ま す 。

一部の リ ザ ル ト に 付加さ れま す 。一部の リ ザ ル ト に 付加さ れま す 。

番号は、番号は、 0101 ～～1818 の 数値で す 。の 数値で す 。  (2 (2 桁と なる桁と なる ))

◆◆ LFCR

リ ザ ル ト の デ リ ミ タ で す 。リ ザ ル ト の デ リ ミ タ で す 。

CR  ( (キ ャ リ ッ ジ リ タ ー ンキ ャ リ ッ ジ リ タ ー ン：： 0Dh) 0Dh) とと     LF  ( (ラ イ ン フ ィ ー ドラ イ ン フ ィ ー ド：： 0Ah) 0Ah) が 最後に 付き ま す 。が 最後に 付き ま す 。

コ マ ン ド 意　 味 項番

@OPENnn テ ー ブ ル nn番と TCP / IP開設す る 4-3-1

@UDPnn テ ー ブ ル nn番と UDP開設す る 4-3-2

@QUIT TCP / IPあ る い はUDPを 終了す る 4-3-3

@STAT 状態を 調べ る 4-3-4

@PROG プ ロ グ ラ ム モ ー ド に入る 4-3-5

@TESTnn テ ー ブ ル nn番に テ ス ト を 実行す る 4-3-6

@DMAC
テ ー ブ ル 1～18の 取得済み相手MACア ド レ ス を 一
時削除す る

4-3-7

@RVER Enet-485/FA の ROMバ ー ジ ョ ン を 調べ る 4-3-8
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44--22--22　 リ ザ ル ト 一覧　 リ ザ ル ト 一覧

※※ コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字は、コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字は、 @@ で 表し て い ま す 。で 表し て い ま す 。

テ ー ブ ル 番号付き は、テ ー ブ ル 番号付き は、 番号部分を番号部分を nnnn で 表し て い ま す 。で 表し て い ま す 。

△はス ペ ー ス で す 。△はス ペ ー ス で す 。

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

リ ザ ル ト 意　 味 関連項番

@ESTABLISHEDnn テ ー ブ ル nn番と TCP / IP開設成立 4-3-1,4-4-1

@OPENINGnn テ ー ブ ル nn番と TCP / IP開設中 4-3-1

@OPEN△ERROR 設定条件不足に よ る 開設失敗 4-3-1

@COULD△NOT△CONNECT RST受信に よ る 開設失敗 4-3-1

@WAITING 処理パ ケ ッ ト 再送 4-3-1,4-3-3

@TIMEOVER 相手応答無し で の 開設失敗 4-3-1

@TIME△WAITnn タ イ ム ウ ェ イ ト 状態と なっ た 4-3-3

@CLOSE△COMPLETED 完全に 未開設状態 4-3-3,4-4-6

@CONNECTION△RESET RSTを 受信し て 終了し た 4-3-3

@CONNECTION△TIMEOUT RSTを 発行し て 終了し た 4-3-3,4-4-2

@TIME△OUT△△ARP ARPブ ロ ー ド キ ャ ス ト 発行に 応答無し 4-3-1,4-3-2

@UDP△ONnn テ ー ブ ル nn番と UDPを 開設し た 4-3-2

@UDP△OFF UDPを 終了し た 4-3-3

@TELNET△Log in TELNET Log in 中の 為実行で き ない
4-3-5， 4-3-6
4-3-7

こ こ で は、こ こ で は、 コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字を デ フ ォ ル ト の 、コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字を デ フ ォ ル ト の 、 @@ で 説明し て い ま す 。で 説明し て い ま す 。 変更し変更し

た 場合は、た 場合は、 @@ を 読み変え て 下さ い 。を 読み変え て 下さ い 。

テ ー ブ ル 番号付き は、テ ー ブ ル 番号付き は、 番号部分を す べ て番号部分を す べ て nnnn で 表し て い ま す 。で 表し て い ま す 。

４ －３ 　 各コ マ ン ド の 説明４ －３ 　 各コ マ ン ド の 説明

44--33--11　 テ ー ブ ル　 テ ー ブ ル nnnn 番と番と TC PTC P//IPIP 開設を す る開設を す る

@ OPEN nn  @ OPEN nn  LFCR (nn(nn は開設す る 相手の テ ー ブ ル 番号は開設す る 相手の テ ー ブ ル 番号))

◆◆ 正常時の 動作正常時の 動作

SYNSYN パ ケ ッ ト を 発行し て 開設手順を 実行し ま す 。パ ケ ッ ト を 発行し て 開設手順を 実行し ま す 。通常は、通常は、直ち に 相手が 応答し て直ち に 相手が 応答し て

開設が 成立し ま す 。開設が 成立し ま す 。

@ESTABLISHEDnn @ESTABLISHEDnn LFCR   を 返し ま す 。を 返し ま す 。

LED CONNECTLED CONNECTが 緑で 点灯し 、が 緑で 点灯し 、 デ ー タ 伝送可能状態と なり ま す 。デ ー タ 伝送可能状態と なり ま す 。
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◆◆ 相手イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス が 不明の 場合相手イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス が 不明の 場合

ARPARPブ ロ ー ド キ ャ ス ト を 発行し て 取得し て か ら 正常時の 動作と なり ま す 。ブ ロ ー ド キ ャ ス ト を 発行し て 取得し て か ら 正常時の 動作と なり ま す 。

ARPARP応答が 無い 場合は、応答が 無い 場合は、@TIME@TIME△△OUTOUT△△△△ARP ARP LFCR   を 返し て 失敗を 知ら せ ま す 。を 返し て 失敗を 知ら せ ま す 。

◆◆ 相手が 応答し ない 場合相手が 応答し ない 場合

SYNSYN パ ケ ッ ト を 再送し ま す 。パ ケ ッ ト を 再送し ま す 。  (5 (5 秒間隔に秒間隔に 44 回回) ) こ の 時、こ の 時、 シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル にシ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に

@WAITING @WAITING LFCR   を 返し 、を 返し 、 処理中で 有る こ と を 知ら せ ま す 。処理中で 有る こ と を 知ら せ ま す 。

再送回数が 終了後、再送回数が 終了後、 3030 秒間応答待ち を し ま す 。秒間応答待ち を し ま す 。 3030 秒経過後秒経過後 ( (合計合計 5050 秒後秒後) ) 、、 ささ

ら に 無応答の 場合はら に 無応答の 場合は､@TIMEOVER ､@TIMEOVER LFCR   を 返し 、を 返し 、 失敗を 知ら せ ま す 。失敗を 知ら せ ま す 。

開設が失敗する と 、開設が失敗する と 、既に 取得し て いた 相手機器イ ーサネッ ト ア ド レ ス を 消去し ま す。既に 取得し て いた 相手機器イ ーサネッ ト ア ド レ ス を 消去し ま す。

従っ て 、従っ て 、 次か ら は次か ら は ARPARP が 必要と なり ま す 。が 必要と なり ま す 。

こ の 機能は、こ の 機能は、 相手機器の ハ ー ド 交換の 際に 有意義と なり ま す 。相手機器の ハ ー ド 交換の 際に 有意義と なり ま す 。

◆◆ 必要な設定が 不足の 場合必要な設定が 不足の 場合

@OPEN ERROR @OPEN ERROR LFCR   を 返し て 失敗を 知ら せ ま す 。を 返し て 失敗を 知ら せ ま す 。

必要な条件は、必要な条件は、 IPIP、、 PORTPORT、、 nnInnI、、 nnPnnP で す 。で す 。 確認し て 下さ い 。確認し て 下さ い 。

◆◆ 開設中の 場合開設中の 場合

TCPTCP//IPIP が 開設中の 場合は、が 開設中の 場合は、 @OPENINGnn @OPENINGnn LFCR   を 返し 、を 返し 、 ど の 相手と 開設中か をど の 相手と 開設中か を

知ら せ ま す 。知ら せ ま す 。 　　 UDPUDP で 開設中の 場合は、で 開設中の 場合は、 @UDP@UDP △△ ONnn ONnn LFCR   を 返し 、を 返し 、 ど の 相手ど の 相手

と 開設中か を 知ら せ ま す 。と 開設中か を 知ら せ ま す 。 　 リ ザ ル ト の　 リ ザ ル ト の nnnn 部が 指示し た テ ー ブ ル と 異なる 場合部が 指示し た テ ー ブ ル と 異なる 場合

は、は、 本来の 相手機器と は違い ま す の で 注意が 必要で す 。本来の 相手機器と は違い ま す の で 注意が 必要で す 。

44--33--22　 テ ー ブ ル　 テ ー ブ ル n nn n 番と番と U DPU DP 開設を す る開設を す る

@ UDPnn @ UDPnn LFCR (nn(nn は開設す る 相手の テ ー ブ ル 番号は開設す る 相手の テ ー ブ ル 番号))

◆◆ 正常時の 動作正常時の 動作

@UDP@UDP △△ ONnn ONnn LFCR   を 返し 、を 返し 、 開設さ れた 事を 知ら せ ま す 。開設さ れた 事を 知ら せ ま す 。

LED CONNECTLED CONNECTが 緑で 点灯し ま す 。が 緑で 点灯し ま す 。

相手イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス が 不明の 場合相手イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス が 不明の 場合

ARPARPブ ロ ー ド キ ャ ス ト を 発行し て 取得し て か ら 正常時の 動作と なり ま す 。ブ ロ ー ド キ ャ ス ト を 発行し て 取得し て か ら 正常時の 動作と なり ま す 。

ARPARP応答が 無い 場合は、応答が 無い 場合は、@TIME@TIME△△OUTOUT△△△△ARP ARP LFCR   を 返し て 失敗を 知ら せ ま す 。を 返し て 失敗を 知ら せ ま す 。

◆◆ 必要な設定が 不足の 場合必要な設定が 不足の 場合

@OPEN@OPEN △△ ERROR ERROR LFCR   を 返し て 失敗を 知ら せ ま す 。を 返し て 失敗を 知ら せ ま す 。

必要な条件は、必要な条件は、 IPIP、、 PORTPORT、、 nnInnI、、 nnPnnP で す 。で す 。 確認し て 下さ い 。確認し て 下さ い 。

◆◆ 開設中の 場合開設中の 場合

TCPTCP//IPIP が 開設中の 場合は、が 開設中の 場合は、 @OPENINGnn @OPENINGnn LFCR   を 返し 、を 返し 、 ど の 相手と 開設中か をど の 相手と 開設中か を

知ら せ ま す 。知ら せ ま す 。 　　 UDPUDP で 開設中の 場合は、で 開設中の 場合は、 @UDP@UDP △△ ONnn ONnn LFCR   を 返し 、を 返し 、 ど の 相手ど の 相手

と 開設中か を 知ら せ ま す 。と 開設中か を 知ら せ ま す 。 　 リ ザ ル ト の　 リ ザ ル ト の nnnn 部が 指示し た テ ー ブ ル と 異なる 場合部が 指示し た テ ー ブ ル と 異なる 場合

は、は、 本来の 相手機器と は違い ま す の で 注意が 必要で す本来の 相手機器と は違い ま す の で 注意が 必要で す
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44--33--44　 状態を 調べ る　 状態を 調べ る

44--33--33　　 TC PTC P//IPIP あ る い はあ る い は U DPU DP を 終了す るを 終了す る

@ QU IT @ QU IT LFCR

◆◆ TCPTCP//IPIP の 正常終了の 正常終了

FINFIN パ ケ ッ ト を 発行し て 終了手順を 開始し ま す 。パ ケ ッ ト を 発行し て 終了手順を 開始し ま す 。

通常は直ち に 相手が 応答し て 終了し ま す 。通常は直ち に 相手が 応答し て 終了し ま す 。

@TIME@TIME △△ WAITnn WAITnn LFCR   を 返し て 、を 返し て 、 タ イ ム ウ ェ イ ト 中を 知ら せ ま す 。タ イ ム ウ ェ イ ト 中を 知ら せ ま す 。

LED CONNECTLED CONNECTが 消灯し ま す 。が 消灯し ま す 。

タ イ ム ウ ェ イ ト の 設定時間タ イ ム ウ ェ イ ト の 設定時間 ( (デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト ：： 120120 秒秒) ) の 経過を 待ち ま す 。の 経過を 待ち ま す 。

@CLOSE@CLOSE △△ COMPLETED COMPLETED LFCR   を 返し て タ イ ム ウ ェ イ ト の 終了を 知ら せ ま す 。を 返し て タ イ ム ウ ェ イ ト の 終了を 知ら せ ま す 。

相手機器か ら 開設を 行っ た 場合で も 、相手機器か ら 開設を 行っ た 場合で も 、 終了が 出来ま す 。終了が 出来ま す 。

◆◆ FINFIN に 対し て 相手の 応答が 無い 場合に 対し て 相手の 応答が 無い 場合

間隔時間を 変え て間隔時間を 変え て FINFIN を 再送し ま す 。を 再送し ま す 。 こ の 時こ の 時 @WAITING @WAITING LFCR   を 送り 、を 送り 、 処理中を処理中を

知ら せ ま す 。知ら せ ま す 。

再送終了で再送終了で RSTRSTパ ケ ッ ト を 発行し て 強制終了し ま す 。パ ケ ッ ト を 発行し て 強制終了し ま す 。

@CONNECTION@CONNECTION △△ TIMEOUT TIMEOUT LFCR   を 送り 、を 送り 、 強制終了を 知ら せ ま す 。強制終了を 知ら せ ま す 。

LED CONNECTLED CONNECTが 消灯し ま す 。が 消灯し ま す 。

◆◆ UDPUDP の 終了の 終了

@UDP@UDP △△ OFF OFF LFCR   を 返し て 、を 返し て 、 終了を 知ら せ ま す 。終了を 知ら せ ま す 。

LED CONNECTLED CONNECTが 消灯し ま す 。が 消灯し ま す 。

@ STAT @ STAT LFCR

こ の コ マ ン ド に 対し てこ の コ マ ン ド に 対し て Enet-485/FAEnet-485/FA の 状態を リ ザ ル ト と し て 返し ま す 。の 状態を リ ザ ル ト と し て 返し ま す 。

　 リ ザ ル ト 意味

@CLOSING 開設無し  (タ イ ム ウ ェ イ ト で はない )

@OPENINGnn テ ー ブ ル nn番と TCP / IP開設中

@UDP△ONnn テ ー ブ ル nn番と UDP開設中

@TIME△WAITnn テ ー ブ ル nn番と の タ イ ム ウ ェ イ ト 中

@WAITING OPEN、 QUIT等の 処理中

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR
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44--33--77　 取得相手　 取得相手 M ACM AC の 一時削除の 一時削除

@ DM AC @ DM AC LFCR

◆◆ 相手テ ー ブ ル相手テ ー ブ ル 11 ～～1818 に 取得済みの 相手に 取得済みの 相手MACMAC す べ て を 一時削除し ま す 。す べ て を 一時削除し ま す 。 電源を 再電源を 再

投入す る と 、投入す る と 、 取得済み取得済み MACMAC が 復帰し ま す 。が 復帰し ま す 。

こ の コ マ ン ド 発行後にこ の コ マ ン ド 発行後に @OPENnn @OPENnn LFCR   コ マ ン ド を 発行す る と 、コ マ ン ド を 発行す る と 、ARPARPを 行ない 、を 行ない 、相相

手手 MACMAC を 再取得後に 開設要求のを 再取得後に 開設要求の SYNSYN を 送信し ま す 。を 送信し ま す 。

※※ TELNET Log in TELNET Log in 中は実行出来ま せ ん 。中は実行出来ま せ ん 。

@ TESTnn  @ TESTnn  LFCR

◆◆ テ ス ト 動作テ ス ト 動作

テ ー ブ ルテ ー ブ ル nnnn 番に 対し て番に 対し て ICMPICMP エ コ ー パ ケ ッ ト を 発行し て 相手か ら の エ コ ー をエ コ ー パ ケ ッ ト を 発行し て 相手か ら の エ コ ー を

チ ェ ッ ク し ま す 。チ ェ ッ ク し ま す 。

こ の 間、こ の 間、 LED CONNECTLED CONNECTとと PACKETPACKETが オ レ ン ジ で 点滅し ま す 。が オ レ ン ジ で 点滅し ま す 。

2020 回の回の ICMPICMP の 結果を リ ザ ル ト で 返し ま す 。の 結果を リ ザ ル ト で 返し ま す 。

@ECHO@ECHO △△ OK OK LFCR 2020 回と も 正常回と も 正常

@ECHO@ECHO △△ERROR ERROR LFCR 11 回以上エ ラ ー が 発生し た回以上エ ラ ー が 発生し た

@NO@NO △△ ECHO ECHO LFCR 11 回も 応答が 無い回も 応答が 無い

@TIME@TIME △△ OUTOUT△△△△ ARP ARP LFCR ARPARP応答が ない応答が ない

@OPEN@OPEN △△ ERROR ERROR LFCR 必要な設定が 無い必要な設定が 無い

@OPENINGnn @OPENINGnn LFCR TCPTCP//IPIP 開設中に 付き 、開設中に 付き 、 テ ス ト は行わ ないテ ス ト は行わ ない

@UDP@UDP △△ ONnn ONnn LFCR UDPUDP 開設中に 付き 、開設中に 付き 、 テ ス ト は行わ ないテ ス ト は行わ ない

応答が 無い 場合は接続、応答が 無い 場合は接続、 各種設定値、各種設定値、 サ ブ ネ ッ ト 関連設定等を 確認し て 下さ い 。サ ブ ネ ッ ト 関連設定等を 確認し て 下さ い 。

44--33--66 　 設定し た 相手機器に 対し て 通信テ ス ト を 実行す る　 設定し た 相手機器に 対し て 通信テ ス ト を 実行す る

※※ TELNET Log in TELNET Log in 中は実行出来ま せ ん 。中は実行出来ま せ ん 。

@ PROG  @ PROG  LFCR

プ ロ グ ラ ム モ ー ド と なり ま す 。プ ロ グ ラ ム モ ー ド と なり ま す 。

プ ロ グ ラ ム モ ー ド の 通信条件はこ の コ マ ン ド 実行時と 同じ で す 。プ ロ グ ラ ム モ ー ド の 通信条件はこ の コ マ ン ド 実行時と 同じ で す 。

詳細は詳細は [ [第第 11 章　 通信を 行う 前の 準備章　 通信を 行う 前の 準備] ] の 通信条件の 設定を 参照し て 下さ い 。の 通信条件の 設定を 参照し て 下さ い 。

44--33--55　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入る　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入る

※※ TELNET Log in TELNET Log in 中はプ ロ グ ラ ム モ ー ド へ 入る こ と が 出来ま せ ん 。中はプ ロ グ ラ ム モ ー ド へ 入る こ と が 出来ま せ ん 。
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４ －４ 　 コ マ ン ド 以外の 原因に よ る 事象４ －４ 　 コ マ ン ド 以外の 原因に よ る 事象

開設中で なく開設中で なく IPIP、、 ポ ー ト の 条件が 一致し た 場合、ポ ー ト の 条件が 一致し た 場合、 SYNSYN 手順で 開設を 行い ま す 。手順で 開設を 行い ま す 。

こ の 場合、こ の 場合、 テ ー ブ ル 番号の ど の 相手機器か ら で も 受付は可能で す 。テ ー ブ ル 番号の ど の 相手機器か ら で も 受付は可能で す 。

@ESTABLISHEDnn @ESTABLISHEDnn LFCR   で ど の 相手か ら の 開設か を 知ら せ ま す 。で ど の 相手か ら の 開設か を 知ら せ ま す 。

LED CONNECTLED CONNECTが 点灯し 、が 点灯し 、 デ ー タ 伝送可能と なり ま す 。デ ー タ 伝送可能と なり ま す 。

44--44--11　 相手機器か ら の　 相手機器か ら の SYNSYN パ ケ ッ ト の 受信パ ケ ッ ト の 受信

再送間隔時間を 変え て デ ー タ パ ケ ッ ト を 再送し ま す 。再送間隔時間を 変え て デ ー タ パ ケ ッ ト を 再送し ま す 。

再送終了再送終了 ( (約約1010分分) ) でで RST (RST (リ セ ッ ト パ ケ ッ トリ セ ッ ト パ ケ ッ ト ) ) を 発行し てを 発行し て TCPTCP//IPIPコ ネ ク シ ョ ン を 強コ ネ ク シ ョ ン を 強

制終了し ま す 。制終了し ま す 。

@CONNECTION@CONNECTION △△ TIMEOUT TIMEOUT LFCR   を 送り 、を 送り 、 強制終了を 知ら せ ま す 。強制終了を 知ら せ ま す 。

LED CONNECTLED CONNECTが 消灯し ま す 。が 消灯し ま す 。

44--44--22　　 Enet-485/FAEnet-485/FA か らか ら TCPTCP//IPIP へ の 伝送が 不可能な 場合へ の 伝送が 不可能な 場合

@ RVER @ RVER LFCR

◆◆ こ の コ マ ン ド に 対し てこ の コ マ ン ド に 対し て Enet-485/FAEnet-485/FAのの ROMROM バ ー ジ ョ ン を リ ザ ル ト と し て 返送バ ー ジ ョ ン を リ ザ ル ト と し て 返送

し ま す 。し ま す 。

44--33--88　　 R O MR O M バ －ジ ョ ン の 表示バ －ジ ョ ン の 表示

@CONNECTION@CONNECTION △△ REST REST LFCR   を 送りを 送り TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン は強制終了と なり ま す 。コ ネ ク シ ョ ン は強制終了と なり ま す 。

LED CONNECTLED CONNECTが 消灯し ま す 。が 消灯し ま す 。

こ の 様な事象の 発生原因こ の 様な事象の 発生原因

◆◆ 半開設半開設 ( (前開設し た 一方が 開設状態の ま ま で 反対側が 終了状態前開設し た 一方が 開設状態の ま ま で 反対側が 終了状態) ) で あ っ た 。で あ っ た 。

◆◆ シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル の フ ロ ー 制御の 影響に よ り 、シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル の フ ロ ー 制御の 影響に よ り 、相手機器か ら の デ ー タ パ ケ ッ ト相手機器か ら の デ ー タ パ ケ ッ ト

が 再送回数を 越え て も 受信出来ない 為、が 再送回数を 越え て も 受信出来ない 為、 強制切断さ れた 。強制切断さ れた 。

44--44--33　 相手機器か ら　 相手機器か ら RST (RST (リ セ ッ ト パ ケ ッ トリ セ ッ ト パ ケ ッ ト ) ) を 受信し た 場合を 受信し た 場合
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自機宛の 場合は、自機宛の 場合は、 自動的に 応答を 行い 取得し た 相手イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 合致す自動的に 応答を 行い 取得し た 相手イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 合致す

る 相手る 相手IPIPア ド レ ス に 付加し て フ ラ ッ シ ュア ド レ ス に 付加し て フ ラ ッ シ ュ ROMROM に 記憶し ま す 。に 記憶し ま す 。こ の 際、こ の 際、リ ザ ル ト を 返リ ザ ル ト を 返

す 事はあ り ま せ ん 。す 事はあ り ま せ ん 。 ( (全て 自動で 処理し ま す 。全て 自動で 処理し ま す 。))

ま た 、ま た 、 合致す る 相手合致す る 相手 IPIP が 登録さ れて い ない 場合は応答の みと なり ま す 。が 登録さ れて い ない 場合は応答の みと なり ま す 。

44--44--44　　 ARPARP ブ ロ ー ド キ ャ ス ト を 受信し た 場合ブ ロ ー ド キ ャ ス ト を 受信し た 場合

◆◆ ICMPICMPエ コ ー パ ケ ッ ト の 場合エ コ ー パ ケ ッ ト の 場合

自動的に エ コ ー パ ケ ッ ト で 応答し ま す 。自動的に エ コ ー パ ケ ッ ト で 応答し ま す 。

こ の 際、こ の 際、リ ザ ル ト を 返す こ と は有り ま せ ん 。リ ザ ル ト を 返す こ と は有り ま せ ん 。 ( (全て 自動で 処理さ れま す全て 自動で 処理さ れま す ))

44--44--55　　 IC M PIC M P パ ケ ッ ト の 受信パ ケ ッ ト の 受信

TCPTCP//IPIP 開設中、開設中、 FINFIN パ ケ ッ ト を 受信す る と コ ネ ク シ ョ ン 開設を 終了し ま す 。パ ケ ッ ト を 受信す る と コ ネ ク シ ョ ン 開設を 終了し ま す 。

@CLOSE@CLOSE △△ COMPLETED COMPLETED LFCR   を 送り 、を 送り 、 LED CONNECTLED CONNECTが 消灯し ま す 。が 消灯し ま す 。

44--44--66　 相手機器よ り　 相手機器よ り FIN  (F IN  (切断要求パ ケ ッ ト切断要求パ ケ ッ ト ) ) を 受信し た 場合を 受信し た 場合
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    第５ 章第５ 章      使用例使用例

５ －１ 　５ －１ 　 Enet-485/FAEnet-485/FA を シ ス テ ム に 組み 込む 為の 手順を シ ス テ ム に 組み 込む 為の 手順

こ こ で は、こ こ で は、シ ス テ ム にシ ス テ ム に Enet-485/FAEnet-485/FAを 組み込む 際の 基本的な手順の 例を 挙げ ま しを 組み込む 際の 基本的な手順の 例を 挙げ ま し

た 。た 。 そ れぞ れの 状況を 加味し て ご 検討下さ い 。そ れぞ れの 状況を 加味し て ご 検討下さ い 。

シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル の 通信条件の 決定

デ ー タ に 使用さ れる コ ー ド を 検討し 、 デ リ ミ タ を 決定し ま す 。

(プ ロ グ ラ ム モ ー ド CR= ,LF= ,ETX= ,DEL= ,TIM=の 各項目の い ずれか を 指定)

システム管理者に自機IPアド レスを割り 当ててもら い、 相手機器IPの情報を得ます。

他のサブネッ ト と の接続の場合は、 サブネッ ト マスク 、 デフ ォ ルト ゲート ウ ェ イ 、

サブネッ ト ブロ ード キャ スト アド レスの情報も得ます。

取得し た 情報を 元に 、 プ ロ グ ラ ム モ ー ド で 必要条件を 設定し ま す 。

必ず 設定が 必要な 項目

RS485/RS422関連： 通信条件、 デ リ ミ タ

イ ー サ ネ ッ ト 関連： 自機IP､自機PORT (プ ロ グ ラ ム モ ー ド 2/3Pag e IP= ,PORT= )

相手IP､相手PORT (プ ロ グ ラ ム モ ー ド 3/3Page nI= ,nP= nは相手TABLE No)

場合に よ り 設定が 必要な 項目

RS485/RS422関連： フ ロ ー 制御有無

イ ー サ ネ ッ ト 関連： サ ブ ネ ッ ト 関連ア ド レ ス (プ ロ グ ラ ム モ ー ド 2/3Pag e

NETM= ,DEFG= ,BRDA= )

プロ グラ ムモード を終了し ます。 パソコ ン と タ ーミ ナルソフ ト を用意し ます。

パソコ ン と Enet-R-485/FAをRS485/RS422ケーブル＋変換器で接続し 、 タ ーミ ナルソフ ト

を起動し ます。

相手機器の ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム が ホ ス ト 型の 場合ま た はEnetシ リ ー ズ の 場合は、

タ ー ミ ナ ル ソ フ ト よ り @OPENnn コ マ ン ド を 実行し て コ ネ ク シ ョ ン 開設を

行い ま す 。
相手機器の ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム が ク ラ イ ア ン ト 型の 場合は、 ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム

よ り Enet-485/FAに 対し て コ ネ ク シ ョ ン 開設を 行い ま す 。

正し く 開設の 場合双方か ら デ ー タ

送信可能で あ る か を 確認し ま す 。

開設で き ない 場合、 Enet-485/FA
の 設定値、 ネ ッ ト 環境、

ソ ケ ッ ト 側プ ロ グ ラ ム の 確認

実際に 運用の 機器接続構成／ア プ リ ケ ー シ ョ ン で 動作確認

LFCR

ど のよう なイ ーサネッ ト に接続するか確認し ます。

回線仕様、 ハード 、 コ ネク タ 、 相手機器の仕様、 ソケッ ト 通信、 サブネッ ト の有無
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Enet-485/FAEnet-485/FAに は自機に は自機IPIP//PORTPORTの 設定の 設定 (IP= ,PORT= )  (IP= ,PORT= ) 及び ホ ス ト マ シ ン の及び ホ ス ト マ シ ン の IPIP//PORTPORT

(nnI=(nnI=，， nnP= ) nnP= ) の 設定が 必要で す 。の 設定が 必要で す 。

※※ ホ ス ト か ら 開設の 場合で も 、ホ ス ト か ら 開設の 場合で も 、 nnP=hhhhnnP=hhhh を 適当な値で 必ず 設定し ま す 。を 適当な値で 必ず 設定し ま す 。

◆◆ ホ ス ト 側か らホ ス ト 側か ら TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン の 開設／切断が 可能で す 。コ ネ ク シ ョ ン の 開設／切断が 可能で す 。

ホ ス ト か ら の 開設要求に 応答し てホ ス ト か ら の 開設要求に 応答し て TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン を 開設し ま す 。コ ネ ク シ ョ ン を 開設し ま す 。

開設成功時に は、開設成功時に は、シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル 側に リ ザ ル ト 及びシ リ ア ル チ ャ ン ネ ル 側に リ ザ ル ト 及び LEDLEDに て 成功を 通知し まに て 成功を 通知し ま

す 。す 。 開設中は双方向の デ ー タ 転送が 可能で す 。開設中は双方向の デ ー タ 転送が 可能で す 。

ホ ス ト か ら の 切断要求に 応答し てホ ス ト か ら の 切断要求に 応答し て TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン を 切断し ま す 。コ ネ ク シ ョ ン を 切断し ま す 。

切断時に は、切断時に は、 シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル 側に リ ザ ル ト 及びシ リ ア ル チ ャ ン ネ ル 側に リ ザ ル ト 及び LEDLED に て 切断を 通知し ま す 。に て 切断を 通知し ま す 。

切断後は、切断後は、 デ ー タ 転送は行わ れま せ ん 。デ ー タ 転送は行わ れま せ ん 。

※※ ホ ス ト 側ソ ケ ッ ト に は、ホ ス ト 側ソ ケ ッ ト に は、 Enet-485/FAEnet-485/FA のの IP=IP=//PORT=PORT= で 指定の 値を 設定す る 必で 指定の 値を 設定す る 必

要が あ り ま す 。要が あ り ま す 。

ま た 、ま た 、 ホ ス ト 側自身のホ ス ト 側自身の IPIP ア ド レ ス も 必要で す 。ア ド レ ス も 必要で す 。

◆◆ Enet-485/FAEnet-485/FA 側か ら側か ら TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン の 開設／切断が 可能で す 。コ ネ ク シ ョ ン の 開設／切断が 可能で す 。

シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ のシ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ の OPENOPEN コ マ ン ド に よ り 、コ マ ン ド に よ り 、開設要求を 出力し ま す 。開設要求を 出力し ま す 。開設応開設応

答受信に よ り リ ザ ル ト に て 成功を 通知し ま す 。答受信に よ り リ ザ ル ト に て 成功を 通知し ま す 。

開設中は双方向の デ ー タ 転送が 可能で す 。開設中は双方向の デ ー タ 転送が 可能で す 。

切断は、切断は、シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ のシ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ の QUITQUITコ マ ン ド に よ り 、コ マ ン ド に よ り 、切断要求を 出力し ま す 。切断要求を 出力し ま す 。

切断応答の 受信に よ り タ イ ム ウ エ イ ト 状態と なり ま す 。切断応答の 受信に よ り タ イ ム ウ エ イ ト 状態と なり ま す 。

ウ エ イ ト 時間の デ フ ォ ル ト は、ウ エ イ ト 時間の デ フ ォ ル ト は、 WAIT=120 (WAIT=120 (秒秒) ) で す 。で す 。

ウ エ イ ト 時間経過後、ウ エ イ ト 時間経過後、 リ ザ ル ト に て 切断を 通知し ま す 。リ ザ ル ト に て 切断を 通知し ま す 。

切断後は、切断後は、 デ ー タ 伝送は行わ れま せ ん 。デ ー タ 伝送は行わ れま せ ん 。

５ －２ 　 使用例５ －２ 　 使用例

ホ ス ト に は、ホ ス ト に は、 ソ ケ ッ ト 通信の ア プ リ ケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム が 必要に なり ま す 。ソ ケ ッ ト 通信の ア プ リ ケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム が 必要に なり ま す 。

Enet-485/FAEnet-485/FA が サ ポ ー ト し て い る 手順、が サ ポ ー ト し て い る 手順、 ホ ス ト マ シ ン が サ ポ ー ト し て い る 手順をホ ス ト マ シ ン が サ ポ ー ト し て い る 手順を

組み合わ せ て 構築し て 下さ い 。組み合わ せ て 構築し て 下さ い 。

55--22--11　 ホ ス ト ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン 等と の 接続　 ホ ス ト ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン 等と の 接続

RS485/RS422イ ー サ ネ ッ ト Enet-485/FA

ホ ス ト

＋ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム

UNIX,W indowsPC

Enet-485/FA



5050

第５ 章　 使用例第５ 章　 使用例

55--22--22　　 EnetEnet シ リ ー ズ 同士の 通信シ リ ー ズ 同士の 通信

イ ー サ ネ ッ ト を 利用し たイ ー サ ネ ッ ト を 利用し た  [ [弊社弊社 EnetEnet シ リ ー ズシ リ ー ズ ] ] 同士の 通信も 行え ま す 。同士の 通信も 行え ま す 。 イ ー サ ネ ッイ ー サ ネ ッ

ト を 介し て 接続す る こ と で 距離の 延長、ト を 介し て 接続す る こ と で 距離の 延長、敷線費用の 削減敷線費用の 削減 ( (既存配線の 利用、既存配線の 利用、他の シ ス他の シ ス

テ ム と の 共用テ ム と の 共用) ) が 可能で す 。が 可能で す 。

双方に双方に IPIP、、 ポ ー ト の 設定が 必要で す 。ポ ー ト の 設定が 必要で す 。

55--22--33 　 測定器、　 測定器、 バ ー コ ー ド リ ー ダ 等の 接続バ ー コ ー ド リ ー ダ 等の 接続

コ マ ン ド 発行、コ マ ン ド 発行、応答の 出来ない 測定器等の デ ー タ を ホ ス ト ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン で応答の 出来ない 測定器等の デ ー タ を ホ ス ト ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン で

収集す る シ ス テ ム に 使用で き ま す 。収集す る シ ス テ ム に 使用で き ま す 。

自機IP,PORT及び 相手機器IP,PORT

コ マ ン ド は 無効と し ま す 。 COM=

リ ザ ル ト も 無効と し ま す 。 RMSG=D

Enet-485/FA側か ら コ ネ ク シ ョ ン 開設を 行う 場合は 、 PW=nnX(自動開設)の 設

定を 行い ま す 。

プ ロ グラ ムモ ード を終了し てEnet-485/ACを システムに組み込みま す。

Enet-485/ACに必要な条件を 設定する。

システム組み込み前にプ ロ グラ ムモ ード で必要な条件を 設定し ま す。

LFCR

LFCR

RS485/RS422イ ー サ ネ ッ ト Enet-485/FA

ホ ス ト W.S.

Enet-485/FA
測定器e.t.c.

イ ー サ ネ ッ ト

RS485/RS422 シ リ ア ル 接続

例

IP=192.168.0.10

PORT=1234

1I= 192.168.0.20

1P=A1B1

IP=192.168.0.20

PORT=A1B1

1I=192.168.0.10

1P=1234

123456…

端末機器

Enetシ リ ー ズ

Enet-485/FA

Enet-485/FA

123456…

端末機器



5151

第５ 章　 使用例第５ 章　 使用例

55--22--44　 マ ル チ ポ －ト で の 使用　 マ ル チ ポ －ト で の 使用

◆◆ マ ル チ ポ ー ト モ ー ド と はマ ル チ ポ ー ト モ ー ド と は

マ ル チ ポ ー ト モ ー ド を 指定す る とマ ル チ ポ ー ト モ ー ド を 指定す る と Enet-485/FAEnet-485/FA の ソ ー ス ポ ー トの ソ ー ス ポ ー ト NoNo がが 22 つつ

指定可能と なり ま す 。指定可能と なり ま す 。　　 ホ ス ト の ア プ リ ケ ー シ ョ ン が 送受信で 別の ポ ー ト を 使用ホ ス ト の ア プ リ ケ ー シ ョ ン が 送受信で 別の ポ ー ト を 使用

し た い 様な場合に 利用し ま す 。し た い 様な場合に 利用し ま す 。

別々のソ ース ポー ト別々のソ ース ポー ト NoNoの指定を 行う 事に よ り 以下のよ う な通信が可能と なり ま す。の指定を 行う 事に よ り 以下のよ う な通信が可能と なり ま す。

相手機器Ａ

IP:192.168.5.10

受信ソ ケ ッ ト

SP=1111

DP=2221

相手機器Ｂ

IP:192.168.5.20

送信ソ ケ ッ ト

SP= 1112

DP= 2222

Enet-485/AC IP=192.168.5.30

RS485/RS422機器

送信ソ ケ ッ ト 受信ソ ケ ッ ト
TABLE No1 TABLE No11

1I=192.168.5.10

1P=1111(DP)

1SP=2221

11I= 192.168.5.20

11P=1112(DP)

11SP= 2222

イ ー サ ネ ッ ト

SP=ソ ー ス ポ ー ト
DP= デ ス ト ネ ー シ ョ ン ポ ー ト

① ②

① ②

デ ー タ の 流れ
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*** PROGRAM 3*** PROGRAM 3//3 ***3 ***
HOST IP ADDRESSHOST IP ADDRESS　　 DEST PORTDEST PORT　　 HOST ETHERNET ADDRESSHOST ETHERNET ADDRESS　　 SOURCE PORTSOURCE PORT　　 POWER ON E-RPOWER ON E-R
  1I= 0.0.0.0  1I= 0.0.0.0                                  1P= 0000        1M=00:00:00:00:00:001P= 0000        1M=00:00:00:00:00:00                      1SP=00001SP=0000                      1PW=D1PW=D
11I= 0.0.0.0                11P=0000      11M=00:00:00:00:00:00         11SP=0000         11PW=D11I= 0.0.0.0                11P=0000      11M=00:00:00:00:00:00         11SP=0000         11PW=D

◆◆ マ ル チ ポ ー ト モ ー ド の 指定と 設定マ ル チ ポ ー ト モ ー ド の 指定と 設定

プ ロ グ ラ ム モ ー ドプ ロ グ ラ ム モ ー ド 22//33 ペ ー ジ の 指定でペ ー ジ の 指定で M=EM=E と す る と マ ル チ ポ ー ト モ ー ド と なりと す る と マ ル チ ポ ー ト モ ー ド と なり

プ ロ グ ラ ム モ ー ド 設定値の リ ザ ル ト 返送が 以下と なり ま す 。プ ロ グ ラ ム モ ー ド 設定値の リ ザ ル ト 返送が 以下と なり ま す 。

*** PROGRAM 2*** PROGRAM 2//3 ***3 ***
MAC=00:C0:84:00:00:00MAC=00:C0:84:00:00:00 ETHERNET ADDRESSETHERNET ADDRESS
IP=192.168.0.10IP=192.168.0.10 IP ADDRESSIP ADDRESS
PORT=0000PORT=0000 SOURCE PORT NUMBERSOURCE PORT NUMBER
NETM=0.0.0.0NETM=0.0.0.0 NETMASKNETMASK
DEFG=0.0.0.0DEFG=0.0.0.0 DEFAULT GATEWAYDEFAULT GATEWAY
BRDA=255.255.255.255BRDA=255.255.255.255 BROADCAST ADDRESSBROADCAST ADDRESS
WAIT=120WAIT=120 TIME WAIT(sec)TIME WAIT(sec)
USER=USER= USER NAMEUSER NAME
PASS=Enet-485FAPASS=Enet-485FA TELNET PASS WORDTELNET PASS WORD
OBSP=0000OBSP=0000 OBSERVATION UDP PORT NUMBEROBSERVATION UDP PORT NUMBER
PW=  0TPW=  0T POWER ON CONNECTPOWER ON CONNECT
PWCT=   10PWCT=   10 POWER ON CONNECT RETRY COUNTER[0:INFINITY]POWER ON CONNECT RETRY COUNTER[0:INFINITY]
PWTM=   60PWTM=   60 POWER ON CONNECT RETRY TIMER[30-1200 Sec]POWER ON CONNECT RETRY TIMER[30-1200 Sec]
DCT=    0DCT=    0 DISCONNECTED RETRY COUNTER[999:INFINITY]DISCONNECTED RETRY COUNTER[999:INFINITY]
DTM=  60DTM=  60 DISCONNECTED RETRY TIMER[30-1200 Sec]DISCONNECTED RETRY TIMER[30-1200 Sec]
TRY=NTRY=N RETRY COUNTER[N/S]RETRY COUNTER[N/S]
WTM=    0WTM=    0 KEEP WATCH TIMER[0-60 Min]KEEP WATCH TIMER[0-60 Min]
M=DM=D MULTI PORT[E/D]MULTI PORT[E/D]
HEAD=DHEAD=D UDP TABLE HEADER[E/D]UDP TABLE HEADER[E/D]
MCK=EMCK=E RECV TCP/IP MAC CHECK[E/D]RECV TCP/IP MAC CHECK[E/D]

▼▼ PORT=PORT= 及び及び PW=PW= の 指定が 無効と なり 表示さ れま せ ん 。の 指定が 無効と なり 表示さ れま せ ん 。

▼▼ PORT (PORT (ソ ー ス ポ ー トソ ー ス ポ ー ト ) ) と Ｐ Ｗと Ｐ Ｗ ( (パ ワ －オ ン コ ネ ク トパ ワ －オ ン コ ネ ク ト ) ) の 指定は新た にの 指定は新た に 33//33ペ ー ジ でペ ー ジ で

設定し ま す 。設定し ま す 。

▼▼ 通信相手テ ー ブ ル の 対象が通信相手テ ー ブ ル の 対象が No1No1 とと No11No11 に 限定さ れま す 。に 限定さ れま す 。

こ の 通信相手以外に 指定の 相手と は通信出来なく なり ま す 。こ の 通信相手以外に 指定の 相手と は通信出来なく なり ま す 。

▼▼ 1I= ,1P=1I= ,1P= に は、に は、シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル か ら 受信し た デ ー タ を 送信し た い 相手を 指定シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル か ら 受信し た デ ー タ を 送信し た い 相手を 指定

し ま す 。し ま す 。

1SP=1SP= にに Enet-485/FAEnet-485/FA の ソ ー ス ポ ー トの ソ ー ス ポ ー ト NoNo を 指定し ま す 。を 指定し ま す 。

指定の 方法は指定の 方法は PORT=PORT= と 同様で す 。と 同様で す 。

上記に よ り上記に よ り No1No1の テ ー ブ ル に 指定し た 相手に 対し て イ ー サ ネ ッ ト デ ー タ を 送信しの テ ー ブ ル に 指定し た 相手に 対し て イ ー サ ネ ッ ト デ ー タ を 送信し

ま す 。ま す 。

送信専用の ポ ー ト と なり ま す 。送信専用の ポ ー ト と なり ま す 。 ( (※通信相手イ ー サ ネ ッ ト 機器が 誤っ て イ ー※通信相手イ ー サ ネ ッ ト 機器が 誤っ て イ ー ササ

ネ ッ ト デ ー タ を こ の ポ ー ト へネ ッ ト デ ー タ を こ の ポ ー ト へ 送信し た 場合、送信し た 場合、 通信維持の 為に 受信デ ー タ を シ通信維持の 為に 受信デ ー タ を シ

リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ 送信し ま す 。リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ 送信し ま す 。))
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▼▼ 11I= ,11P=11I= ,11P= に は、に は、 イ ー サ ネ ッ ト よ り デ ー タ を 受信す る 相手を 指定し ま す 。イ ー サ ネ ッ ト よ り デ ー タ を 受信す る 相手を 指定し ま す 。

11SP=11SP= にに Enet-485/FAEnet-485/FA の ソ ー ス ポ ー トの ソ ー ス ポ ー ト NoNo を 指定し ま す 。を 指定し ま す 。

上記に よ り上記に よ り No11No11の テ ー ブ ル に 指定さ れた 相手よ り の イ ー サ ネ ッ ト デ ー タ を 受信の テ ー ブ ル に 指定さ れた 相手よ り の イ ー サ ネ ッ ト デ ー タ を 受信

し て シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ 送信し ま す 。し て シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ 送信し ま す 。

受信専用の ポ ー ト と なり ま す 。受信専用の ポ ー ト と なり ま す 。

▼▼ PW ON CONNECT (PW ON CONNECT (電源投入時／再起動時の 動作電源投入時／再起動時の 動作) ) の 機能を 使用す る 場合は、の 機能を 使用す る 場合は、 そそ

れぞ れの テ ー ブ ル 毎に 可能で す 。れぞ れの テ ー ブ ル 毎に 可能で す 。

1PW=E 1PW=E LFCR  (PW ON CONNECT TCP (PW ON CONNECT TCP//IPIP モ ー ド で 実行モ ー ド で 実行))

1PW=D 1PW=D LFCR  (PW ON CONNECT (PW ON CONNECT機能を 使用し ない ）機能を 使用し ない ）

1PW=U 1PW=U LFCR  (UDP (UDP モ ー ド で 起動す る ）モ ー ド で 起動す る ）

▼▼ EE--RR の 所は、の 所は、 そ れぞ れイ ー サ 、そ れぞ れイ ー サ 、 シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル を 表し て い ま す 。シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル を 表し て い ま す 。

相手テ ー ブ ル の相手テ ー ブ ル の IP,PORTIP,PORTが 設定さ れる と デ ー タ の 向き を 矢印で 表し ま す 。が 設定さ れる と デ ー タ の 向き を 矢印で 表し ま す 。

入力は出来ま せ ん 。入力は出来ま せ ん 。

◆◆ 表示例表示例

*** PROGRAM 3*** PROGRAM 3//3 ***3 ***
HOST IP ADDRESSHOST IP ADDRESS　　 DEST PORTDEST PORT　　 HOST ETHERNETHOST ETHERNET　　 ADDRESSADDRESS　　 SOURCE PORTSOURCE PORT　　 POWER ON E-RPOWER ON E-R
  1I= 192.168.10.10  1I= 192.168.10.10            1P=12341P=1234                1M=00:00:00:00:00:001M=00:00:00:00:00:00                              1SP=5678 1SP=5678                   1PW= D  1PW= D  　 ←　 ←
11I=192.168.10.20    11P=ABCD    11M=00:00:00:00:00:00              11SP=EFAB        11PW=D  11I= 192.168.10.20    11P=ABCD    11M=00:00:00:00:00:00              11SP=EFAB        11PW=D  　 →　 →

◆◆ コ マ ン ドコ マ ン ド

マ ル チ ポ ー ト 動作時に コ マ ン ド に よ る 開設等を 行う 場合は、マ ル チ ポ ー ト 動作時に コ マ ン ド に よ る 開設等を 行う 場合は、 以下と なり ま す 。以下と なり ま す 。

@OPEN1 @OPEN1 LFCR   ま た はま た は @OPEN11 @OPEN11 LFCR   指定テ ー ブ ル の 相手と指定テ ー ブ ル の 相手と TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョコ ネ ク シ ョ

ン 開設を 行う 。ン 開設を 行う 。

　　 @UDP1 @UDP1 LFCR   ま た はま た は @UDP11 @UDP11 LFCR   指定テ ー ブ ル の 相手と指定テ ー ブ ル の 相手と UDPUDPモ ー ド で の 通信をモ ー ド で の 通信を

行う 。行う 。

　　 @QUIT1 @QUIT1 LFCR   ま た はま た は @QUIT11 @QUIT11 LFCR   指定テ ー ブ ル の 相手と の指定テ ー ブ ル の 相手と の TCPTCP//IPIPコ ネ ク シ ョコ ネ ク シ ョ

ン ま た はン ま た は UDPUDP を 終了し ま す 。を 終了し ま す 。

◆◆ コ マ ン ド に 対す る リ ザ ル トコ マ ン ド に 対す る リ ザ ル ト

マ ル チ モ ー ド 時はそ れぞ れ別の 遷移で 動作し て い る 為、マ ル チ モ ー ド 時はそ れぞ れ別の 遷移で 動作し て い る 為、コ マ ン ド に 対す る リ ザ ルコ マ ン ド に 対す る リ ザ ル

ト が 対応テ ー ブ ル 毎に 返送さ れま す 。ト が 対応テ ー ブ ル 毎に 返送さ れま す 。

◆◆ シ リ ア ル バ ッ フ ァ の 扱いシ リ ア ル バ ッ フ ァ の 扱い

テ ー ブ ルテ ー ブ ル No.1No.1 の 相手と 通信可能状態で ない 場合に シ リ ア ル へ 受信の デ ー タ は破の 相手と 通信可能状態で ない 場合に シ リ ア ル へ 受信の デ ー タ は破

棄ま た は棄ま た は ECHOECHO さ れま す 。さ れま す 。
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６ －２ 　 使用環境、６ －２ 　 使用環境、 消費電流消費電流

    第６ 章第６ 章      物理的仕様物理的仕様

６ －１ 　 ハ ー ド 構成、６ －１ 　 ハ ー ド 構成、 仕様仕様

◆◆ RS485RS485//RS422RS422 部部

◆◆ ハ ー ド 構成ハ ー ド 構成

※※ DC/DCDC/DCコ ン バ ー タ と フ ォ ト カ プ ラ に よ り 絶縁さ れて い ま す 。コ ン バ ー タ と フ ォ ト カ プ ラ に よ り 絶縁さ れて い ま す 。

※※ シ リ コ ン サ －ジ ア ブ ソ －バ に つ い てシ リ コ ン サ －ジ ア ブ ソ －バ に つ い て

　▼　▼ 急峻なサ －ジ に 対し て 、急峻なサ －ジ に 対し て 、 高速応答性に 優れて い ま す 。高速応答性に 優れて い ま す 。

　▼　▼ ブ レ －ク ダ ウ ン 電圧ブ レ －ク ダ ウ ン 電圧：： 7.5V7.5V

　▼　▼ 繰り 返し サ －ジ に 対し て ほと ん ど 劣化し ま せ ん 。繰り 返し サ －ジ に 対し て ほと ん ど 劣化し ま せ ん 。

通 信 速 度
300,600,1200,2400,4800,9600,19200,38400
76800,153600,14400,28800,57600,115200,230400

デ ー タ 長 7,8

ス ト ッ プ ビ ッ ト 1,2

パ リ テ ィ 無し 、 EVEN、 ODD

フ ロ ー 制 御 XON / XOFF

バ ッ フ ァ メ モ リ 入力96kバ イ ト 、 出力96kバ イ ト

コ ネ ク タ 5ピ ン 端子台 (2線／4線切換可能)

【【 Enet-485Enet-485// FAFA 本体】本体】

◆◆ 動作条件動作条件 温度温度 -20-20 ～～ 7070℃℃

湿度湿度 耐湿、耐湿、 耐結露、耐結露、 防塵防塵

◆◆ 入力電圧範囲入力電圧範囲 AACC 85V85V ～～ 264V (50264V (50//60Hz)60Hz)

◆◆ 消費電流消費電流 100100VV 最大約最大約 5050m Am A (5W) (5W)

※※ AV125VAV125V以上で ご 使用の 場合は、以上で ご 使用の 場合は、 本体プ ラ グ を 対応す る 電圧形状の も の に 交換し本体プ ラ グ を 対応す る 電圧形状の も の に 交換し

て く だ さ い 。て く だ さ い 。本機で 使われて い る プ ラ グ は、本機で 使われて い る プ ラ グ は、AC125VAC125Vま で の 対応と なっ て お り ま す。ま で の 対応と なっ て お り ま す。

CPU ／ LAN ／ メ モ リ   ARM@cortexTM-M3   (テ キ サ ス イ ン ス ツ ル メ ン ツ )

シ リ ア ル コ ネ ク タ   Dsub9ピ ン オ ス   (DTE配列)

イ ー サ ネ ッ ト コ ネ ク タ   10 / 100Baseコ ネ ク タ   (RJ45モ ジ ュ ラ コ ネ ク タ )
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６ －３ 　 形状、６ －３ 　 形状、 重量重量

【【 Enet-485/FAEnet-485/FA】】

◆◆ 寸法寸法 幅幅 162mm (162mm (ネ ジ 頭除くネ ジ 頭除く ))

高さ高さ 31mm (31mm (ク ッ シ ョ ン ラ バ ー 含むク ッ シ ョ ン ラ バ ー 含む ))

奥行奥行 118mm (118mm (コ ネ ク タ 突起部除くコ ネ ク タ 突起部除く ))

◆◆ 重量重量 約約 600g600g

◆◆ オ プ シ ョ ン でオ プ シ ョ ン で DINDIN レ －ル 取付金具の 装着が 可能で す 。レ －ル 取付金具の 装着が 可能で す 。 ( (型式型式：： DRA-1)DRA-1)

◆◆ 外観図外観図

縮尺： Free

(単位mm)

162

3
1

Enet-485/FA
Et her net/RS485

PROGPOWERCONNECTPACKETPROG

EtheNETTXD-RXD+ TXD+RXD-FGRS485

1
1
8
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【【 DINDIN レ －ル 取付金具穴位置寸法図】レ －ル 取付金具穴位置寸法図】
1
1
8

4
0

3
6

83

4-M3

DINレ ー ル 金具用
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６ －５ 　 ケ －ブ ル 接続例６ －５ 　 ケ －ブ ル 接続例

◆◆ RS422RS422 及び及び RS485 4RS485 4 線式の 配線は線式の 配線は 44 線使用し ま す 。線使用し ま す 。

◆◆ RS485 2RS485 2 線で は線で は TXDTXD ＋＋  とと TXDTXD －－  を 使用し ま す 。を 使用し ま す 。

TXD＋

TXD－

RXD＋

RXD－

TXD＋

TXD－

RXD＋

RXD－

Enet-485/FA 相手機器

TXD＋

TXD－

RXD＋

RXD－

D＋

D－

D＋

D－

D＋

D－

※RXD＋、 RXD－は 配線し な い で

オ ー プ ン で 使用し ま す 。

Enet-485/FA 相手機器

相手機器

相手機器

６ －４ 　６ －４ 　 RS485RS485//RS422RS422 ピ ン ア サ イ ンピ ン ア サ イ ン

端子の ネ ジ は端子の ネ ジ は M3M3 で す 。で す 。ｹー ﾌﾞ ﾙｹー ﾌﾞ ﾙの 被覆は、の 被覆は、 5mm5mm 剥い て ネ ジ 止め し ま す 。剥い て ネ ジ 止め し ま す 。 なお 撚線の 場なお 撚線の 場

合剥い だ 部分の 半田付け は端子台取付に は適し ま せ ん の で 、合剥い だ 部分の 半田付け は端子台取付に は適し ま せ ん の で 、UU字、字、OO字圧着端子等を字圧着端子等を

ご 使用下さ い 。ご 使用下さ い 。

ピ ン 番号 信号名 方向 説明

1 TXD＋ 出力／入出力 　 4線式送信デ ー タ ＋／2線式送受信デ ー タ ＋

2 TXD－ 出力／入出力 　 4線式送信デ ー タ ー ／2線式送受信デ ー タ ー

3 RXD＋ 入力 　 受信デ ー タ ＋ (4線式の み)

4 RXD－ 入力 　 受信デ ー タ ー  (4線式の み)

5 FG － 　 フ レ ー ム グ ラ ン ド
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６ －６ 　６ －６ 　 R S485R S485//R S422R S422 ケ －ブ ル に つ い てケ －ブ ル に つ い て

RS485RS485//RS422RS422 ケ ー ブ ル は、ケ ー ブ ル は、 特に 指定はあ り ま せ ん が 、特に 指定はあ り ま せ ん が 、 AWG24AWG24 ～～ 2626、、 線径線径0.40.4 ～～0.70.7

程度の も の が 通信用と し て 適し ま す 。程度の も の が 通信用と し て 適し ま す 。

Enet-485/FAEnet-485/FA は、は、 Ｆ Ｇ 端子の ケ ー ブ ル シ ー ル ド へ の 結線、Ｆ Ｇ 端子の ケ ー ブ ル シ ー ル ド へ の 結線、 ケ ー ブ ル シ ー ル ド のケ ー ブ ル シ ー ル ド の

ア ー ス 処理が 適切に 行わ れ て い な い と サ ー ジ ア ブ ソ ー バ の 機能が 働き ま せ ん 。ア ー ス 処理が 適切に 行わ れ て い な い と サ ー ジ ア ブ ソ ー バ の 機能が 働き ま せ ん 。

ま た 、ま た 、 RS422RS422 ラ イ ン の 対ノ イ ズ 性も 低下し ま す 。ラ イ ン の 対ノ イ ズ 性も 低下し ま す 。

下図を 参照し なが ら 、下図を 参照し なが ら 、 ケ ー ブ ル 結線、ケ ー ブ ル 結線、 ア ー ス 処理を 行っ て 下さ い 。ア ー ス 処理を 行っ て 下さ い 。

①① 接続さ れる 機器が 双方と も ア －ス 処理、接続さ れる 機器が 双方と も ア －ス 処理、 及び及び FGFG 端子の 結線が 行わ れて い ない 場端子の 結線が 行わ れて い ない 場

合は、合は、 下図の 通り に シ －ル ド を ア －ス 処理し ま す 。下図の 通り に シ －ル ド を ア －ス 処理し ま す 。

②② 接続さ れる 機器の ど ち ら も ア －ス 処理が さ れて お り 、接続さ れる 機器の ど ち ら も ア －ス 処理が さ れて お り 、 Enet-485/FAEnet-485/FA のの 55 番ピ番ピ

ン が 結線さ れて い る 場合は、ン が 結線さ れて い る 場合は、 ケ －ブ ル シ －ル ド の 片側はオ －プ ン に し ま す 。ケ －ブ ル シ －ル ド の 片側はオ －プ ン に し ま す 。

((ア －ス のア －ス の 22 点処理を 防ぐ 為点処理を 防ぐ 為))

６ －７ 　 デ ィ ッ プ ス イ ッ チ６ －７ 　 デ ィ ッ プ ス イ ッ チ

上蓋を 開け て 内部の デ ィ ッ プ ス イ ッ チ を上蓋を 開け て 内部の デ ィ ッ プ ス イ ッ チ を RS485RS485//RS422RS422の 使用状況に 合わ せて 設定しの 使用状況に 合わ せて 設定し

て 下さ い 。て 下さ い 。

番号 ON OFF

1 　 2線式　 TXD＋　 RXD＋　 シ ョ ー ト 　 4線式　 TXD＋　 RXD＋　 分離

2 　 2線式　 TXD－　 RXD－　 シ ョ ー ト 　 4線式　 TXD－　 RXD－　 分離

3 　 2線式　 送受信制御 　 4線式　 全二重

4 　 2線式　 送受信制御 　 4線式　 全二重

5 　 バ イ ア ス 抵抗＋　 有効 　 バ イ ア ス 抵抗＋　 無効

6 　 終端抵抗有効 　 終端抵抗無効

7 　 終端抵抗有効 　 終端抵抗無効

8 　 バ イ ア ス 抵抗－　 有効 　 バ イ ア ス 抵抗－　 無効

1： TXD＋
2： TXD－

3： RXD＋
4： RXD－

5： FG

FG

TXD＋
TXD－

RXD＋
RXD－

②の 場合は片側を オ ー プ ン に し ま す。

シ ー ル ド と FG端子の 結線

シ ー ル ド の ア ー ス 処理は確実に 行い ま す。

②の 場合はア ー ス 処理の 必要はあ り ま せん 。

Enet-485/FA 他の 機器
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◆◆ RS422RS422

12341234 はは OFFOFF、、 56785678 はは ONON で 使用し ま す 。で 使用し ま す 。

◆◆ RS485 (2RS485 (2 線式バ ス ラ イ ン線式バ ス ラ イ ン ))

12341234 はは ONON と し ま す 。と し ま す 。 56785678 はバ ス ラ イ ン の 設置位置に よ り 異な り ま す 。はバ ス ラ イ ン の 設置位置に よ り 異な り ま す 。

6767 は終端の 場合には終端の 場合に ONON と し ま す 。と し ま す 。 66、、 77 の 両方をの 両方を ONON に し て 下さ い 。に し て 下さ い 。

5858 はた だ 一つ の 終端ではた だ 一つ の 終端で ONON と し ま す 。と し ま す 。

Enet-485/FAEnet-485/FA 以外の 接続機器の 設定条件も 考慮し て 設定を 行っ て 下さ い 。以外の 接続機器の 設定条件も 考慮し て 設定を 行っ て 下さ い 。

◆◆ RS485 (4RS485 (4 線式バ ス ラ イ ン線式バ ス ラ イ ン ))

12341234 はは OFFOFF、、 56785678 はバ ス ラ イ ン の 設置位置に よ り 異なり ま す 。はバ ス ラ イ ン の 設置位置に よ り 異なり ま す 。

終端の 場合は終端の 場合は 56785678 はは ONON と し ま す 。と し ま す 。

Enet-485/FAEnet-485/FA 以外の 接続機器の 設定条件も 考慮し て 設定を 行っ て 下さ い 。以外の 接続機器の 設定条件も 考慮し て 設定を 行っ て 下さ い 。

補　 足補　 足 終端抵抗　終端抵抗　 ：： デ ー タ の 反射を 防ぐ た め に バ ス の 両端に 必要で す 。デ ー タ の 反射を 防ぐ た め に バ ス の 両端に 必要で す 。

ア ス 抵抗　ア ス 抵抗　 ：： ロ ジ ッ ク レ ベ ル を 安定す る た め に バ ス ラ イ ン 中のロ ジ ッ ク レ ベ ル を 安定す る た め に バ ス ラ イ ン 中の 11 台に つ台に つ

い て 接続し ま す 。い て 接続し ま す 。 入力端子が オ ー プ ン に なっ た 場合に ロ入力端子が オ ー プ ン に なっ た 場合に ロ

ジ ッ ク レ ベ ル が 不安定に なる 要素を 排除し ま す 。ジ ッ ク レ ベ ル が 不安定に なる 要素を 排除し ま す 。

こ れら の 処置が正し く 行われて い ない 場合に は、こ れら の 処置が正し く 行われて い ない 場合に は、送信し て い ない デ ー タ を 受送信し て い ない デ ー タ を 受

信し た り 、信し た り 、 受信デ ー タ が 化け る 等の 現象が 起き ま す 。受信デ ー タ が 化け る 等の 現象が 起き ま す 。

６ －８ 　 イ ー サ ネ ッ ト コ ネ ク タ６ －８ 　 イ ー サ ネ ッ ト コ ネ ク タ  (RJ45 )   (RJ45 )  ピ ン ア サ イ ンピ ン ア サ イ ン

方向方向

→→ Enet-485/FAEnet-485/FA か ら の 出力信号か ら の 出力信号

←← Enet-485/FAEnet-485/FA へ の 入力信号へ の 入力信号

※※ 10or100Base10or100Base は自動認識で す 。は自動認識で す 。

Enet-485Enet-485/FA/FA は、は、 イ ー サ ネ ッ ト コ ネ ク タ と し て 、イ ー サ ネ ッ ト コ ネ ク タ と し て 、 10/100Base10/100Base を 装備し て い ま す 。を 装備し て い ま す 。

ピ ン 番号 信号名 方向 説明

1 　 デ ー タ 出力＋ → 　 送信線＋

2 　 デ ー タ 出力－ → 　 送信線－

3 　 デ ー タ 入力＋ ← 　 受信線＋

4 　 NC 　 未接続

5 　 NC 　 未接続

6 　 デ ー タ 入力－ ← 　 受信線－

7 　 NC 　 未接続

8 　 NC 　 未接続
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６ －９ 　６ －９ 　 RS485RS485//RS422RS422 回路図回路図
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TXD-

RXD+

RXD-

FG

RXD

TXD

送受信制御

VCCF

620Ω

120Ω

620Ω

GNDF
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TX-

RX+

RX-

DR

REC

DRE

REC
E

フ ェ ー ル

セ ー フ

静電

対策

回路

GNDF

デ ィ ッ プ ス イ ッ チ

1

2

3

4

5

6

7

8

デ ィ ッ プ ス イ ッ チ 設定

1： 4/2線式切り 替え

2： 4/2線式切り 替え

3： 送受信制御

4： 送受信制御

5： バイ ア ス 抵抗＋
6： 終端抵抗

7： 終端抵抗
8： バイ ア ス 抵抗－
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Ｑ ．Ｑ ． ど の よ う な イ ー サ ネ ッ ト 機器と 接続実績が あ り ま す か ？ど の よ う な イ ー サ ネ ッ ト 機器と 接続実績が あ り ま す か ？

ＡＡ ．． UNIXUNIX マ シ ン 、マ シ ン 、 FreeBSDFreeBSD、、 WindowsPCWindowsPC 等と の 接続実績が あ り ま す 。等と の 接続実績が あ り ま す 。

Ｑ ．Ｑ ． イ ー サ ネ ッ ト 側通信相手機器に ソ ケ ッ ト ア プ リ ケ ー シ ョ ン が 必要と あ り ま すイ ー サ ネ ッ ト 側通信相手機器に ソ ケ ッ ト ア プ リ ケ ー シ ョ ン が 必要と あ り ま す

がが ､､ ど う い う 事で す か ？ど う い う 事で す か ？

ＡＡ ．． EnetEnetシ リ ー ズ は、シ リ ー ズ は、通常通常TCPTCP//IPIPプ ロ ト コ ル を 使用し て イ ー サ ネ ッ ト 機器と 通信をプ ロ ト コ ル を 使用し て イ ー サ ネ ッ ト 機器と 通信を

行い ま す 。行い ま す 。 た と え ば、た と え ば、 WindowsPCWindowsPC とと EnetEnet が 通信を 行う 場合、が 通信を 行う 場合、 EnetEnet シ リ ー ズ よシ リ ー ズ よ

り 受信し たり 受信し た TCPTCP//IPIPデ ー タ を ど の よ う に 扱う の かデ ー タ を ど の よ う に 扱う の か  ( (画面に 表示／集計／フ ァ イ ル 書画面に 表示／集計／フ ァ イ ル 書

き 込み等き 込み等) ) ま た は、ま た は、 PCPC よ り ど の よ う なよ り ど の よ う な TCPTCP//IPIP デ ー タ をデ ー タ を EnetEnet シ リ ー ズ に 送信すシ リ ー ズ に 送信す

る の か ？等はる の か ？等は､､ユ ー ザ様シ ス テ ム 固有の 処理と なり ま すユ ー ザ様シ ス テ ム 固有の 処理と なり ま す｡｡　 導入シ ス テ ム に 合わ せ　 導入シ ス テ ム に 合わ せ

た ソ ケ ッ ト ア プ リ ケ ー シ ョ ン が 必要と な り ま す 。た ソ ケ ッ ト ア プ リ ケ ー シ ョ ン が 必要と な り ま す 。 ソ ケ ッ ト ア プ リ ケ ー シ ョ ン はソ ケ ッ ト ア プ リ ケ ー シ ョ ン は

WindowsWindows 環境で あ れば、環境で あ れば、 マ イ ク ロ ソ フ ト 社のマ イ ク ロ ソ フ ト 社の VCVC ＋＋や＋＋や VBVB、、 ボ ー ラ ン ド 社のボ ー ラ ン ド 社の

DelphiDelphi 等で 作成が 可能で す 。等で 作成が 可能で す 。

Ｑ ．Ｑ ． p ingp ing 応答は あ り ま す が 、応答は あ り ま す が 、 作成し た作成し た TCPTCP//IPIP ソ ケ ッ ト 通信と コ ネ ク シ ョ ン 開設ソ ケ ッ ト 通信と コ ネ ク シ ョ ン 開設

が 出来ま せ ん 。が 出来ま せ ん 。

ＡＡ ．． 11．． Enet-485/FAEnet-485/FA のの PORTPORT 番号は 正し く 設定さ れて い ま す か ？番号は 正し く 設定さ れて い ま す か ？

Enet-485/FAEnet-485/FA で は、で は、 TCPTCP//IPIP ソ ケ ッ ト と 通信す る に は、ソ ケ ッ ト と 通信す る に は、 プ ロ グ ラ ム モ ープ ロ グ ラ ム モ ー

ド 内で 自機ド 内で 自機IPIP、、PORT (PORT (ソ ー ス ポ ー ト 番号ソ ー ス ポ ー ト 番号) ) と 相手と 相手IPIP、、PORT (PORT (デ ス ト ネ ー シ ョデ ス ト ネ ー シ ョ

ン ポ ー ト 番号ン ポ ー ト 番号))が 必要で す 。が 必要で す 。こ れら を ご 確認下さ い 。こ れら を ご 確認下さ い 。　 ま た 、　 ま た 、PORTPORT番号はデ番号はデ

フ ォ ル ト でフ ォ ル ト で 0000 (Hex) 0000 (Hex) と なっ て お り 、と なっ て お り 、 0000 (Hex) 0000 (Hex) の ま ま で は未設定の 扱いの ま ま で は未設定の 扱い

と なり ま す 。と なり ま す 。

TCPTCP//IPIPソ ケ ッ ト 側よ り コ ネ ク シ ョ ン 開設ソ ケ ッ ト 側よ り コ ネ ク シ ョ ン 開設 ( (ク ラ イ ア ン ト 型ク ラ イ ア ン ト 型) ) を 行う 場合、を 行う 場合、

Enet-485/FAEnet-485/FA の 相手の 相手 PORT (PORT (デ ス ト ネ ー シ ョ ン ポ ー ト 番号デ ス ト ネ ー シ ョ ン ポ ー ト 番号))に は仮の 値をに は仮の 値を

設定し て 下さ い 。設定し て 下さ い 。相手よ り の 開設要求パ ケ ッ ト の 相手相手よ り の 開設要求パ ケ ッ ト の 相手PORT NoPORT Noよ り 自動取よ り 自動取

得し ま す 。得し ま す 。

22．． PORTPORT番号の 設定方法を 確認し て 下さ い 。番号の 設定方法を 確認し て 下さ い 。

Enet-485/FAEnet-485/FA で はで は PORTPORT 番号の 指定は 全て番号の 指定は 全て 1616 進表記で 行い ま す 。進表記で 行い ま す 。

一方、一方、 ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム で 相手ポ ー ト 番号を 指定す る 場合は、ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム で 相手ポ ー ト 番号を 指定す る 場合は、 1010 進表記進表記

を ご 使用さ れて い る ケ ー ス が よ く あ り ま す 。を ご 使用さ れて い る ケ ー ス が よ く あ り ま す 。 　 従っ て　 従っ て Enet-485/FAEnet-485/FA のの

ソ ー ス ポ ー トソ ー ス ポ ー ト NoNo をを '1000' (16'1000' (16 進進) ) と 指定し た 場合、と 指定し た 場合、 ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム 内ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム 内

で ので の 1010 進数表記に よ る 開設要求先で あ る進数表記に よ る 開設要求先で あ る Enet-485/FAEnet-485/FA の ポ ー トの ポ ー ト NoNo はは

4096 (104096 (10 進進) ) と す る 必要が あ り ま す 。と す る 必要が あ り ま す 。

８ －１ 　８ －１ 　 FAQ  (FAQ  (よ く あ る 質問に つ い てよ く あ る 質問に つ い て ))

    第７ 章第７ 章      そ の 他そ の 他
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Ｑ ．Ｑ ． EnetEnet シ リ ー ズ は ク ラ イ ア ン ト ま た は ホ ス ト ど ち ら の 動作も 可能な の で す か ？シ リ ー ズ は ク ラ イ ア ン ト ま た は ホ ス ト ど ち ら の 動作も 可能な の で す か ？

ＡＡ ．． ど ち ら も 可能で す 。ど ち ら も 可能で す 。 　 基本的に 以下の よ う な動作と なり ま す 。　 基本的に 以下の よ う な動作と なり ま す 。

11．． 通信条件設定モ ー ド通信条件設定モ ー ド  ( (プ ロ グ ラ ム モ ー ドプ ロ グ ラ ム モ ー ド ) ) に て 通信相手のに て 通信相手の IPIPア ド レ ス を 設定ア ド レ ス を 設定

し ま す 。し ま す 。 通信相手は最大通信相手は最大1818 件ま で 登録可能。件ま で 登録可能。 上記で 設定の 通信相手上記で 設定の 通信相手IPIPよ りよ り

TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン 開設要求が あ っ た 場合、コ ネ ク シ ョ ン 開設要求が あ っ た 場合、 ホ ス ト の 動作と なり ま す 。ホ ス ト の 動作と なり ま す 。

22．． EnetEnet 側よ り コ ネ ク シ ョ ン 開設を 行う 場合は 、側よ り コ ネ ク シ ョ ン 開設を 行う 場合は 、 ク ラ イ ア ン ト 動作と な りク ラ イ ア ン ト 動作と な り

ま す 。ま す 。 　　 コ ネ ク シ ョ ン を 開設す る に は 、コ ネ ク シ ョ ン を 開設す る に は 、 例え ば例え ば Enet-485/FAEnet-485/FA で あ れ ばで あ れ ば

""＠＠ OPENnn OPENnn LFCR  "  " と い う 開設コ マ ン ド をと い う 開設コ マ ン ド を RS485RS485//RS422RS422 よ り 受信す る と 、よ り 受信す る と 、

nnnn 番目の テ ー ブ ル に 設定さ れた 相手番目の テ ー ブ ル に 設定さ れた 相手 IPIP へ 接続を 行い ま す 。へ 接続を 行い ま す 。

Ｑ ．Ｑ ． TCPTCP//IPIP ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム か らソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム か ら Enet-485/FAEnet-485/FA にに TCPTCP コ ネ ク シ ョ ン 開設、コ ネ ク シ ョ ン 開設、

デ ー タ を 送信し て コ ネ ク シ ョ ン を 終了後、デ ー タ を 送信し て コ ネ ク シ ョ ン を 終了後、 再び コ ネ ク シ ョ ン を 開設し よ う と再び コ ネ ク シ ョ ン を 開設し よ う と

し ま し た が う ま く 行き ま せ ん で し た 。し ま し た が う ま く 行き ま せ ん で し た 。 何故で し ょ う か ？何故で し ょ う か ？

ＡＡ ．． 上記の ケ ー ス の 場合、上記の ケ ー ス の 場合、ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム 側よ り コ ネ ク シ ョ ン 開設／終了を し てソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム 側よ り コ ネ ク シ ョ ン 開設／終了を し て

い ま す 。い ま す 。

こ の 場合、こ の 場合、 ソ ケ ッ ト 側が ク ラ イ ア ン ト 型と なり ま す 。ソ ケ ッ ト 側が ク ラ イ ア ン ト 型と なり ま す 。 　 こ の 場合、　 こ の 場合、 同じ 相手同じ 相手 (IP (IP

／／PORT) PORT) に 対し て の 接続に はに 対し て の 接続に は22分間の 待ち 時間が必要で あ る と い う プ ロ ト コ ル 上分間の 待ち 時間が必要で あ る と い う プ ロ ト コ ル 上

の 決ま り が あ り ま す 。の 決ま り が あ り ま す 。

待ち 時間を 無く す に は、待ち 時間を 無く す に は、ご 使用の マ シ ン 環境や プ ロ グ ラ ム 環境で の 対応が 必要とご 使用の マ シ ン 環境や プ ロ グ ラ ム 環境で の 対応が 必要と

なり ま す 。なり ま す 。 　 メ ー カ ー に お 問い 合わ せ 下さ い 。　 メ ー カ ー に お 問い 合わ せ 下さ い 。

尚、尚、 Enet-485/FAEnet-485/FA 側よ り コ ネ ク シ ョ ン 開設／終了を 行っ た 場合も 同様の 動作側よ り コ ネ ク シ ョ ン 開設／終了を 行っ た 場合も 同様の 動作

と なり ま す 。と なり ま す 。 待ち 時間を 変え る に は、待ち 時間を 変え る に は、 プ ロ グ ラ ム モ ー ド 内プ ロ グ ラ ム モ ー ド 内 22//33 ペ ー ジ のペ ー ジ の WAITWAIT＝＝

120(120(単位秒単位秒) ) の 設定を 変更し ま す 。の 設定を 変更し ま す 。 　 値の 変更はユ ー ザ 様の 責任に お い て 実行し　 値の 変更はユ ー ザ 様の 責任に お い て 実行し

て 下さ い 。て 下さ い 。

Ｑ ．Ｑ ． プ ロ グ ラ ム モ ー ド で コ マ ン ド 有効　プ ロ グ ラ ム モ ー ド で コ マ ン ド 有効　 C O M = @C O M = @ と し て い ま す が コ マ ン ド が 効と し て い ま す が コ マ ン ド が 効

き ま せ ん 。き ま せ ん 。

ＡＡ ．． コ マ ン ド 　 例コ マ ン ド 　 例 @PROG@PROG の 後にの 後に   LFCR   が あ り ま す か ？　 こ れが ない と コ マ ン ド と しが あ り ま す か ？　 こ れが ない と コ マ ン ド と し

て 認識さ れま せ ん 。て 認識さ れま せ ん 。

コ マ ン ド を 送出の 機器の シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル 通信条件コ マ ン ド を 送出の 機器の シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル 通信条件 ( (ボ ー レ ー トボ ー レ ー ト ) ) とと Enet-Enet-

485/FA485/FA に 設定の 通信条件はあ っ て い ま す か ？に 設定の 通信条件はあ っ て い ま す か ？

プ ロ グ ラ ム モ ー ド で デ リ ミ タ タ イ ム ア ウ ト の 項目がプ ロ グ ラ ム モ ー ド で デ リ ミ タ タ イ ム ア ウ ト の 項目が TIM=0.01TIM=0.01 等の 短い 時間で 設等の 短い 時間で 設

定さ れて い ま せ ん か ？定さ れて い ま せ ん か ？

コ マ ン ド を タ ー ミ ナ ル ソ フ ト 等で 手入力の 場合、コ マ ン ド を タ ー ミ ナ ル ソ フ ト 等で 手入力の 場合、全て の コ マ ン ド 文字を 送信し な全て の コ マ ン ド 文字を 送信し な

い う ち に タ イ ム ア ウ ト と なり コ マ ン ド と し て 解釈さ れま せ ん 。い う ち に タ イ ム ア ウ ト と なり コ マ ン ド と し て 解釈さ れま せ ん 。
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７ －２ 　 付録　 用語解説７ －２ 　 付録　 用語解説

■■ ACK NoACK No

Acknowledgment NumberAcknowledgment Numberの 略での 略で TCPTCPプ ロ ト コ ル に て 受信パ ケ ッ ト を ど こ ま で 処プ ロ ト コ ル に て 受信パ ケ ッ ト を ど こ ま で 処

理し た か を 示す も の で す 。理し た か を 示す も の で す 。

■■ ARPARP

AddressResolutionProtocolAddressResolutionProtocolの 略での 略で IPIPア ド レ ス か ら ハー ド ウ ェ ア ア ド レ ス を 得る 為ア ド レ ス か ら ハー ド ウ ェ ア ア ド レ ス を 得る 為

の プ ロ ト コ ル で す 。の プ ロ ト コ ル で す 。

■■ FTPFTP

FileTransferProtocolFileTransferProtocolの 略で 、の 略で 、機器間で の フ ァ イ ル 転送を 実現す る プ ロ ト コ ル で す 。機器間で の フ ァ イ ル 転送を 実現す る プ ロ ト コ ル で す 。

■■ IC M PIC M P

Internetwork Control Message ProtocolInternetwork Control Message Protocolの 略での 略で IPIPネ ッ ト ワ ー ク 上に 発生し た エ ラ ーネ ッ ト ワ ー ク 上に 発生し た エ ラ ー

等さ ま ざ ま な情報を や り と り す る プ ロ ト コ ル 。等さ ま ざ ま な情報を や り と り す る プ ロ ト コ ル 。

■■ I PI P ア ド レ スア ド レ ス

IIPPア ド レ ス は、ア ド レ ス は、OSI7OSI7層モ デ ル の ネ ッ ト ワ ー ク 層に お い て 機器を 識別する 番号で す。層モ デ ル の ネ ッ ト ワ ー ク 層に お い て 機器を 識別する 番号で す。

ネ ッ ト ワ ー ク に 接続す る 場合に 、ネ ッ ト ワ ー ク に 接続す る 場合に 、他の 機器と 異なる他の 機器と 異なる IPIPア ド レ ス が 設定さ れて い なア ド レ ス が 設定さ れて い な

く て はなり ま せ ん 。く て はなり ま せ ん 。 も し 、も し 、 同じ同じ IPIPア ド レ ス が 同一ネ ッ ト ワ ー ク 内に 存在す る と 、ア ド レ ス が 同一ネ ッ ト ワ ー ク 内に 存在す る と 、

正常な正常な LANLAN を 構築す る 事が 出来ま せ ん 。を 構築す る 事が 出来ま せ ん 。 　　 Enet-485/FAEnet-485/FA にに IPIPア ド レ ス を 設定ア ド レ ス を 設定

す る 際に は、す る 際に は、シ ス テ ム 管理者等に ご 相談の 上、シ ス テ ム 管理者等に ご 相談の 上、正し い正し い IPIPア ド レ ス を 設定す る 必要ア ド レ ス を 設定す る 必要

が あ り ま す 。が あ り ま す 。 IPIP ア ド レ ス はア ド レ ス は 3232 ビ ッ ト 長ビ ッ ト 長 (4 (4 バ イ トバ イ ト ) ) で 示さ れま す 。で 示さ れま す 。 通常通常 88 ビ ッ トビ ッ ト

(1(1 バ イ トバ イ ト ) ) 単位を ド ッ ト で 区切り 、単位を ド ッ ト で 区切り 、 各各 88 ビ ッ ト をビ ッ ト を 1010 進数で 表示し ま す 。進数で 表示し ま す 。

■■ M ACM AC ア ド レ スア ド レ ス

機器固有の ハ ー ド ウ ェ ア ア ド レ ス で す 。機器固有の ハ ー ド ウ ェ ア ア ド レ ス で す 。　 デ ー タ リ ン ク 層で 定義さ れる 物理ア ド　 デ ー タ リ ン ク 層で 定義さ れる 物理ア ド

レ ス 。レ ス 。 イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス と も 言わ れま す 。イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス と も 言わ れま す 。  [ [EnetEnet シ リ ー ズシ リ ー ズ ] ] は、は、 IEEEIEEE よ り 個よ り 個

別の別の MACMACア ド レ ス が 割り 当て ら れ、ア ド レ ス が 割り 当て ら れ、11台台11台異なる ア ド レ ス を 出荷時に 設定し て台異なる ア ド レ ス を 出荷時に 設定し て

あ り ま す 。あ り ま す 。 こ れはハ ー ド 個別の 固有値で す か ら 変更出来ま せ ん 。こ れはハ ー ド 個別の 固有値で す か ら 変更出来ま せ ん 。

0000：： C0C0：： 8484：： hhhh：： hhhh：： hhhh

    割当部分割当部分      　　   個々の 番号個々の 番号

イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス は、イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス は、 4848 ビ ッ ト 長ビ ッ ト 長 (6 (6 バ イ トバ イ ト ) ) で 示さ れま す 。で 示さ れま す 。 　　 通常通常88 ビ ッ トビ ッ ト

(1(1 バ イ トバ イ ト ) ) 単位を コ ロ ン で 区切り 、単位を コ ロ ン で 区切り 、 各各 88 ビ ッ ト をビ ッ ト を 1616 進数で 示し ま す 。進数で 示し ま す 。
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■■ PO RTPO RT 番号番号

送信元、送信元、 宛先を 識別す る 為の 番号で す 。宛先を 識別す る 為の 番号で す 。

ポ ー ト 番号は、ポ ー ト 番号は、 1616 ビ ッ ト 長ビ ッ ト 長 (2 (2 バ イ トバ イ ト ) ) で 示さ れま す 。で 示さ れま す 。

送信元ポ ー ト 番号を送信元ポ ー ト 番号を SourcePortSourcePort

宛先ポ ー ト 番号を宛先ポ ー ト 番号を DestinationPortDestinationPort番号と 呼び ま す 。番号と 呼び ま す 。

■■ SEQ  N oSEQ  N o

Sequence NumberSequence Number の 略で 、の 略で 、 TCPTCP プ ロ ト コ ル に て デ ー タ 全体に お け る そ の パ ケ ップ ロ ト コ ル に て デ ー タ 全体に お け る そ の パ ケ ッ

ト の セ グ メ ン ト 位置を し め す 。ト の セ グ メ ン ト 位置を し め す 。

■■ TELN ETTELN ET

TELNETTELNETは、は、ネ ッ ト ワ ー ク を 介し て リ モ ー ト 端末を 接続す る 為の プ ロ ト コ ル で す 。ネ ッ ト ワ ー ク を 介し て リ モ ー ト 端末を 接続す る 為の プ ロ ト コ ル で す 。
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Enet-485/FAEnet-485/FA はフ ラ ッ シ ュはフ ラ ッ シ ュ ROMROM を 搭載し て お り 、を 搭載し て お り 、 最新の フ ァ ー ム ウ ェ ア へ の 書最新の フ ァ ー ム ウ ェ ア へ の 書

き 換え が 可能で す 。き 換え が 可能で す 。

フ ァ ー ム ウ ェ ア の 書き 換え は、フ ァ ー ム ウ ェ ア の 書き 換え は、 シ リ ア ル ま た はイ ー サ ネ ッ ト を 使用し て 行い ま す 。シ リ ア ル ま た はイ ー サ ネ ッ ト を 使用し て 行い ま す 。

書き 換え の 方法等の 詳細に つ き ま し て は、書き 換え の 方法等の 詳細に つ き ま し て は、 下記弊社ホ ー ム ペ ー ジ を ご 参照下さ い 。下記弊社ホ ー ム ペ ー ジ を ご 参照下さ い 。

h t t p : //w w w . d a t a -l i n k . c o . j p /s e r v i c e . h t m lh t t p : //w w w . d a t a -l i n k . c o . j p /s e r v i c e . h t m l

７ －３ 　 フ ァ ー ム ウ ェ ア の 更新７ －３ 　 フ ァ ー ム ウ ェ ア の 更新

ご 購入頂き ま し たご 購入頂き ま し た Enet-485/FAEnet-485/FAに 関す る ご 質問に 関す る ご 質問・・ ご 相談は、ご 相談は、 弊社ユ ー ザ サ ポ ー ト弊社ユ ー ザ サ ポ ー ト

課ま で お 問い 合わ せ 下さ い 。課ま で お 問い 合わ せ 下さ い 。

７ －４ 　 ユ ー ザ サ ポ ー ト の ご 案内７ －４ 　 ユ ー ザ サ ポ ー ト の ご 案内

デ ー タ リ ン ク 株式会社　 ユ ー ザ サ ポ ー ト 課デ ー タ リ ン ク 株式会社　 ユ ー ザ サ ポ ー ト 課

TELTEL　　 0404 －－ 29242924 －－ 3841 (3841 ( 代代))

FAXFAX　　 0404 －－ 29242924 －－ 37913791

受付時間　 月曜～金曜受付時間　 月曜～金曜 ( ( 祝祭日は 除く ）祝祭日は 除く ）

AM9: 00AM9: 00 ～～ 12: 0012: 00　　 PM1: 00PM1: 00 ～～ 5: 005: 00

E-mai lE-mai l suppor t @dat a-l i nk. co. j psuppor t @dat a-l i nk. co. j p
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Enet-485/FAEnet-485/FA　　 取り 扱い 説明書　取り 扱い 説明書　 20172017年年33月　 第月　 第55版版

製造、発売元　 デ ー タ リ ン ク 株式会社製造、発売元　 デ ー タ リ ン ク 株式会社

〒〒359-1113359-1113　 埼玉県所沢市喜多町　 埼玉県所沢市喜多町10-510-5

TEL04TEL04--29242924--38413841㈹　㈹　 FAX04FAX04--29242924--37913791

ユ ー ザ サ ポ ー ト の ご 案内ユ ー ザ サ ポ ー ト の ご 案内

Enet-485/FAEnet-485/FAに 関す る ご 質問、ご 相談は、ユ ー ザ サ ポ ー ト 課ま で お 問い 合わ せ下さ い 。に 関す る ご 質問、ご 相談は、ユ ー ザ サ ポ ー ト 課ま で お 問い 合わ せ下さ い 。

デー タ リ ン ク 株式会社　 ユ ー ザサ ポ ー ト 課デー タ リ ン ク 株式会社　 ユ ー ザサ ポ ー ト 課

TEL04TEL04--29242924--38413841㈹　㈹　 FAX04FAX04--29242924--37913791　　 E-m a ilE-m a il：： sup p ort@ d a ta -l ink . c o . jpsup p ort@ d a ta -l ink . c o . jp

受付時間　 月曜～金曜受付時間　 月曜～金曜 ( (祝祭日は除く祝祭日は除く ))

AM9:00AM9:00～～PM12:00PM12:00　　  PM1:00 PM1:00～～PM5:00PM5:00

11 当社製品は、当社製品は、 当社規定の 社内評価を 経て 出荷さ れて お り ま す が 、当社規定の 社内評価を 経て 出荷さ れて お り ま す が 、 保証期間内に 万一故障し保証期間内に 万一故障し

た 場合、た 場合、 無償に て 修理さ せ て い た だ き ま す 。無償に て 修理さ せ て い た だ き ま す 。 お 買い 求め い た だ い た 製品は、お 買い 求め い た だ い た 製品は、 受領後直ち に受領後直ち に

梱包を 開け 、梱包を 開け 、 検収を お 願い 致し ま す 。検収を お 願い 致し ま す 。

デ ー タ リ ン ク 製品の 保証期間は 、デ ー タ リ ン ク 製品の 保証期間は 、 当社発送日よ り当社発送日よ り 55 カ 年カ 年で す 。で す 。

保証期間は保証期間は､､製品貼付の シ リ ア ル ナ ン バ ー で 管理し て い ま す 。製品貼付の シ リ ア ル ナ ン バ ー で 管理し て い ま す 。

保証書は ご ざ い ま せ ん 。保証書は ご ざ い ま せ ん 。

なお 、なお 、 本製品の ハ ー ド ウ エ ア 部分の 修理に 限ら せ て い た だ き ま す 。本製品の ハ ー ド ウ エ ア 部分の 修理に 限ら せ て い た だ き ま す 。

22 万一当社製品に万一当社製品に RoHSRoHS 指令基準値を 超え る 六物質指令基準値を 超え る 六物質 ( (鉛、鉛、 水銀、水銀、 カ ド ム ウ ム 、カ ド ム ウ ム 、 六価ク ロ ム 、六価ク ロ ム 、

PBBPBB、、 PBDE) PBDE) が 含ま れて い た 場合は 、が 含ま れて い た 場合は 、 購入後購入後 11 年以内に 限り 製品の 交換も し く は、年以内に 限り 製品の 交換も し く は、 部品部品

に 含有し て い た 場合は そ の 部品の みの 交換に 含有し て い た 場合は そ の 部品の みの 交換 ( (修理修理) ) と な り ま す 。と な り ま す 。

保証の 総額は製品価格が 限度と な り ま す 。保証の 総額は製品価格が 限度と な り ま す 。

33 本製品の 故障、本製品の 故障、 ま た はそ の 使用に よ っ て 生じ た 直接、ま た はそ の 使用に よ っ て 生じ た 直接、 間接の 障害に つ い て 、間接の 障害に つ い て 、 当社はそ の 責当社はそ の 責

任を 負わ ない も の と し ま す 。任を 負わ ない も の と し ま す 。

44 次の よ う な 場合に は 、次の よ う な 場合に は 、 保証期間内で も 有償修理に なり ま す 。保証期間内で も 有償修理に なり ま す 。

(1)(1) お 買い 上げ 後の 輸送、お 買い 上げ 後の 輸送、 移動時の 落下、移動時の 落下、 衝撃等で 生じ た 故障お よ び 損傷。衝撃等で 生じ た 故障お よ び 損傷。

(2)(2) ご 使用上の 誤り 、ご 使用上の 誤り 、 あ る い は 改造、あ る い は 改造、 修理に よ る 故障お よ び 損傷。修理に よ る 故障お よ び 損傷。

(3)(3) 火災、火災、 地震、地震、 落雷等の 災害、落雷等の 災害、 あ る い は 異常電圧など の 外部要因に 起因す る 故障お よあ る い は 異常電圧など の 外部要因に 起因す る 故障お よ

び 損傷。び 損傷。

(4)(4) 当社製品に 接続す る 当社以外の 機器に 起因す る 故障お よ び 損傷。当社製品に 接続す る 当社以外の 機器に 起因す る 故障お よ び 損傷。

55 無償保証期間経過後は有償に て 修理さ せ て い た だ き ま す 。無償保証期間経過後は有償に て 修理さ せ て い た だ き ま す 。補修用部品の 保有期間は原則製補修用部品の 保有期間は原則製

造終了後造終了後 55 年間で す 。年間で す 。

なお 、なお 、 こ の 期間内で あ っ て も 、こ の 期間内で あ っ て も 、 補修部品の 在庫切れ、補修部品の 在庫切れ、 部品メ ー カ の 製造中止など に よ り 修部品メ ー カ の 製造中止など に よ り 修

理で き な い 場合が あ り ま す 。理で き な い 場合が あ り ま す 。

66 次の よ う な 場合有償で も 修理出来ない 時が あ り ま す 。次の よ う な 場合有償で も 修理出来ない 時が あ り ま す 。 PCBPCB 基板全損、基板全損、 ICIC 全損な ど 、全損な ど 、 故障故障

状態に よ り 修理価格が 新品価格を 上回る 場合。状態に よ り 修理価格が 新品価格を 上回る 場合。

77 製品故障の 場合、製品故障の 場合、 出張修理は致し て お り ま せ ん 。出張修理は致し て お り ま せ ん 。 当社あ る い は販売店へ の 持ち 込み修理と当社あ る い は販売店へ の 持ち 込み修理と

なり ま す 。なり ま す 。

88 上記保証内容は 、上記保証内容は 、 日本国内に お い て の み有効で す 。日本国内に お い て の み有効で す 。


